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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







【ゲーマーズとゲーム戦争】

【霧夜歩と青春縛り実況プレイ】

【霧夜歩とハニーテイスト】

【霧夜歩と泥沼推理アクション】

【霧夜歩といかさまプレイ】

【ゲーマーズと外伝語り】

【霧夜歩とオフライン・エンカウント】




　あとがき

















【ゲーマーズとゲーム戦争】






「ゲームって、昔の方が面おも白しろかったんでしょ？」

　アグリさんが今日もまた猫ねこ背ぜでスマホをいじりつつ、気け怠だるそうにゲームへの疑問を呈ていしてきた。

　そんなギャル女の相変わらずゲームに対して無神経な言葉に……例の如ごとくピクリと無言で反応する僕ら──雨あま野の景けい太た、天てん道どう花か憐れん、星ほしノの守もり千ち秋あきの三名。

　と、それをいつものように一いつ般ぱん人とゲーマーの橋はし渡わたし役的リア充じゆう、上うえ原はら祐たすく君が「まあまあ」と宥なだめてきた。

「亜あ玖ぐ璃りに悪気がないのはお前らも分かっているだろう？　落ち着けよ」

　へらへらと笑う彼。しかし僕は、それでもむっとした表情のまま応じる。

「悪気がなければ全て許されると思ったら大おお間ま違ちがいだよ上原君。キミは……たとえば、何かの弾はずみでぽちっと核かくミサイル発射ボタンを押して最終戦争引き起こした人間を、悪気がないからと許せるのかい？」

「喩たとえがオーバーすぎんだろう！」

　ツッコんでくる上原君。しかしそこで、普ふ段だんは僕と犬けん猿えんの仲であるチアキが、珍めずらしく援えん護ご射しや撃げきをしてくれた。

「いえ、今のアグリさんの発言は確かにそれに近いものだと思います！　ゲーマーのオフ会なんかに投下したら、三十分後には殴なぐり合いが始まるレベルの爆ばく弾だんですよ！」

「沸ふつ点てん低すぎんだろう、ゲーマー！　おい、天道もなんとか言ってやれよ！」

「分かりました。ではアグリさん、こちらに来て歯を食いしばりなさい」

「お前が一番沸点低いのかよ！　やめろ！」

　遂ついには上原君が立ち上がって制止してきたため、僕らは渋しぶ々しぶ怒いかりの表明を中断した。

　……このノリに終始どん引きしていた様子のアグリさんが、スマホ操作を中断し、居住まいを正してくる。

「えっと……なんかごめん。祐の言う通り、ガチで悪気なかったんだけど……」

　その謝罪に、流石さすがの僕らも多少平静さを取り戻もどす。そうしてこちら側の三人も軽く謝罪したところで、改めて、アグリさんがおずおずと切り出してきた。

「でも……ほら、ネットやなんかで結構見るからさ。『昔は良かったなー』的な記事。なんにでもあることなんだけど、とりわけゲームってその手の感想を見る機会多い印象なんだよね。あ、あくまで亜玖璃の個人的なアレだけど……」

　びくびくと発言するアグリさん。その様子に、僕は一つ嘆たん息そくを漏もらすと、渋々ながら彼女の意見を認めることにした。

「まあ……そうかもですね。映画でもバラエティでも『昔は良かった』話はどこにでもありますが、ゲームは確かにその手の話題が多い傾けい向こうにあると言えるでしょう」

　その言葉に、チアキも頷うなずく。

「ですねですね。昔からのシリーズ作が長期に亘わたって続いていたり、リメイク作がちょいちょい出たり、それでいて常に進化を遂とげる業界だからかもです」

　その言葉に、アグリさんが「あれ？」と不思議そうに首を傾かしげる。

「だったら、ゲームって基本的に常に良くなってくんじゃないの？　パソコンとかと同じでさ。時代の進化で、えーと、画面とか綺き麗れいになるんでしょ？」

　その言葉に、僕ら「ゲームやる人間」達は……。

『…………はぁ』

　今度は上原君も含ふくめ、四人で思いっきり嘆息してしまった。

　アグリさんが激しく抗こう議ぎしてくる。

「なにその『分かってねぇなこいつ』感！　亜玖璃、なんか間違ったこと言った!?」

「いえ……『画面』が綺麗になるっていうのは……まあかなり馬ば鹿かっぽい表現ではありますが、別に間違ってもいないですよ。それにしても画面……画面ねぇ？」

「よしあまのっち歯を食いしばれ」

「議論開始から五分で二度も『歯を食いしばれ』発言が出るとか、修しゆ羅らの同好会すぎるでしょう。……でもまあ、すいません、今のは確かに感じ悪かったですね。えっと、アグリさんの言うように技術部分で大きく進化しているのは事実ですよ。グラフィックだったり、読み込み時間だったり、ネット対応だったりと……」

「だよね？　えっと……だったらやっぱり今の方がいいわけだから、『昔は良かった派』の人達は、思い出美化しているだけのオタク共だという解かい釈しやくで、ＯＫ？」

『…………はぁ』

「だからその露ろ骨こつな『やれやれ感』やめてくれない!?　ゲームのこと知らなくてもゲーム同好会入っていいって言ったの、あなた達だよねぇ!?」

　その言葉に、アグリさんの彼氏たる上原君がやれやれと応じる。

「確かにその通りなんだが……なんつうの？　お前の今日の発言、ゲームをする人間からすると、いちいち『むむっ』となるアレなんだわ」

「どういうこと？」

「ええと……そうだな。たとえば、お前ファミレス好きだろ？　で、普段ファミレス行かない人間に、雑談の中で『でもファミレス行くぐらいならもっと普ふ通つうに美味おいしい店行った方がよくない？』とかサラッと言われたら、どうよ」

「……むむっ！」

「それそれ」

　上原君の説明に「なるほど」と納得するアグリさん。流石カップル。伝え方が上手うまい。しかしそれでもアグリさん的にはイマイチ完全納得には至らなかったようで、疑問を更さらに続けてきた。

「んー、でも料理とかとはちょっと違って、実際昔より良くなっている部分が多いんでしょ、ゲームって。なのにそれでも、昔の方がゲームは楽しかったの？」

　その言葉に、僕は慌あわてて「いえいえ」と否定を返す。

「別に僕ら、『昔のゲームの方が楽しかった』と断言しているわけじゃないです。かといって、『今のゲームの方が総合的に全部上』って言っているわけでもないというか。それこそ、ファミレスと定食屋、なんかの関係と同じです。どっちが上とかって話じゃないんですよ、実際」

「ああ、なるほど。つまり……《き○この山》《たけ○この里》と同じだね！」




『いやそれは《きのこ○山》一択たくだけど』『いやそれは《たけの○の里》一択だけど』




　四人の声が微び妙みようにズレてかぶさる。ちなみに天道さんと上原君が「きの○」派で、僕とチアキが「た○のこ」派だった。

『…………』

　途と端たんに僕らの中でバチバチと散る火花。そして……呆あきれるアグリさん。

「……とりあえず、今のに関しては亜玖璃も、自分が戦争の火種を投げ込んだ感かん触しよくあったわ。なんかごめんね」

　その言葉をもって、僕らは一時休戦とする。……まあ、絶対○けのこの方が美味しいけどね！　そこ譲ゆずる気はないけどね！　っと、天道さんが睨にらんでる。く……こればかりは天道さんでも……！

「こほん！」

　チアキが咳せき払ばらいをする。彼女は話題を元に戻すべく「でも確かに……」と続けてきた。

「この論争ってずぅーっとありますよね。昔の方が良かった問題」

「ま、実際昔のゲーム面おも白しれぇしな」

　と上原君。僕は少し驚おどろいて彼を見た。

「あれ、上原君は懐かい古こ派なんだ？」

「どっちかっつうとな？　単純に、昔の方が自分がゲームしてたからっつうのも大きいが」

　それには天道さんも同意を示す。

「私もそうね。ネット対戦環かん境きようなんかが断然良くなったのは認めるのだけれど、単純さ故ゆえのシンプルな競技性、スコアアタック追求の醍だい醐ご味みなんかは、昔のそれに軍配が上がると思うわ」

　二人の意見を受け、僕は「そうなんだ……」と頷きつつも、切り返す。

「僕としては、若じやつ干かんの捻ひねくれ感性込みで、現代派かなぁ。それこそ昔のゲームが良かった意見強いから、『いやいや今のゲームだって負けてないって！』となっちゃうというか」

　そしてこの意見には、意外にも宿敵たるチアキが激しく賛同してきた。

「あ、はいはい！　それ自分もですケータ！　思い出補正をちゃんと客観的に認識出来る自分でいたいといいますか！」

「そうそう！　そうなんだよねチアキ！」

　そのまま、二人でわいわい盛り上がり始める僕とチアキ。──と、明らかにそれに気を悪くした様子で、上原君と天道さんが突つっかかってきた。

「い、いや、思い出補正とか抜ぬきにしても、名作は名作であってだな。そんじょそこらの今のゲームじゃ、そりゃ太刀たち打ち出来なくて当然というか……」

「そ、そうです。余計な装そう飾しよくのついた今のゲームより、シンプルかつ斬ざん新しんだった昔の名作の方が上なのは明らかな事実なわけで……」

『は？』

『は？』

　途端、ゲーム同好会に漂ただよう剣けん吞のんな空気。アグリさんがごくりと唾つばを飲み込んだ。

「あのぉ……み、皆みなさん？　あ、亜玖璃、この話題はもういいかなー、なんて……」

　しかし彼女のそんな言葉は完全に黙もく殺さつされ──僕らの戦争は火ひ蓋ぶたを切った。

　まず僕が苦笑いで二人を諭さとす。

「いやいや天道さん、上原君。もっと冷静に現実を見ましょうよ。確かに過去の名作は強いですが、基本的には『それを踏ふまえた』今のゲームも面白いのは、認めていかないと」

　しかしその言葉に、天道さんがハッと乾かわいた笑いで返す。

「名作を踏まえて開発したものは、その名作を必ず超こえると？　それは流石に浅せん薄ぱくがすぎる意見じゃないかしら、雨野君」

「一作目を大きく超えるとまでは言いませんが、地味な改良点ぐらいは常に……」

　僕のフォローに、しかし天道さんは嘆息混じりで続編へのネガティブ意見を告げる。




「『ごちゃごちゃした追加要素』『一作目でやった王道展開を外はずし、奇きをてらいすぎた結果全く共感出来なくなったシナリオ』『商しよう魂こん逞たくましいＤＬＣ祭り』『中ちゆう途と半はん端ぱな３Ｄ化』」




『うぐぅ！』

　僕とチアキに大ダメージ！　胸を押さえて思わず呻うめく僕ら。そうして更に続けようとする天道さん。

「あ、ちなみに個人的には『アクション戦せん闘とうが売りのＲＰＧシリーズ』なんかにこの傾向が多い気がするわね。具体的な作品名挙あげると──」

『それはやめて』

　僕とチアキどころか、上原君も真顔で制止した。

　天道さんは一いつ瞬しゆん首を傾げたものの、「まあいいわ」と続けてくる。

「とにかく、過去の名作を踏まえたからこそ劣れつ化かするものもあれば、下手へたに技術ばかりが発展した故にユーザビリティの低くなるものもある、という話です。つまり……どちらかといえばやはり『昔のゲームは良かった』派に軍配は上がる！」

『ぐ、ぬぬ……』

　僕とチアキの顔がどんどん強こわばっていく。それとは対照的に、自信に満ちた笑みを浮うかべ始める天道さんと上原君。そして……スマホをいじり始めるアグリさん。

　僕が完全に打ちのめされる中、しかし、代わりにチアキがおずおずと反論に出た。

「……ちょ、ちょっとやり口が、ずるくないですかね、懐古派の皆さん？」

「どういうことかしら？」

　ぴくりと眉まゆを動かす天道さん。チアキは俯うつむいたまま続ける。

「た、確かに、過去のゲームには名作が多いですし、それが故に、現状『墜おちて』しまったシリーズがあるのも、一つの事実です。しかしながら……」

　チアキはそこでバッと顔を上げると、彼女なりの主張を、声こわ高だかに掲かかげた。

「その陰かげに隠かくれて、茫ぼう漠ばくたる歴史の荒こう野やに、とんでもない駄だ作さくがこれでもかと堆たい積せきしているのも、また事実でしょう！」

『ぐぁ！』

　今度は天道さんと上原君が胸を押さえる番だった。チアキが続ける。

「今の時代では考えられない基準の駄作被ひ害がいが、昔はあったじゃないですか！　ほら！　このご時世なら無料のアプリ形式でさえボロクソに酷こく評ひようされるレベルのゲームが、普通に八千円とかで、純じゆん粋すいな子供に売られていた修羅の時代もあったわけで！」

『ぐ、ぐぐ……』

「昔のゲーム体験を思い出そうとすると、つい面白かったものばかり回想しがちですが！　しかしっ、自分的には同じぐらい『どうしてあんなのを……』体験も回想すべきだと思うのです！　スーファミ時代のエニッ○スやス○エア作品の良き思い出ばかりを前面に押し出すのはやめませんかっ！　思い出して下さい！　無む駄だに芸能人とコラボしたあのクソゲーを！　有名漫まん画が家かをキャラデザに採用したあの奇作を！」

『うぁぁぁぁぁぁああ！』

　遂ついには頭を抱かかえて悶もだえる、天道さん上原君陣じん営えい。僕とチアキはと言えば、満足顔でハイタッチを決めていた。……ちょっと見直したよ、チアキ！

　──そうして、それからも僕らは、一進一退のゲーム論争を繰くり広げ続けた。

　やれ「昔のゲームには『魂たましい』があった」だの「過去のゲームもプレイ出来る環境が整っている分、常に『今』がゲームにとっての全盛期と言える」だの「いえ、時代性込みのゲーム体験ってあるのよ」だの「今の時代にだってそういうのはありますし！」だの。

　まあとにかく答えの出しようがない議論。しかしそれだけに白熱する議論。

　そうして場のボルテージが最高潮に達したところで……。

　突とつ然ぜん「そういや」とスマホから顔を上げたアグリさんが、またしても超ちよう気軽な様子で爆ばく弾だんを放り込んできた。




「ところでゲーム機って、任○堂のが一番面白いんだよね？」




『…………』

　途端にゲームの懐古論争をやめ、ぴたりと沈ちん黙もくする僕ら。アグリさんがキョトンとする中……僕らは全員、一いつ斉せいに肩かたを竦すくめて呟つぶやいた。

『…………これだから……』

「だからなんなのその態度！　今日、すっごい感じ悪いよ、ゲーム同好会！」

　アグリさんがスマホを机に置いて本気で怒おこり出す。僕はやれやれと息を吐はいてアグリさんに向き直る。

「だって今日のアグリさんときたら……ゲーム同好会にとってのジョン・ポールもいいところじゃないですかっ！」

「亜玖璃、まさか自分が伊い藤とう計けい劃かく著『虐ぎやく殺さつ器官』において各地で内戦を引き起こしまくる敵役に喩たとえられる日がくるとは思わなかったよ！」

「僕もまさかギャルが正確にジョン・ポールの引用元を把は握あくして切り返してくるとは思っていませんでしたよ！」

　ある意味今年一の意外性だった。まあでもこのギャル、高校デビュー前は一人で黙もく々もくと読書とかしていたらしいし……。相変わらず僕と変なところで気が合う人である。

　と、共通の知識で妙みように二人ニマニマしていたら、周囲に見み咎とがめられてしまった。アグリさんがこほんと咳払いして仕切り直す。

「そ、そもそも、何が気にくわないのさ？　ゲームといったらマ○オ、○リオといったら○天堂でしょ？　つまり、ゲームは任天○が一番ってことじゃないの？」

『なんて斬新な論法だ！』

　逆にゲーマーからは出てこない式だった。上原君も含ふくむゲーム同好会全員で首を横に振ふる。と、アグリさんはこれまた気軽に火種を投げ込んできた。

「じゃ、あれだ。プレステだ。プレステが一番面白いんでしょ」

『なんかもう怖こわい』

　一周回ってカタカタとおびえ始めるゲーム同好会。なんなのこのギャル。本気でゲーム業界にとってのジョン・ポールなの？　無意識でやってんのこれ？

　流石さすがに見かねた様子の天道さんが、「いいですか」と指を立ててギャルに説明を始める。

「さっきの『昔と今どっちがいい論争』と同じです。ゲームハード間の争いは特にネット上などで非常にデリケートな話題として取り扱あつかわれるものなのですよ」

「へぇ、そうなんだ。……で、結局どのゲーム機が一番なの？」

「全然伝わってませんね！　一番がどうとかって話じゃないのです！」

「えー、なにその、ゆるい運動会みたいな結論。つまんなーい」

「つ、つまんないと言われましても。えーと……そうですね。じゃあ、逆に、ファミレス好きのアグリさんにお訊たずねしますが……」

「なぁに？」

「──『ファミレスってどのチェーン店が一番いいのですか？』」

　その質問が飛び出した刹せつ那な、ファミレス好きのアグリさんが憤ふん慨がいして立ち上がる！

「『いい』ってなにさ『いい』って！　そんな漠ばく然ぜんとした質問答えられないよ！　全部のファミレスに色んな特色があるんだから！　みんな違ちがって、みんないいの！」

「それです！」

「ああ！」

　途と端たんにすっかり納得するアグリさん。……天道さんも流石だな。

　アグリさんが着席して再び切り出してくる。

「じゃあ、改めて、質問をアンケート形式に変えよっかな？　えーと、皆みんなが、個人的に今一番評価しているゲーム機って、なんなの？　これならいいよね？」

『うむ、よかろう』

「うーわ、無駄に偉えらそうなゲームオタク集団ってイラッとくるわー……」

　なにやら早さつ速そくアグリさんが質問を後こう悔かいしているも、僕らは聞いちゃいなかった。

　それぞれ十秒程黙もつ考こうした後、全員が答えを出したらしいタイミングを見計らうと……この仲良しメンバーなら大体全員の意見が一いつ致ちするだろうという思おも惑わくの元、一斉に、声を合わせて答えた。




「ニンテンドー○ＤＳ」「Ｘｂｏｘ○ｎｅ」「Ｐ○ＶＩＴＡ」「スマホ」




　…………。

『……は？』

　途端、再び四人の間に散る火花。同時に「お疲つかれでーす」と何かを察してスマホ片手に会話から離り脱だつするアグリさん。

　しかし僕らゲーマーは、もはやそんな彼女に構ってなどいられなかった。

　まず、僕が微び笑しようを浮かべながらも……先手を打つ。

「いやいや、なんかとりあえず通好みとか捻ひねくれているハード挙げる感じ、やめません？　普ふ通つうに考えたら、なんていうか……ほら、『普通に』３ＤＳが妥だ当とうじゃないですか」

　しかしそれに、まず天道さんが嚙かみついてきた。

「貴方あなたにはがっかりよ雨野君。それでよく私の彼氏を名乗れたものね」

「いや、あんまり『僕こそ天道さんの彼氏だい！』と名乗ったことはありませんが……」

「……そ、そこはもっと自信を持って名乗ってくれていいんですよ？　じ、自じ慢まんの彼氏なので……」

「……わ、わかりました。えっと……ぼ、僕は……天道さんの彼氏です！　はい！」

「雨野君……」

「天道さん……」

　頰ほおを赤らめて見つめ合う二人。途端に上原君とチアキから入る『なんの話だ！』というツッコミ。

　二人こほんと咳せき払ばらいして、戦争再開。

「それにしても貴方にはがっかりよ雨野君。異性としては心から愛してますけど」

「それはこっちの台詞せりふです天道さん。『Ｘｂｏｘ○ｎｅ』って……そんな如何いかにもガチゲーマーでございみたいなチョイス……。そういうとこも含めて愛してますけどね」

「まったく、相変わらず私をイライラさせるわね、雨野君。そういうとこ、ホント好きよ」

「そっちこそ、いつまでたってもヌルゲーマーへの理解が一定ラインを超こえないですね。そういう筋の通ったとこ、僕も大好きです」

『なにその斬ざん新しんな口論！』

　気づけば他の三人から思いっきりツッコまれてしまっていた。……僕と天道さんはイマイチ何を咎められているか分からなかったものの、仕方ないので改めて……愛情表現を省略し、上原君とチアキも巻き込んで議論を再開した。

「じゃあ、チアキのＰＳＶ推おしの理由は？　なんか若じやつ干かん意外なんだけど。携けい帯たい機なら、どちらかといえば３ＤＳ選びそうな印象あったけど……」

　僕の疑問に、チアキはやれやれとワカメ頭を揺ゆらす。

「ケータにはがっかりですよ。それでよく自分の天敵を名乗れたものですね」

「いや、僕、別にチアキの天敵名乗れなくてもいいんだけど……」

　そう応じると、なぜか途端に涙なみだ目めになって迫せまってくるチアキ。

「なんでですかっ、なんでですかっ！　今のは天道さんとのくだりと同じく、もうちょっとケータが自分に追いすがったり、デレる流れじゃないんですかっ！」

「い、いや、カノジョ相手ならまだしも、なぜ天敵相手に僕がデレ反応をすると……？」

「ケータはっ、ケータはっ、自分の特別な天敵でいたいですよねっ!?　ね!?」

「ええ……？　ああ……うん、まあ、いたい……かなぁ？」

　なにやら必死なワカメが心底哀あわれに思えたので、僕は仕方なくそう応じる。と、チアキは途端に胸を張り、大きく鼻息を漏もらした。

「まったく、困ったさんですねケータは！　ま、３ＤＳを推してくるあたり、やっぱりまだまだですけどっ！　それで自分の天敵を名乗るだなんて、片腹痛いわー！」

「もうワカメさんが何を言いたいのか、僕にはちぃとも分かりませんよ」

　なにこの人。情じよう緒ちよ不安定なの？　そして天道さんはどうして若干僕とチアキを睨にらむの？　そしてそして、なぜ上原君とアグリさんはかなり気持ち悪い笑みを漏らしているの？　同好会メンバーの感情の変へん遷せんが、今、ホント分からないんですが。これは僕が元ぼっちだからなの？　空気読みのスキル足りてないの？

　僕が一人激しい疑問の渦うずにとらわれる中、チアキは改めて続けてくる。

「だってだって、ＰＳＶは、現状、携帯機として『丁ちよう度どいい』じゃないですか。性能面といい、映像面といい、ソフトラインナップといい。自分は特に立体視に重きを置いてないのもあって、ＰＳＶ一択たくなのです！」

「なんていうか……ふ、普通の理由だね」

「ふ、普通で何が悪いんですかっ！　同じ普通属性の人に言われたくないです！」

　チアキがぷんぷん怒っているが、まあ実際、普通の意見だけに、普通に理解も出来たわけで、これといって反対意見もない。

　仕方ないので僕は次に話を振ることにした。

「まあ百歩譲ゆずってチアキはいいとしても……問題は上原君だよ。なに、スマホって。好きなゲーム機訊きいている時にスマホって。あれかな。上原君は、好きな動物訊かれて『にんげーん』とか言っちゃうアレな子供か何かだったのかな？」

「な、なんだよその言いぐさ！　いいだろ、別にスマホ！　お前や星ノ守だってソシャゲとか超遊んでんじゃん！」

「そりゃそうだけどさ……」

　確かに、スマホでゲームをする時間は僕だって多い。だから別にスマホのゲームをゲームとして認めていない、みたいなことでは全くない。けれど……。

　僕に代わって、今度は天道さんが上原君に文句をつける。

「でも『好きなゲーム機』という訊かれ方した時に、スマホって回答って、若干のこうテクニカルさというか、天あまの邪じや鬼く感を感じてしまうのは事実よね」

　その言葉に、上原君はいよいよ立ち上がって抗こう議ぎしてきた。

「んだよ！　みんな揃そろってよ！　俺をまるで『捻くれ者の自分かっけー』とか思っているナルシス野や郎ろうみたいに！」

『…………』

「なにその目！　え、なに、若干俺ってそういう感じのヤツだと思われてんの!?」

　心外そうな上原君に、僕は苦笑で返す。

「確かに上原君……自分を突とつ然ぜんイソップ童話に喩たとえたりするとこあるし……」

「い、言うなよ！　ってか、違ちげぇって！　俺はマジで、スマホを評価してんの！　だって最近だと、昔のＲＰＧのリメイクが、ソフト買うより全然安く配信してたりすんだぜ？　しかも結構高画質だし、操作性悪くないし、なにより手軽でよ。こりゃもう、そんじょそこらのゲーム機超えてんだろ、スマホ」

『……まぁ……』

　確かにスマホにおけるゲームアプリの進化は目覚ましいものがあるし、そういう意味で優ゆう秀しゆうなゲームハードとは、勿もち論ろん僕も認めているのだけれど……でもなぁ。

　僕らがもやもやしていると、相変わらず無む駄だに鋭するどいアグリさんがぽつりと漏らした。

「なんかそれって『どのファミレスが一番好き？』ってアンケートに、『色々食えるからフードコート』って書いてきた……みたいな感じ？」

『それだ！』

「ぐぅ!?」

　呻うめく上原君、抜ばつ群ぐんの喩えに感かん銘めいを受ける僕ら。……相変わらず、何も分かってない割には妙みように核かく心しん突ついたこと言う人だ、アグリさん。

　彼女が再びスマホいじりに戻もどっていく中、言葉を失った上原君の代わりに天道さんが切り出してくる。

「そもそも、どうして皆みなさん、そこまで携帯性を重視するのかしら？　単純に『質の良いゲーム体験』という意味では、据すえ置きハード一択でしょう？」

　その言葉には、しかしチアキが反論する。

「でもでも、そんなこと言い出したら、パソコンが一番とか、いや、アーケード筐きよう体たいが一番だーとかって、なってきません？」

「そこは常識的に考えて『家庭用ゲーム機』カテゴリに絞しぼるというカタチでいいんじゃないでしょうか。その上でやはり私はＸｂｏｘ○ｎｅを推しますね」

　天道さんの「常識的に」発言で地味にダメージを受けて呻く上原君。……天道さんって、割と悪気なしにちょいちょいトゲ出すとこあるよね……。

　そんな天道さんになにやら対たい抗こう意識が湧わいたのか、チアキがなおも食い下がる。

「げ、ゲーム体験という話をするなら、携帯機を持ち寄っての協力プレイとかっ、据え置き機にない醍だい醐ご味みじゃないですかっ！」

　チアキのもっともな反論に僕も感銘を受け、思わず「それはそうだね、チアキの言う通りかも」と援えん護ごしてしまう。

　と、次の瞬しゆん間かん、若干イラッとした様子の天道さんが、笑顔で酷ひどいことを言ってきた。




「あら、でもその魅み力りよくって、ぼっちの方々に関係あります？」




『ぐはっ！』

　エア吐と血けつする僕とチアキ！　精神ダメージは極大だ！　天道さんが続けてくる。

「その点、据え置きハードならネットを通じて見知らぬ人と臆おくせずわいわい楽しめます」

「け、携帯ゲーム機だって、ネットぐらい対応してますし……」

　僕はおずおずと反論する。が、それもすぐに天道さんに潰つぶされる。

「ですね。でもどちらかといえば、据え置きハードの方が快適でしょう？」

「ぐ……」

「それに、なにより貴方達二人に関して言えば……」

『な、なんですか……』

　特大の攻こう撃げきが来る予感に震ふるえる僕とチアキ。

　天道さんは……なんの躊躇ためらいもなく、笑顔で、その残ざん酷こくな真実を告げてきた。




「結局その携帯ゲーム機、携帯せず、家の中で遊んでいることが多いのでは？」




『ぎゃあぁぁぁあああああああああああああああああああああ！』

　ひきこもりにはドギツイ指し摘てきだった！　そうだよ！　携帯ゲーム機は、そりゃ休み時間や移動中に多少遊ぶこともあるけれど、基本はやっぱり家でのプレイ時間が九割だよ！　でもそれの何が悪いんだ！　いいじゃないか！

　……という想おもいを込めてチアキと二人涙目で天道さんを睨む。

　天道さんは流石さすがに若干の罪悪感にとらわれたのか、「うっ」とひきつり目を逸らした。

「ま、まあ別に携帯ゲーム機が憎にくいわけじゃないですが、ゲームハードの王の称しよう号ごうだけは、据え置きハードが貰もらっていくということで。ふふふ……」

　若干勝ち誇ほこった様子の天道さん。拳こぶしを握にぎって悔くやしがる僕、チアキ、上原君。

　そんな中……アグリさんが相変わらずしれっと指摘してきた。

「いや、亜玖璃、そもそも、ゲームハードの王とか訊いてないんだけど……」

「え」

「あともっと言えば、今の話聞く限りだと、ゲームに詳くわしくない亜玖璃的には、うちの彼氏が推すスマホで遊ぶのが一番いいかなーって、ぼんやり思いましたとさ」

『えー』「亜玖璃ぃ～！」

　露ろ骨こつに不満を漏らすゲーマー三名と、カノジョのフォローに感かん涙るいするカレシ一名。

　……なんだか議論がグズグズの結末を迎むかえたところで、天道さんが仕切り直した。

「しかしアレですね。私は基本、こういうゲームに関するネット上の論争なんかを『よくやるわね』と冷めた目で傍ぼう観かんする感性だったはずなのですが……今日は気づいたらムキになってしまっていました」

　それに、チアキも頷うなずく。

「ですねですね！　自分も本当は、昔のゲームも好きですし、据え置きハードも大好きなはずなのですが……気づいたら、思った以上に一方に寄ってしまっていましたよ」

　それらの意見に、僕や上原君もまた賛同する。

「確かに。当初は６：４ぐらいの気持ちで携けい帯たい機側についただけなのに、ふと気づいたら10：０のスタンスになっちゃっていたかも」

「ま、ゲームに限らずどこにでもある喧けん嘩かあるあるだわな。シーソーと同じだ。一方に傾かたむいたら、そうそう止まらないし覆くつがえされない」

　そう上原君がまとめたところで、ギャル少女がやれやれと肩かたを竦すくめた。

「まったく、これだからゲーオタはイヤだねぇ」

『黙だまれ黒幕』

　全員の責せめるような視線に「なにさ！」と反発してくるアグリさん。……いや、アグリさん、自覚してないかもしれないですけど、貴女あなたのそれって、状じよう況きようによっては殆ほとんどラスボスの属性ですからね？　ゲーマーが口論するだけで済んで良かったですよホント。

　と、ふと上原君が教室の時計を見上げる。僕らもまたそれに釣つられ時間を確認すると、もうそこそこ良い時間だった。

「じゃ、今日はこんなとこかな？」

『おつかれさまでーす』

　そんなぬるっとした解散の合図を経へて、それぞれに帰り支じ度たくを始める僕ら。同好会だけに、決まった何かがあるわけではないのだ。……けじめという意味では、「本日のゲーム話、終しゆう了りよう☆」とかやるべきなのだろうか？　僕は絶対勘かん弁べん願いたいが、天道さんが恥はずかしがりながら妙なポーズを取る光景は正直見たい。っていうか超ちよう見たい。

　僕がそんな益やく体たいもないことを考えていると、鞄かばんを肩にかけながら天道さんが話しかけてきた。

「さて、雨野君は今日これからどうするの？」

「あ、はい、天道さんを辱はずかしめる算段をしながら帰宅しようかと」

「おっとこの彼氏なにをサラッと言った、今」

　しまった。僕は慌あわてて前言を撤てつ回かいした後、改めて答え直した。

「帰宅します。……何も考えず、帰宅します。本当に」

「こんなに信用出来ない証言を聞いたのは久々です。……はぁ、まぁいいです。えっと、私と一いつ緒しよにゲーム部の方に顔出してみたりとかしませんか？」

「ああ、ゲーム部ですか……」

　ゲーム部は、このゲーム同好会と違ちがって、ちゃんとゲームで切せつ磋さ琢たく磨まするれっきとした部活動だ。天道さんが部長を務めている。で、そのつながりで僕も何度か顔を出したことはあるのだけれど、部活のスタイル的に、僕みたいなヌルゲーマーとはちょいと微び妙みような距離感にあり……。

「いえ、やめておきます。今日の流れ的に、なんかまた変な論争とかしちゃいそうですし……」

「ああ、確かにそれは一理ありますね」

　天道さんが苦笑する。と、先に支度を終えた上原君とアグリさんが二人で連れ立って教室を出て行くところだった。別れの挨あい拶さつを彼らと交わしたところで、天道さんの視線はなにやら鞄を漁あさっていたチアキの方へと向いた。

「あ、星ノ守さん、たまには一緒に顔出してみたりしませんか、ゲーム部」

「へ？」

　あまりに意外な誘さそい。僕もちょっと驚おどろいてしまったが、当然ながらチアキはわたわたとそれを断る。

「い、いえいえ、大変ありがたいお誘いですが、自分なんかが行って空気を壊こわすのもアレですし、えとえと、そもそも自分的にも大分ハードル高いと言いますか……！」

「ふふっ、相変わらず雨野君みたいなこと言うのね。残念、またフラれちゃったわね」

　天道さんが、断られたことを特段気にした様子もなく、ニコッと微笑ほほえむ。と、なぜだかチアキと一緒に、僕までホッと胸をなで下ろしてしまった。

　僕らはそのまま三人連れ立って教室を出て、廊ろう下かを歩き始める。……期せずして、珍めずらしい三人組になってしまった。しかもなぜか僕が中心だ。……両手に花云うん々ぬんというよりは、両手に天使と悪あく魔まみたいな構図だ。愛するカノジョと、互たがいに罵ののしり合ってばかりの天敵に挟はさまれて歩くって……僕はどういう心持ちでいたらいいんだこれ。
















　なぜだか僕が一人妙みような緊きん張ちようを覚える中、天道さんが口を開いた。

「……今日はごめんなさいね、二人とも」

『え？』

　突とつ然ぜん謝罪を口にした天道さんに、僕とチアキは本気で首を傾かしげる。天道さんはそんな僕らを見て苦笑いしつつ続けてきた。

「ほら、議論が白熱して、無む駄だに傷つけるようなことばかり言っちゃった気がして、私」

『……ああ』

　どうやらゲームハード論争時のぼっち発言なんかを気にしているらしい。僕とチアキはすぐにそれを否定してかかった。

「いやいや、それ言ったら僕だって色々言ってたんで、あんなの、おあいこでしょう」

「ですです！　ケータの言う通りですよ天道さん！　あんなの、自分とケータの醜みにくい口論に比べたら可愛いものですよ！」

「そう言って貰えるとありがたいわ」

　そう天道さんが微笑んで、そのまま疲つかれたように嘆たん息そくする。

「でもさっきも言いましたけど、やっぱり駄だ目めね。好きなもののことになると、どうにもムキになってしまって……」

　それにチアキが同意する。

「ですね。なまじ思い入れが強い分、どうしても勝ちたくなってしまいます」

「そうなのよねぇ。……っと、私はゲーム部の方に顔出すからここでお別れね」

　校舎の玄げん関かん前に差し掛かかったところで天道さんが足を止める。そして軽い別れの挨拶を交わした後、最後に仲直りの印としてか、チアキに握あく手しゆを求めて右手を差し出してきた。チアキは照れたように頰ほおを染めながらもそれを両手でガッシリ握り、ぶんぶんと振ふる。実に微笑ましい光景だ。この二人が仲良さそうだと、なぜか僕も本当に安心出来──。

「ではではっ、天道さん！　部活頑がん張ばって下さいね！　自分は、このままケータと一緒に二人で帰りますので！　はい！」

「…………ん？」

　途と端たん、天道さんが笑顔のままぴくりと頰をひきつらせる。……？　あれ、なんだ？　僕だって鈍どん感かんじゃないので、彼氏として、なんか天道さんが不快そうにしたのは分かったのだけれど……理由が見えない。

　が、そんな僕の疑問はさしおいて、二人は、にこにこと手を握り合ったままで続ける。

「ほ、星ノ守さん？　えっと星ノ守さんの家は……雨野君の家とは別方向でしたよね？」

「あ、はい！　でもでも、今日は『二人で』『一緒に』『ゲームショップに寄って』から帰ろうかなって！　あ、たまたま行動が被かぶっただけなんですけどね！」

　特に悪気もない様子でそう語るチアキ。まあ事実を言っているだけなのでいいのだけれど……個人的に不可解なのは、天敵と行動を共にする割には妙に嬉うれしそうなことか。

　僕がイマイチこのやりとりの中に漂ただよう不ふ穏おんな空気の正体が摑つかめず一人ぼんやりしていると、天道さんは更さらに頰をひくつかせた。

「そ、そう……そうなのね。ま、まあ、二人とも、たまたま、ゲームショップに行く行動が被ったのなら、一緒に行くのは自然ですし、仕方ない……かもですね」

「はい！　そうなんです！　『仕方ない』んですよ！　もう、ケータと一緒なんて勘弁して頂きたいですね！……えへへぇ」

　なにやら気持ち悪く笑うワカメ女。……なにこいつ。

「（……もしかして、帰りに僕を路地裏に連れ込んで殴なぐる気だろうか）」

　そう考えると、天敵のこの嬉しそうな顔にも納得がいく。僕が一人不穏な推理にカタカタと震ふるえる中、天道さんはぴくぴくと頰を痙けい攣れんさせて続けてきた。

「そ、そういうことなら……。あ、わ、私も気になるゲームがありましたし、その、部活を休んでご一緒するのもやぶさかではないと言いますか……」

　そう天道さんが言い出した瞬しゆん間かん、今度はチアキがなぜか笑顔をひきつらせた。

「そ、それは駄目です！　駄目っ、絶対！　ストップ、サボタージュ！」

「そ、そんな部活を休む程度のことをドラッグ使用的表現しなくても……」

「いえいえっ、大事なことですよっ、部活参加！　それはもう、ええ！　て、天道さんはゲーム部の部長さんですよね!?　ケータのカノジョである前に！　ゲーム同好会の一員である前に！　人間である前に！」

「いや流石さすがに部長の前に人間である方を私は優先したいけど……」

　チアキのテンションに若干引き気味の天道さん。……僕もまた、チアキの言動には恐きよう怖ふを禁じ得なかった。なぜなら……。

「（天敵のこの必死さ……間ま違ちがいない、僕を潰つぶす気だ！　人ひと気けのない路地裏コースだ！）」

　その推理を確信したからである。しかしそんな僕ら二人のリアクションなど眼中にない様子でチアキが続ける。

「とにかくです！　ゲームショップにキャッキャウフフと二人で洒落しやれ込むのは、自分とケータに任せておけばいいのです！　それはカノジョの仕事じゃなく天敵の仕事です！」

「いや絶対カノジョの仕事でしょうそれは！」

　なにやらまた口論がヒートアップし始めた。もはや、僕の入り込む隙すきは一切ない。そして……こうしている間にも、僕の貴重な放課後の時間は刻一刻と失われていくわけで。

　僕はしばらく二人の不毛な口論をぼんやーりと見守った後……極きわめて順当な結論を下した。

「（よし、ここはさっさと一人で帰ろう。なぜ殴られるのを待ってたんだ僕は）」

　ぼっち生活が長いおかげで気配を消す術すべには長たけている。

　僕はスッと二人の口論現場から立ち去ると、そそくさと靴くつを履はき替かえ、外に出て、街へと続く道を歩き出した。

　田園風景の中に夕陽が沈しずんでいく。そんなのどかな風景を見るとはなしに見つめながら……僕は一人、今日の議論の結論と、先さき程ほどの天道さんとチアキの僕を巡めぐる議論の矛む盾じゆん点に思い当たり、ぽつりと、呟つぶやいてしまったのだった。




「あれ？　特に好きなものの話題じゃなくても、人ってムキになってんじゃん……」




　……どうやら世の中、そう単純なことでもないらしい。

　僕は人間関係の不思議に想おもいを馳はせつつも……しかしすぐ次の瞬間にはゲームショップへの期待に胸を膨ふくらませると。

　夕陽に染まる道を、相変わらずいつものように一人、極めて暢のん気きにぽてぽてと歩き出したのだった。

















【霧きり夜や歩あゆむと青春縛しばり実じつ況きようプレイ】






『ヘルブラッド』トロコン＆縛り実況プレイ。

　始めていきたいと思います。

　どうも、実況者の《とらばさみ》です。

　えー、今回の動画シリーズの最終目標としましては、トロフィー１００パーセントコンプ。なおかつ全装備品の回収となります。

　その上で、道中の大まかな禁止制限としましては三つ。

　１　《豹ひようの大たい剣けん》の使用

　２　体力へのステ振ふり

　３　《泥どろの王アステル》戦における《メリダの遺い灰はい》（弱体化アイテム）使用

　これらを禁止として進めていきたいと思います。その他の細かな縛りや制限に関しましては、動画内で適てき宜ぎ注ちゆう釈しやくしていければと。よろしくお願いします。

　それでは、スタートです。




　　　　＊




　流れるように前置きを喋しやべり終え、オレは一いつ旦たんマイクのスイッチを切って音声収録を止めた。ここから始まるゲームのオープニング及およびチュートリアルステージの内容は動画本編では基本カットだ。収録する意味もない。

「……缶かんコーヒー取ってくるか」

　飛ばせないオープニング演出を横目に見ながら、大学生の一人暮らしにしては割合綺き麗れいに片付いたワンルームを横断し、玄げん関かん側の小さなキッチン横にある冷蔵庫を目指す。素す足あしでぺたぺたと踏ふみしめたフローリングはことのほか冷たく、本格的な秋の到とう来らいを実感させられた。実家の床ゆか暖だん房ぼうが酷ひどく恋こいしい。

　冷蔵庫を開け、いつものように上段の缶コーヒーストック専用棚だなへと手を伸のばす。

　と、そこで指先が空を切り、オレは思わず舌打ちした。

「忘れてた」

　いつもはネットで安く大量に箱買いしている微び糖とうの缶コーヒーだが、前回注文しようとした際はたまたま在庫がなかったためとりあえず後日でいいかと後回しに……そのままだった。つまり現在我が家には、ぬるい缶コーヒーさえない。

「…………ったく」

　苛いら立だちが募つのり、冷蔵庫の天てん井じよう部を爪つめでカツカツと叩たたく。別に大のコーヒー好きというわけでも、カフェイン中毒というわけでもない。ただ、

「あると思っていたものがない」「予定通りに物事が進まない」

　といった、謂いわば「想定外」というものが、昔からオレはどうにも気にくわない。その代わりに「予定通りの推移」というものには、人一倍快感を覚えるわけだが。

　とはいえ、缶コーヒーが今ここにないのは厳げん然ぜんたる事実。

「……しゃーない」

　オレは一つ嘆たん息そくすると、実況収録を一旦中断し、コンビニに行くことにした。

　部屋着のスウェットからスキニータイプのデニムと長なが袖そでのＴシャツに着き替がえ、玄関脇わきの姿すがた見みで身だしなみを整える。鏡に映るのは、すらりと細身で高身長、真っ白な肌はだに、どこか神経質さを感じさせる鋭するどい面おも立だちのインドア系オタク──つまりオレだ。

　相変わらず、自分ではイマイチ好きになれない容姿。時折人に褒ほめられる際にも「クール」だの「スリム」だの「スレンダー」だのが頻ひん出しゆつする。要はただただ「不健康そう」だという話だし、実際自分でもそう思う。

　オレは髪の寝ね癖ぐせだけ直すと、六十点の容姿で妥だ協きようし、サンダルに足をツッコんで部屋を出た。階段をぺたぺたと降り、アパートの玄関を出る。と、そこで、今丁ちよう度ど帰宅したらしき友人と出くわした。
















　彼女はオレの顔を見つけると、花が咲さいたような笑みと共に挨あい拶さつしてくる。

「ふふっ、歩あゆむさん、おはようございます」

「ああ、おはよう、碧あお」

　首筋を揉もみながら、無愛想に応じるオレ。別に彼女が嫌きらいなわけじゃない。むしろ心底気を許しているからこその、この飾かざらない対応である。

　碧もその辺はとっくに理解してくれており、特段気にした様子もなく、手て際ぎわよく日ひ傘がさを畳たたみながら「これからお出かけですか？」などと会話を継けい続ぞくしてくれた。……相変わらず、オレとは対極の良く出来たお嬢じよう様さまである。

　彩さい家け碧。十九歳。オレと同じ大学に通う、同学年のご近所さん──というか隣となり部屋の住人である。その関係で、大学に入学してからこの約一年半、割と親しくさせて貰もらっている。

　碧は栗くり色いろのショートボブをふわりとかき上げて切り出してきた。

「歩さんは、これから講義ですか？」

「いや、オレは今日、終日オフ。今はコンビニ行くのに出てきただけ」

「そうでしたか。…………。……あの、ところで、わたくしも今日はこれから特に予定がないのですよね」

「そうか」

「そうなんです」

　にこにこと笑う碧。それを無表情に見つめるオレ。

　そのままオレ達の間に、妙みような沈ちん黙もくが広がる。……碧と話していると、ちょくちょくこういう変な間が出来る瞬しゆん間かんがある。碧が他の友達と話している時には見かけない光景だから、恐おそらくオレ側のコミュニケーション能力に問題があるはずなのだが……何を改善したらいいのかは、未いまだ皆かい目もく見当もつかない。

　オレが「じゃ」と手を上げて去りかけると、碧がオレのＴシャツの端はしを摑つかんできた。

「待って下さい歩さん。あの……時間が空あいているとアピールする可愛い隣りん人じんに対して、何か、あなたがかけるべき言葉はございませんでしょうか？」

「え？」

　オレは少し考え……そして、ぽんと手を打つと、自分なりに精せい一いつ杯ぱい笑顔を作って碧に声をかけた。

「あ、『良い週末を』？」

　途と端たんにがくりと肩かたを落とす碧。……駄だ目めだ、やはりオレにはお嬢様の求める会話マナーとやらがまるで理解出来ない。これだから、オレは常つね日ひ頃ごろ「碧ともう少し親しくなりたいな」等と願いながらも、今ひとつ踏み込めずにいるのだ。夕食や遊びに誘さそおうにも、自分が何か粗そ相そうをしでかしそうで恐きよう縮しゆくしてしまうというか。

　碧はオレを呆あきれたように見つめると、やれやれと小言をぼやいた。

「まったくこの人ときたら……相変わらず女心への理解が欠片かけらも……」

　ほらこのお嬢様、やっぱりオレの態度が不服そうだ。一いつ緒しよにディナーになんて洒落しやれ込もうものなら、何を言われるか分かったもんじゃない。

　オレは仕切り直すようにこほんと咳せき払ばらいした。

「そうだ、碧。オレ、最近実況の相方探してるんだよ」

「え？　実況って……あの、歩さんがいつもなさっている……」

「そうそう」

「ぶつぶつ独り言呟つぶやきながらゲームをプレイして、それを面おも白しろおかしく自分で編集し、最終的にはネットに晒さらして一人悦えつに入いるっていう、アレですか？」

「言い方がアレすぎるけど、そう」

「それの相方と仰おつしやいますと……つまり、『歩さんのお部屋で変態プレイに付き合って下さる奇き特とくな方』を募ぼ集しゆうしていると、そういうことですか？」

「言い方がアレすぎるけど、そう」

「そしてそれをわざわざわたくしに伝えて下さるということは……」

　何かを期待する瞳ひとみでオレを見上げてくる碧。オレはそのリアクションに一いつ瞬しゆん首を傾かしげるも、すぐに「うむ」と頷うなずいて、その要求を伝えた。




「碧、誰だれかいい人紹しよう介かいしてくれない──」




「ごきげんよう歩さん」

　途端に碧は上品な笑顔を振ふりまいて去っていってしまった。……これだから、碧は謎なぞだ。距きよ離り感がまるで摑めない。普ふ段だんはオレにとても優しいかと思えば、突とつ然ぜん妙に冷たくなったりもする。……おかげで余計踏み込む勇気が持てないわけだが……。

「ま、お嬢様に実況者の紹介頼たのむ方がどうかしてるわな」

　オレはそう呟くと、コンビニへと向けて一人とぼとぼと歩き出した。




　　　　＊




　風に吹ふかれた落ち葉がカサカサと音を立てて目の前を通り過ぎていく。

　十月上じよう旬じゆんの空気はカラリと乾かわいて冷え、厚手の生地とはいえ長袖のＴシャツ一枚では肌はだ寒ざむさを覚えた。

　二の腕うでをさすりながら歩きつつ、先さき程ほど碧に話した相方の件を考える。

「（とはいえ、のどから手が出るほど『相方』が欲しいのは事実なんだよなぁ）」

　ゲーム実況動画の投とう稿こうを始めて早一年半。最初は大学生活の暇ひまつぶし程度に始めた動画投稿だったが、気づけばそれは既すでにオレのライフワークの一部になっていた。

　オレの動画スタイルを端たん的てきに一言で表すならば、それは「ウェルメイド」である。

　確かなゲーム知識と丁てい寧ねいな編集、声を張らない淡たん々たんとした解説実況に玄人くろうと好みのゲームチョイス、そしてなにより画質を重視する作風。よく言えば完成度の高い丁寧な実況、悪く言えば派手さに欠ける地味な実況。

　そんな風だから当然オレの投稿動画は出足で暫しばらく燻くすぶったものの、元々完成度が高く「不快感」が少なめなのも功を奏して、ジワジワと評価や再生数が上じよう昇しよう。そうして、ある時ランキングに軽く浮ふ上じようしたのをキッカケに、そこから加速度的に人気爆ばく発はつ。

　そのまま再生数百万超ごえ動画を複数持つ人気実況者の仲間入りを果たした。

　が……とはいえそこはやはり、「地味」「堅けん実じつ」「丁寧」こそをモットーとし、そしてそれを貫つらぬき続けるオレの作風。

　結局はアイドル的な人気を誇ほこる実況者達の台頭に押され、今では「コアな固定ファンだけが見る中ちゆう堅けん実力派実況者」という立ち位置に落ち着いている。

「（……それはそれで居い心地ごこちはいいんだけど）」

　ぼんやり考え事をしながらコンビニに入店し、見るとはなしに雑誌コーナーを眺ながめる。青年誌の表紙では、新しん進しん気き鋭えいのアイドル達が水着姿で笑顔を振りまいていた。

「（『人気取り』の努力も多少はしていきたいんだよな……実際）」

　いや、勘かん違ちがいしないで欲しいのだが、オレはなにもアイドル実況者になりたいわけじゃない。そりゃ功こう名みよう心が全くないと言ったら噓うそになるし、実際一時期はこの声を……昔から周囲と比べて低くてあまり好きじゃなかったこの声を、「イケメンボイス」と意外なもて囃はやされ方をしたことが嬉うれしくて、多少浮うかれたりしたのも事実だ。それは認める。

　しかし、親から貰っただけの「声」をいくら褒められたところで、やはりそう充じゆう実じつ感は得られず。むしろやはりオレはオレ自身のことなんかよりは、「オレのゲームプレイ」や「オレの好きなゲーム」を共有したいんだなと、逆にハッキリ認識させて貰った。

　以降オレは、前にも増して丁寧で高品質な動画作りにより一層心血を注そそいできた。

　しかしそれだけでは、やはり再生数の伸のびにも限界がある。元々名めい誉よ欲よくでやっているわけではないとはいえ、それでも、苦労して丁寧に作った渾こん身しんの動画作品が、アイドル実況者達が集まってわいわい雑談するだけの動画に簡単に抜ぬかれてしまうのは悔くやしかった。

　ならば、自分も新規視し聴ちよう者を取り込んでいくしかない。が、そうなるとやはり、今までの自分にはなかった要素を盛り込んでいかなくてはいけないわけで。

「（そう考えて一ヶ月前、攻こう略りやくや解説実況じゃない『初見プレイ』をやってみたわけだが……やはりイマイチ満足のいく出来にはならなかったんだよな）」

　そもそもオレはリアクションがいい類たぐいの人間ではない。淡々とした無む味み無む臭しゆうの喋しやべりこそを売りとしてきた実況者なのだ。そんな人間に「初見プレイ動画」はどう考えたって向かない。向かないのだが……。

「（目下自分に一番足りないのが『可愛げ』だってことも、自覚しているわけで）」

　ビッグマウスな自じ称しよう上級者の実況者が失敗しまくる動画が面白いのは分かるのだが、オレの場合、事前に極めて入念な準備をする上に「本番に強い」ので、本当に失敗しない。そこは評価して貰えている部分でもある反面、予定調和すぎるのも事実であり。

　しかしそれが分かったところで、自分ではどうしようもない。わざと失敗するのも、少し違ちがうだろう。

　オレは微び糖とうの缶かんコーヒーを三本ほど購こう入にゆうすると、そそくさとコンビニを出て帰路についた。たらたらと気け怠だるく街を歩きながら思わず嘆息する。

「（……だからこそ、自分には持ち得ない魅み力りよくを持つ『相方』を見つけたいところなんだけど……そう上手うまくはいかないよなぁ）」

　なにせオレの求めている「相方」の条件が条件である。

　オレは交差点の赤信号で立ち止まると、丁ちよう度ど背後にあった近所の寂さびれたゲームショップの方を振り返り、ぼんやりと眺めつつ「理想の相方」を考えた。

「（そうだな……まずそもそもの前提条件として、ゲームが好きでなきゃ駄目だ）」

　改めて脳内で条件のリストアップを開始する。

　目の前のショップの入り口では、男子高校生がこちらに背を向け、超ちよう古典的横スクロールアクションゲームの試遊台で遊んでいた。実に物好きなヤツもいたもんだ。

　オレは彼の背中を見るとはなしに眺めつつ思考を続ける。

「（完全にゲームリテラシーゼロの人間が初見プレイする人気動画もあるが、それはオレの目指すものから少し外れすぎる。やはり最低限、ゲーム好きではあってくれないと。が、しかし……）」

　オレはそこで思わず眉み間けんを揉もむ。

「（それでいてゲームがそこそこ下手へたでいてくれなきゃいけない。これが相当難しい。好きこそものの上手なれと言うが、ゲームこそまさにそれだ。基本はセンスよりも経験値がものを言うジャンル。ゲームが好きなのに下手という人間はなかなか……）」

　と、その瞬間目の前で試遊に勤いそしんでいた男子高校生が、実に動きの単調な雑魚ざこに正面からぶつかり、ダメージを受けていた。そしてそれに焦あせったのか、更さらに操作を誤って穴へと落下。実にしょーもない場面で一機キャラを失っていた。

　…………。

　……えっと、それでなんだったっけ。ああ、そうそう、理想の相方条件だ。

「（それに、そう、なんといってもリアクションが面白くなきゃいけない。が、これがまた実に難しい。なにせオレが求める『面白い』は、ぎゃーぎゃー喚わめき散らすそれじゃなく、なんというか、地味に笑えるリアクションをする人間というか……。ちょっと可愛げのある取り繕つくろい方するヤツというか……いや、そこまでは流石さすがに高望みしすぎか──）」

　と、その瞬しゆん間かん、目の前の男子高校生がまさかの同じ場面での同じ失敗を犯していた。大して難しい場面でもないのに、どうでもいい雑魚に被ひ弾だんし、そのまま穴に落ちる。そして今回はあろうことか……。

〈ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ〉

　残機まで尽つきていた。序じよ盤ばんも序盤、最序盤のステージで、完全なるゲームオーバー。

　……ちょっと衝しよう撃げき的な光景だった。いや何が凄すごいって、この少年、普ふ通つうにちゃんと操作自体は出来ているのに、それでも、「わざと」やったわけでもなく、実にナチュラルに、ゲームオーバーという結果を叩たたき出していることであり。

　オレは思考を一時中断し、思わずふらふらと彼に近づいてしまう。

「（こ、この信じがたい珍ちん事じに際し、彼は一体どんなリアクションをとるのやら……）」

　横断歩道の信号はとっくに青になっていたが、そんなことはもはや関係なかった。

　彼は果たして、笑うのか、怒おこるのか、はたまた著いちじるしく落ち込むのか。

　オレが固かた唾ずを吞のんで見守る中……少年は。

　コトン、と台にコントローラーを置いた後、地面に置いてあった鞄かばんを肩かたにかけ、無む駄だにニヒルに微笑ほほえみながら、何かを誤ご魔ま化かすように呟いた。




「なるほどね」




「お前だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああああああ！」

　刹せつ那な、人生最大級の大声をあげて彼を指さすオレ。

「ひゃい!?」

　驚おどろきで目を見開いてこちらを振り向く、思いの外ほか童どう顔がんで小こ柄がらだった、音おと吹ぶき高校の学生。

　──そう、まさにこれこそが。

　オレ、こじらせ中堅ゲーム実況者、霧夜歩と。

　下手の横好き男子高校生──雨あま野の景けい太たの、ファーストコンタクトなのであった。




　　　　＊




「おお、お、お邪じや魔ま、します……」

「ああ、上がって上がって。その辺テキトーに……いや、そこのローテーブルの前に座っておいて」

「は、はぁ」

　挙動不ふ審しんにきょろきょろとあたりを見回しながら、オレの部屋に上がる男子高校生、雨野景太。オレは部屋を軽く片しながらも、彼の様子をジッと観察する。

「（よし、ようやくうちに連れ込めたな。ここからどうするか……）」

　ゲームショップ前で彼と出会ってから、既に三十分が経過している。……あれから三十分も何をしていたのかと言えば、それは偏ひとえに──彼の口く説どき作業である。

「ごめん、ぬるい缶コーヒーでもいいかい？」

「あ、そんな、お構いなく。すぐおいとましますんで……」

　ローテーブルの前でぽつんと立ちすくんだまま、ふるふると首を振って遠えん慮りよする雨野景太。オレは彼に微笑みかけつつ、ことんと彼の前にコーヒーを置いた。

「（すぐ帰って貰もらっちゃ困るんだよね）」

　せめて、相応の撮とれ高が出来てから帰ってくれないと。

　彼はしばらく居心地悪そうに辺りを窺うかがっていたものの、最終的には「失礼します」とその場に置かれた小さな座ざ椅い子すに腰こし掛かけた。

　オレは心の中でガッツポーズを取りながら、「ちょっと待ってね」とゲームの起動──及および、こっそり実況録画のセッティング作業を始める。

「（さて……ここからが正念場だ。なにせ彼、雨野景太には──）」

　オレが思考を進めていると、彼がそわそわしつつ訊たずねてくる。

「あの、本当にいいんですか？　見ず知らずの僕が、貴方あなたのお部屋でゲームの試遊なんてさせて頂いて……」

「も、勿もち論ろんだよ。興味あるんだろ、『ヘルブラッド』。是ぜ非ひ、プレイしてみてよ」

「はぁ……。……それは有り難がたいですけど……いや、でも、やっぱり……」

「ほ、ほら、もうセッティング出来るからさ！　ちょっとだけでも！　ね！　キミもゲーム好きなら分かるだろう？　自分の好きなゲームを、人に勧すすめる楽しさがさ！」

　言いながらコントローラーを彼に渡わたすオレ。彼……雨野景太は、未いまだ少し不審そうにしながらも、この部屋に入って初めて、少しだけ微笑んでくれた。

「……はい、そうですね。人に好きなゲーム勧めるのは……楽しいですよね」

「ああ！　ほ、ほら、もう、始まるよ！　是非、存分にプレイしておくれよ！」

「あ、はい、では、お言葉に甘えて……」

　照れくさそうに笑って、画面に向かう雨野景太。

　そんな彼を眺めつつ……オレはこっそり、隣となりで静音マウスでパソコンの録画ソフトを起動させて、薄うすく笑んだ。

「（彼、雨野景太には──『自分が実じつ況きよう動画に出演していることを悟さとらせず、実況させる』！　それさえ出来れば、きっと素晴らしく斬ざん新しんな動画が撮れるはずなんだ！）」




　　　　＊




　雨野景太をゲームショップ前で延々三十分かけて口説く中で判明したのは、彼という人間は極きわめて実況者向けのゲームスタイルでありながら、同時に、極めて実況者に向かない性格だということだった。

　実際、彼を見み初そめたあの試遊からも分かるように、彼は適度に下手で、適度にいいリアクションをする。そういう意味で、実況者にはとても向いている。

　だが一方で、極度の緊きん張ちようしいであり、人見知りであり、引っ込み思じ案あんである。とてもじゃないが「実況を録画させてくれ」と素直に依い頼らいして引き受けてくれる人ひと柄がらじゃないし、よしんばそこまで持ち込めたとしても、緊張で本来の持ち味が全く出ないだろうことは明らかだ。

　となれば、ここでオレがとれる対策は、ただ一つ。

「（彼の自覚なしに、実況動画を作らせて頂く！）」

　決して楽な道のりではないだろう。しかしだからこそ、やり甲が斐いがあるとも──

「あ、あのー、霧夜さん？　霧夜歩さん？」

「いや本名呼ぶのやめてくれる？」

　いきなりぶちこんできた彼に、オレは隣で座布団に座りつつにこりと微笑みかける。テレビモニターの中でオープニング演出が流れる中、彼は不思議そうにくいっと首を傾かしげた。

「え、なぜですか？」

「な、なぜって……」

　そりゃネットに上げる実況撮ってるから……とは言えるはずもない。やばい、いきなり躓つまずきかけている。オレは必死で頭を回転させると、即そく座ざに言い訳を捻ひねり出した。

「ほ、ほら、遊ぶ時はニックネームで呼び合った方が、気安くて楽しいだろう？」

「ああ……なるほど。じゃあ霧夜さんのことは、これから『きりやっち』とか『あゆむっち』とか呼べばいいですか？」

「なぜキミの中であだ名は『っち』をつけるものと確定しているのか分からない」

「す、すいません。参考になる人生経験が少なくて。えと、じゃあ、どう呼べば……」

「それは……」

　これもオレの動画なのだから、当然元々の実況者名を使うべきなわけで。…………。

　オレはそっと顔を伏ふせながら呟つぶやいた。




「と、『とらばさみ』で……」




「なにゆえ!?」

　ギョッとした様子で訊ねてくる雨野景太。そりゃそうだろう。脈みやく絡らくがなさすぎる。ちなみにこの実況者名は、昔実況していたゲームでよくこの罠わなにかかったことに由来するのだが……それを今説明するわけにもいかない。

　オレがだくだく額に汗あせをかく中、彼は勢い込んで訊ねてくる。

「き、霧夜さんって、友達から『とらばさみ』って呼ばれているんですか!?」

「あ、いや、まあ……そ、そうかな」

「何があったらそういうあだ名に!?」

「……昔よく『とらばさみ』にかかった、から？」

「よく『とらばさみ』にかかる学生生活ってなんなんですか!?　霧夜さんって一体──」

「と、とにかく、少なくともここで二人でゲームしている時は、オレのことを『とらばさみ』さんとか……長かったら、『トラさん』とか略して呼んでくれよ」

「は、はぁ……分かりました。じゃあ……よろしくお願いします、トラさん……」

「ああ、よろしく」

　そこまで言ったところで、そういえば彼に実況ネームをつけてなかったなと思い出す。

　彼はにこりと笑って、なぜか急に真ま面じ目めに自己紹しよう介かいしてきた。

「あ、雨野です。雨野景太です。音吹高校の二年生で……」

「だから個人情報！　なんでベラベラ喋しやべるかなキミは！」

「すいません！　何を怒られているのかが全く分かりませんが、とにかくすいません！」

「まったく……とにかくキミにも実況──ニックネームあげないとね」

「……ニックネーム……あ、『あまのっち』とか、『けいたっち』とかですかね……」

「…………。…………うん。じゃ、『地じ雷らい』で」

「地雷!?　え、どこから出てきましたその名前!?　なんで急に『地雷』呼ばわり!?」

　涙なみだ目めの雨野君に、オレは淡たん々たんと返す。

「いや、ほら、『とらばさみ』と、罠つながりで」

「なぜ無駄に貴方との統一感をはかっていくんですかそこ！」

「いや言ってもコンビだしね、オレ達」

「なんの!?　え、僕、知らない間に漫まん才ざいユニットでも組まされているんですか!?」

「おっと、当たらずとも遠からず」

「遠くないんですか!?　え、なんなんですかこれ!?」

　まずい、調子に乗ってたら雨野君が不審がり始めてしまった。

　オレはまあまあと彼をとりなす。

「ジョークだよジョーク。でもほら、こういう『ここだけ』のニックネームとかって、わくわくしないかい？」

「う……。……ま、まあ、分からないじゃないですけど……」

　照れたように顔を背そむける雨野君。……この子、人見知りのくせに案外チョロい？

「じゃあ、改めてよろしくな、地雷」

「ごめんなさい、やっぱり地雷呼ばわりは超ちよう気になります！」

「そうか？　でももう地雷という言葉は外はずせないしな……」

「いや外しましょうよ。全然外していきましょうよ！　そここだわってたら、ちゃんとしたあだ名なんてつけられるはずが──」

「じゃあ『ジライヤ』で」

「意外なほど格好良く転んだ！　あざっす！」

　頭を下げる雨野君。本当にチョロい子だった。本人がどう捉とらえたか知らないけれど、オレのなかでの由来は忍にん者じやの「自じ来らい也や」じゃなくて、大量の爆ばく弾だん持ちという意味での「地雷屋」なんだが……まあいいや。

　とにかくこの調子でおだてていけば、案外この動画は安あん泰たい──

「ところで霧夜──じゃなくて、トラさん。さっきから気になっていたんですが、僕の目の前の……テーブルの上にあるこのスタンド型集音マイクって、なんですか？」

「うぐっ」

　流石さすがに気付かれた。オレはこほんと咳せき払ばらいして、言い訳する。

「ああ、それは、友人と通話するためのものだよ」

「そうですか。じゃ、今はちょっと邪じや魔まなので、僕の前から軽くずらさせて頂いて──」

　そう言って彼がマイクに手をかけたその瞬しゆん間かん、オレはその手をガッと握にぎり、彼を睨にらみ付ける。

「そうはいかない！」

「ええ!?　な、なんでですか？　見たとこ、別に今ここになきゃいけない理由は……」

「死んだ祖母との約束なんだ！　二度とマイクはずらすなって！」

「どういう状じよう況きよう下かの話!?　まるでそのエピソードが想像出来ないですが！」

「とにかく後ご生しようだから！　後生だから、マイクはこのままで！」

「は、はぁ……分かりました。な、なんか、すいませんでした」

　雨野君が若じやつ干かん気味悪がりながらマイクから手を離はなす。と、そうこうしている間にテレビ画面の中ではゲームのオープニングが終しゆう了りようし、最初のイベント的ボス戦シークエンスへと遷せん移いしていた。鎧よろい甲かつ冑ちゆうを着込んだ西洋騎き士しの如ごとき自キャラの遥はるか先に、巨きよ大だいな怪かい物ぶつが立ちはだかっている。近づけば戦せん闘とう開始だ。

「…………」

　雨野君はごくりと唾つばを飲み込むと、自キャラを操作し始める。

「…………」

　まず軽く操作確認のため、攻こう撃げきボタンや移動、ガードを試す雨野君。

「…………」

　そうした後、ふぅと一息吐はくと、いざ改めて、ボスへと……。

「…………」

　終始無言のまま、突つっ込んでい──

「いや何か喋ろうよジライヤ！　放送事故かよ！」

「はい!?」

　オレのツッコミに、ボス戦突とつ入にゆう直前で立ち止まり、こちらを振ふり向く雨野君。

　オレは必死で訴うつたえた。

「なんで普ふ通つうに、真しん剣けんにゲームの試遊してるんだよキミは！　真面目か！」

「こんなに何をツッコまれているのか分からないの、僕、生まれて初めてです！」

「喋ろうよ！　もっとこう、小こ粋いきで軽快なトークを挟はさんでいこうよジライヤ！」

「突とつ然ぜんの凄すさまじく高い要求！　いや無理ですよ！　通常時でさえ無理なのに、初めてのゲームで集中している中で面おも白しろい話するとか、出来るわけないじゃないですか！」

「でもそれをこなして初めて、この業界では頭一つ抜ぬけるんだよ！」

「どの業界の話ですか!?　そ、そう言われても、僕、試遊しに来ただけなんで……」

　頭をぽりぽり搔かく雨野君。く……試遊と称しようしてプレイさせている関係上、彼にこれ以上トークへのモチベーションを求めるのは酷こくか。ならば……。

「分かった。小粋な軽快トークはいらない。けれど、せめて、感想ぐらいはバンバン口にしていってくれないか、ジライヤ。ほら、好きなゲームを勧すすめている人間としては、キミの反応は気になるわけでさ……」

「な、なるほど。そうですよね。そ、そこは僕も配はい慮りよ足りなかったかもです。分かりました、出来るだけいつも通りの、素すのリアクションは心がけていきます」

「よろしく」

　ふぅ、これで一安心だ。実際彼に期待しているのは小こ賢ざかしい口先のテクニックじゃない。斬新で面白いリアクションだ。それさえあるなら、これ以上に望むことなどもう……。

　と、ゲームに戻もどるにあたり、もう一度操作確認を始めた雨野君が、要望通り実に率直な感想を口にする。

「なんかこのゲーム、想像以上に動きがもっさりなのに加えて、案外実機グラはそこまで綺き麗れいじゃないんですね。こういう部分に、多少開発元の限界が見えてくるなぁ」

「うん、いきなりの悪評とかやめようか！　メーカー怒おこるから！　心臓に悪いから！」

「え？　いやでも、素直に感想を言えって……」

「そこはこう……『大人の素直』でいいんだよ！」

「大人の素直！　な、なんて微び妙みようなニュアンスの言葉なんだ！」

「ほら、勧めたオレも、けなされたら気ぃ悪いじゃない！　だから、さ。ね？」

「そ、そうですね。すいません、僕も色んな緊きん張ちようで、今日は各種配慮が足りてないようです。分かりました。お、大人の素直を心がけて、リアクションします！」

「う、うん、まあ、それを堂々と宣言するのもどうかとは思うけど……まあいいか」

　というわけで、改めてプレイを再開させる雨野君。

　ようやく最初のボス戦イベントへと突入する。敵の怪物が目を覚まして、のそりとその巨体を動かし始めるムービーが展開される。

　これには素直に感動した様子で雨野君が呟いた。

「おお……敵の重量感あるなぁ。ＲＰＧにおいて、素直に強敵の佇たたずまいに圧あつ倒とうされるのって、本当にいいゲーム体験ですよね……」

　なんて実じつ況きよう向けのコメントなんだ！　オレはやはりこの子を選んだ自分の目に狂くるいはなかったと確信しつつ、相づちを打つ。

「実際強いしね、このボス。この時点だとまともに二発攻撃貰もらえばおしまいだし、負けても話が進むから、実質負けイベントと言ってもいいのだけれど。でも実は動き自体は単調だから、丁てい寧ねいにやれば無傷で勝てたりもする……うん、ホントいいボスだよ」

「へぇ。じゃあ僕も撃げき破は狙ねらって頑がん張ばってみます！」

「あぁ。まぁ初見でやれたら大したものだよ」

　そう応じて、ニヤニヤと彼の戦闘を見守る。

「（よし、ここで完かん膚ぷなきまでに負けてからの……斬ざん新しんな負け惜おしみリアクション、お願いしますよ、雨野景太！）」

　期待の眼まな差ざしで画面を見つめる。彼はセオリー通り、まず敵から距きよ離りを取ると、ボスを中心に右回りでぐるぐると旋せん回かいしつつ攻撃パターンを観察。そうしてしばらく学習した後、敵が大きく空振って隙すきが出来たところで、巨体の足に一いち撃げきだけ入れて、離り脱だつ。

「うっわ、全然削けずれない。もっとガシガシ攻撃入れなきゃ……」

　言いながら、今度は敵の小さな隙も突こうと動き始める雨野君。結果……。

「いって！」

　手痛い一撃を貰ってしまっていた。ＨＰがごっそり減る主人公キャラ。この時点では回復手段がないから、あと一撃貰えば終わりだ。

「（さて、そろそろか……）」

　雨野君の敗北に向けてオレも座布団に正座し直す。雨野君はといえば、慎しん重ちように、必死に戦いを続け、そのままちまちまと、実に十分にわたる長期戦を繰くり広げた。

　そうして、じりじりと、極きわめて地味な戦いの後。

　彼は遂ついに……遂に──。

『……あ』

　──見事、敵ボスを討うち果たしてしまったのだった。

　………………。

　雨野君が、こちらを「これ、やったんですよね？」と確認するように見つめて来る。

　オレは……その視線を、しっかりと受け止めつつも。

　[image: ]ほとばしる感情で、大きく、叫さけんだのだった。

「なんで勝つかな!?」

「ええ!?　か、勝っちゃ駄だ目めなんですか!?　褒ほめてくれないんですか!?」

「そりゃ駄目だろうよ！　キミのその『ゲームが大好きだけど下手へたな、愛される無む邪じや気きなへっぽこゲーマー！』というキャラ、初回からブレまくってどうすんだよ！」

「しょ、初回？　なんのことか分かりませんが……いや、確かに僕普ふ段だんは下手なんですけど……なんか今回だけは、珍めずらしく上手うまくいきまして……」

「どうして今回に限って上手くいくんだよ！　『持ってない』にも程があるなキミは！」

「奇き跡せき的に勝ったのに『持ってない』とはこれいかに！」

　雨野君が極めて不服そうに叫ぶ。い、いや、確かに、普通に考えたら初見であのボス倒たおせたことは素直に褒め称たたえるべきところなんだけれど……この子に期待していたのは、そういう展開じゃなかったわけで！

「（ま、まぁ、でも、編集によっては面白く、そして熱く演出出来るか……）」

　オレはそう気を取り直すと、改めてゲーム画面に視線を戻した。

　少々のイベントの後、キャラメイク画面。ここはここで実況的には腕うでの見せ所であり、奇き抜ばつなキャラを作って視し聴ちよう者にコメントでツッコミを入れさせることで、彼らにも愛着を持って貰えるキャラに──

「えっと、面めん倒どうなんで全部デフォルトで」

「逆に斬新だなキミ！」

　この手の細かくキャラメイクが出来るゲームで一切いじらないのは、一周して珍しかった。まあ、雨野君本人はあくまで「試遊」と思っているのだから、今回は凝こらなくて当然っちゃ当然なのだけれど……。

　キャラメイク画面を三秒で終えた後、いよいよ本編が開始される。しばらく道なりに古城を探たん索さくしていくと、最初の雑魚ざこに遭そう遇ぐう。オレは彼に声をかける。

「まあさっきのボスを倒せるなら、全然楽勝の相手だよ」

「はい、流石にこの程度の敵には負け……痛いっ！　あ、こいつ、この……うわ、やば、あぶっ、危ないっ、ちょ、え、えいや！」

　気付けば彼は、瀕ひん死しの重傷を負いながらも、最終的にみっともない力押しスタイルに移行し、なんとかギリギリで雑魚敵一体を討とう伐ばつしていた。

　…………。

　……いきなり苦戦し、かといって劇的に死ぬわけでもなく、地味に操作ミスで大ダメージ貰いまくるだけの、見ている側としては一番ストレスがたまるゲームプレイだった。

　ジトッと彼を横目に見ると、雨野君は画面の中の雑魚死体を見つめたまま、ニヒルに呟つぶやいた。

「…………これで僕を仕留めきれないとか、敵も大したことないですね」

「斬新！」

　思わず声に出して叫んでしまった。やだ、なにこの子、負け惜しみの申し子なの？　自分を下に見ているんだか上に置いているんだかよく分からない、絶ぜつ妙みような気持ち悪さだった。既すでに現時点で「斬新ｗｗｗ」だの「一周回って前向きだｗｗｗ」だの草の生えたコメントが動画に被かぶさっている未来が予見出来る。

　そうして、その後も彼は、ある種オレの予想通り……それでいてオレの思おも惑わくを超こえたプレイとリアクションを続けた。

　ちなみにプレイの合間にそれとなく質問したところ、どうやら彼は昔から割と冷めた弟さんが見守る中でゲームする機会が多かったらしく、自然と、今のような「負け惜しみや言い訳を中心にしたリアクションを口にしていくプレイスタイル」が身についたらしい。どうりで、コメントから若干のエンタメ精神を感じるわけだ。

　そうして、約四十分程プレイした頃ころだったろうか。冒ぼう険けんが一区切りしたところで、彼はテーブルにコントローラーを置いた。

「ふぅ。ありがとうございました、トラさん。たっぷり試遊させて貰いました」

「え？　あ、ああ、も、もう終わりでいいのかい？」

　録音を切りながら訊たずねるオレに、雨野君はいい笑顔で応じる。

「はい！　存分に楽しませて貰いました！　それに、そろそろ帰らないとですしね」

「ああ……そうか」

　時計を見ると、既に夕方六時を回っていた。高校生を引き留めておくには微妙な時間だろう。

　彼が殆ほとんど口をつけていなかった缶かんコーヒーを呷あおる中、オレは改めて彼に訊ねる。

「えっと……その、雨野君」

「？　あれ？　もうジライヤ呼びじゃなくて、いいんですか？」

「へ？　あ、ああ、あれはほら……ゲームしている時だけでいいんじゃないかな、うん」

「はぁ、そういうもんですか。分かりました。えっと、それで何ですか、霧夜さん」

「ああ。その……今日は楽しかったかい？」

　オレの微妙な質問に、雨野君は少しキョトンとした後、笑顔で返してきた。

「はいっ、勿もち論ろん！　本当にわざわざありがとうございました！　最初は、初対面で『うち来てゲームの試遊しないかい……へへ……』とか誘さそってくる怪あやしい大学生さんとか、ホントどうかと思ったんですけど」

「は……はは……」

　コノヤロウ。

「でも実際こうして一いつ緒しよに遊ばせて貰ったら、霧夜さんは凄すごくいい人ですし、おかげさまで、本当に時間忘れちゃうぐらい楽しかったです」

「そっか。なら良かった。…………」

　オレはそう応じながら、自らの首筋を揉もみ……そうして、改めて、続ける。

「えっと……だったら、雨野君さ。その……また、うちで一緒に……というか、定期的に、ここで一緒に遊んだり、しないかい？」

「え？」

　戸と惑まどった様子で缶コーヒーを飲むのを止める雨野君。

「（く……い、今の誘い方は、不自然、だったか？）」

　今後動画をシリーズで続けていくには、どうしたって彼には定期的に来て貰わなければいけない。しかし今回は「試遊」という名目で誘い込んでしまっているため、今後彼と会うためには、改めて約束を取り付けなければいけないわけで。

　場を沈ちん黙もくが支配する中、オレが落ち着かず視線を泳がせていると……雨野君は、缶コーヒーを飲みきり「ごちそうさまでした」とテーブルに置く。

　そうして、改めてこちらを見ると……妙みように優しげな笑みを浮うかべてきた。

「分かります」

「……はい？」

　彼の意味の分からないリアクションに目をぱちくりさせるオレ。と、雨野君は勝手につらつらと続けてくる。

「人とゲームしたり、ゲームの話するのって、凄く楽しいですよね」

「え？　あ、ああ、そ、そうだな。だから……」

「はい。僕らみたいな『ぼっち』にとって、それはとても貴重な時間ですよね」

「……あ？」

　今なに言ったこいつ。僕ら、みたいな、ぼっち？　ふむ……その「僕ら」とやらには、一体誰だれを含ふくんで──

「分かりました霧夜さん。最近人間関係で色々あるとはいえ、僕も未いまだぼっちの端はしくれ。同じぼっちとして、寂さびしい霧夜さんの一いち助じよになりましょう！」

「い、いや、雨野君？　あの、オレは別にぼっちとかじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶです。みなまで言わないで下さい、霧夜さん。分かってます。僕、同族として、ホント分かってますから、ええ。それを認めるのって辛つらいですよね……」

「や、だから、オレはホントに……」

　そう釈しやく明めいしかけて、いや待てよと思い直す。

「（ぼっちだと思われるのは非常に癪しやくだが……そう思わせときゃ、彼は同情から定期的にオレとのゲームプレイに付き合ってくれるのか。だったら……）」

　オレは拳こぶしをぐっと握にぎり込むと……悔くやしさでぷるぷる震ふるえながらも、なんとか笑顔を作って、彼に返した。

「よ、よろしく頼たのむよ、雨野君。ぼ……ぼっちのオレとたまに遊んでくれたら、嬉うれしいな」

「はい、了りよう解かいしました！　そういうことであれば、ぼっちの霧夜さんのため、僕も出来るだけ時間を作ってみます！　なにせ同じぼっちですもんね！」

　チクショウ。

「あ、ああ、ありがとう。……そ、そうだ、オレと時折ここで遊んでいることは、あまり周囲には……」

　隠かくし撮どりゲーム実じつ況きようのことがどこかから彼にバレたら困る。幸い彼自身は最近殆どゲーム実況を見ていないと話していたから、後は周辺にさえ気をつければ……。

　と、彼は笑顔で快かい諾だくしてくれた。

「はい、分かってます！　霧夜さんがぼっちなことは、誰にも言いふらしませんよ！」

「っ！　あ、ありがとう……」

　コノヤロウ。

　オレは怒いかりでひくひく頰ほおをひきつらせつつも、雨野君と連れん絡らく先を交こう換かんする。と、雨野君は再度時計を確認し、「やばっ」と呟くと慌あわてて鞄かばんを持って玄げん関かん方向へ歩き出した。

　その背を追うオレに対し、彼は急いで靴くつに足を突つっ込みながら語りかけてくる。

「じゃ、じゃあ、えっと、僕、同好会のない日の夕方なら空あいてますので、出来ればそういうタイミングで声かけてくれると幸いです」

「同好会？　よく分からんけど、了解した。じゃ、折を見て連絡するわ。出来れば週一ぐらいの頻ひん度どで会えたら嬉しいかな。一時間程度でもいいからさ」

　動画シリーズの更こう新しん頻度的に。

「分かりました！　そうですよね！　週一ぐらいで人と喋しやべらないと、寂しいですよね！」

　殺すぞてめぇ。

　そう思いながらも、ニコニコと笑顔を作って彼の背を見守るオレ。

　彼は靴をとんとん鳴らしてしっかり履はき終えると、こちらを振ふり返り、改めて、深々と頭を下げて帰りの挨あい拶さつをしてきた。

「それでは、お邪じや魔ま致いたしました。今日は本当に楽しかったです」

「お、おう」

　こういうとこは妙に律りち儀ぎなやつだ。……調子が狂くるう。それに確かにオレは「ぼっち」でこそないが、よく考えると実際この部屋で誰かと一緒に過ごすことは……お隣となりの碧を除けば殆どなかったかもしれない。実況を一緒にやる間あいだ柄がらとなると、完全に初めてだ。

「では、またそのうち」

「おう、またな、雨野景太」

　小さく手を振り、彼を見送る。ドアがぱたんと優しく閉まるのを見守ってから、オレは一人、廊ろう下かの壁かべに背を預けて、嘆たん息そく混じりに呟いた。

「…………悔しいけど、確かに、今日のゲームプレイは楽しかったな……」

　実況を始めて一年半。こんなにゲーム体験自体を新しん鮮せんに「楽しい」と思えたのは、久々だったかもしれない。

「……雨野景太、か……」

　正直今日はずっと心の中で馬ば鹿かにしていた彼だが、案外、今後オレにとって大きな存在になっていくような、そんな予感も無きにしもあらず──

〈ピンポーン〉

　──と、突とつ然ぜんチャイムの音が鳴り心臓が跳はね上がる。雨野景太が忘れ物でもしたのだろうか？　オレは「はーい」と声をあげながら、サンダルを足につっかけてドアを開ける。

　と、そこにいたのは……。

「なんだ、碧か」

「なんだとは失礼ですね、歩さん」

　妙にぷりぷりした様子のお隣さん、彩家碧だった。

　彼女はうちのドアが閉まるのを足で止めつつ、腕うでを組み、厳きびしい顔つきでオレに迫せまってくる。

「……今出て行った方は、どなたですか？」

「はい？　今って……ああ、雨野景太のことか」

「雨野景太……。……なるほど、やはり高校生の殿との方がたでしたか」

「だからなんだよ。それが何か問題──」

「大ありですよ！」

　瞬しゆん間かん、一歩前にずいっと踏ふみ出してくる碧。オレが気け圧おされて一歩内側に引っ込むと、碧の背後でパタンとドアが閉じてしまった。……玄関の狭せまい空間で、碧が今にもくっつきそうな距きよ離り感でオレに迫ってくる。

　オレは思わず視線を逸そらしながら、碧に応じる。

「な、なんなんだよ、碧。言っとくけど、雨野景太は、ただのオレの実況パートナーだからな？　相棒探してるって、さっき言ったよな？」

「実況パートナーですって？　それはつまり……彼はこれからも、定期的にこの部屋を訪れるということで、よろしいですか？」

「あ、ああ。まあそうなるだろうな。そういう約束を、彼とはしたからな」

「あ、あなたという人は……どうしていつもいつも、そう浅はかな……！」

　なにか、心底呆あきれた様子でオレを睨にらみつけてくる碧。流石さすがにオレもムッとして、彼女に訊たずね返す。

「なんなんだよ一体。碧、お前さっきから、何が問題だと言いたいわけ？」

「何が問題って……！　あ、あのですね、歩さん。一つお訊ね致いたしますけど。あなた……彼に、ちゃんと説明は、されたんでしょうね？」

「？　なんだよ急に。彼に何を言っとけって？」

「ですから……」

　そうして、碧は大きく嘆息した後。

　改めて、キッとオレを睨みつけて、その言葉を……告げてきた。




「歩さん、あなたが……貴女あなたが『女性』であることは、彼に、ちゃんと説明しましたかと訊きいているのです！」




「…………あ」

　思わず呆ほうけた声をあげてしまうオレ。ああ、そういやそれ言うの失念してたか。

　オレのリアクションに、碧は額を押さえて呻うめく。

「どうして貴女という人は、毎度毎度そう……」

「なんだよ碧。別に大した問題じゃ、ないじゃないか」

「大問題ですよ！」

　再び大声をあげる碧。……耳がきーんとする。うーん、やっぱり元々声が低いオレと違ちがって、通常の若い女性の声はキンキンするなぁ。

「貴女は確かに、長身で声も低くて短たん髪ぱつで、そんじょそこらの男子が敵かなわない程ほどイケメンで、私も惚ほれ惚ぼれするばかりですけど」

「さ、流石に照れるなぁ」

　ぽりぽりと頭を搔かく。碧が続けてくる。

「しかしその整った造形は同時に、女性としても超ちよう美人の部類なんですからね！　その辺のこと、ちゃんと自覚しておられます!?」

「ああ、両親に後で感謝のメールしとくわ」

「そういうことじゃなくて！　つまりこの状じよう況きようは……美人女子大学生の一人暮らしのアパートに男子高校生連れ込んでるわけですよ!?　一体何考えているんですか！」

「何って……常にゲーム実況のことだけだけど」

「でしょうねぇ！　朴ぼく念ねん仁じんな貴女のことだから、そうなんでしょうけどねぇ！」

　そこまで言って頭を抱かかえる碧。……相変わらず、よく分からないお隣さんだ。

　オレは嘆息して碧に告げる。

「一体何が問題なんだよ？　元々オレは男キャラで実況もしているし、だから雨野景太がオレを男だと思ってても特に支障ないどころか好都合だし、それに彼がその認識ならお前が危き惧ぐするようないかがわしい状況になりようもないわけで、完かん璧ぺきだろ」

　オレの言葉に、しかし碧は心底呆れた様子で息を吐はくと、何も言わず振り返ってドアを開け、うちから出て行く。

　オレがぼんやりと見送る中、碧はそのままうちのドアを閉めかけ……しかし途と中ちゆうでそれを止め、ぽつりと小さく「たとえば……」と呟つぶやいてきた。

「……たとえばですよ？　たとえば、その雨野君とやらに、カノジョさんがいらっしゃったりしたら、どうするつもりですか貴女。自分が女性で、雨野君を定期的に家に連れ込んでいる……なんて発覚したら、もはや修しゆ羅ら場ばじゃすみませんよ？」

「へ？」

　そんな、碧が真しん剣けんな眼まな差ざしと共に告げる警告を。

　オレ、霧夜歩はと言えば──

　──げらげらと、思い切り笑い飛ばしてやった！

「おいおい、あの挙動不ふ審しんなぼっち高校生、雨野景太にカノジョ持ちの可能性とか！　マジかよ彩家碧。まったく、お嬢じよう様さま育ちは妄もう想そう力豊かだなぁ」

　オレのリアクションに、唇くちびるを尖とがらせる碧。

「……別にいいですけど。まったく、これからどうなっても知りませんからね歩さん！」

　そう言うと彼女は苛いら立だった様子で、強めにうちのドアを閉めて隣りん室しつへ戻もどっていった。

　残されたオレはと言えば……碧の馬鹿げた警告に、苦笑いしつつ呟く。




「あの雨野景太と修羅場を演じる未来とか、はっ、マジでありえないっつーの」




　オレは一人肩かたを竦すくめると。

　次の瞬間には部屋着に着き替がえるべくジーンズとシャツをぽいぽいと脱ぬぎ散らかしつつ、下着姿で居間へと戻って行くのであった。




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏み込むまで──あと半年〉








【霧きり夜や歩あゆむとハニーテイスト】






　ゲーム実じつ況きよう者の浮うわ気きがバレた。

　その実況者は、あろうことか、未成年たる高校生を自宅に連れ込み、夜な夜な猥わい褻せつ行こう為いに及およんでいたという。

　しかも行為露ろ見けんのキッカケがまた、身近な関係者によるプライベートなメッセージログの公開だというのだから、修しゆ羅ら場ばもいいところだ。

　当然の如ごとくネット周りは炎えん上じよう。

　慌あわてた実況者が初期対応を完全に間ま違ちがえ、勢いに任せて逆ギレまがいの発言をしてしまったことで、炎上はますます加速。遂ついには明らかにやりすぎ制裁たる「身元特定」まで行われた結果、今やリアルの生活さえも地じ獄ごくの様相を呈ていしている──




　──という概がい要ようのネットニュース記事をＰＣでぼんやり眺ながめつつ、オレ、霧夜歩は飲み慣れた微び糖とうの缶かんコーヒーをちびりと一口啜すすった。

「（あーあ、こうなったら実況者としてはもう流石さすがに厳きびしいかもなぁ、彼）」

　缶コーヒーの人工的な苦味が口内にじわりと広がってゆく。

　ニュース記事では何かへの配はい慮りよか具体的実況者名をぼかしていたものの、まあ誰だれのことであるかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。芸人顔負けのリアクションと、視し聴ちよう者を飽あきさせない雑談方面でのトーク力で名を馳はせている男性の、所謂いわゆる「アイドル実況者」だった。オレが普ふ段だんから忸じく怩じたる思いを抱いだいていた、ランキング上位常連組人気実況者の一人だ。

　オレは記事をスクロールさせ、ネット上のリアクションコメントを読み流していく。




〈女への返信文面から滲にじみ出す異様なクズさ〉〈実況者なんてこんなもんだろ〉〈写真見たけどブサイクじゃね？〉〈マジか。結構好きだったからショック〉〈っていうか誰？〉〈ログを公開する女の方も大たい概がい〉〈信者きめぇ〉〈登場人物全員が気持ち悪い〉〈わざわざ取り上げる程ほどのことか？〉〈ゲーム実況とかしている時点でお察し〉




　ゲーム実況者という括くくりで、地味にオレにまでダメージが入ってくる。辛つらい。

　しかしそれでもオレはどうしてもネットの反応を読む手が止められない。

「…………」

　これが、いかに不毛で陰いん気きで最低なことかは自分でも重々承知している。同業者やライバルと言える存在の転落を……そしてそれに対するネットのリアクションを読み耽ふける行為が、どれほどに馬ば鹿からしく最低で品位を欠くものか、オレは分かっている。

「（こんなことをしていても、オレの動画のクオリティや人気が上がるわけじゃないのにな……ホント、くだらない。なにしてんだよ、オレ）」

　そんなことは分かってる。

　分かっているはずなのに……しかしそれでも、マウスのスクロールは止められず……。

〈ピンポーン〉

　突とつ如じよチャイムが鳴り、オレはびくっと肩かたを震ふるわせ、反射的にブラウザを最小化した。

　……何か、凄すさまじく後ろめたい気持ち悪さが胸の奥にこびりついている。

　オレはモヤモヤを振ふり払はらうように普段より大きな声で「はーい！」と応じると、小走りで玄げん関かんへと向かう。

　そうして鍵かぎを開け、いそいそと扉とびらを開くと、そこに立っていたのは……。

「あ、ど、どうも霧夜さん。あの……雨あま野のです。雨野景けい太た。そ、その、約束を……」

「はいはい、分かってるって。一々真ま面じ目めに自己紹しよう介かいしなくて大だい丈じよう夫ぶだから。いらっしゃい、雨野君。遠えん慮りよせず入って入って」

「あ、はい、し、失礼します」

　カチコチと不自然な体の硬かたさで入室してくるゲーオタ男子高校生、雨野景太。

　オレは居間で彼に定位置への着席を促うながすと、自分は冷蔵庫から彼の分の缶コーヒーを取り出し、「ほら」と彼に放った。

「わ」

　彼はそれを慌ててキャッチ……しようとしてお手玉し、最終的に正座した自分の太ももの上へと落としている。別に大した失敗でもないだろうに、かぁっと彼の頰ほおが赤く染まっていく。

　オレはその相変わらずな「らしさ」に苦笑いしつつ、彼の隣となりに敷しいた座布団へと腰こしを下ろした。ちらりと隣を窺うかがう。と、彼もまたこちらを見ていたらしく、視線がバッティングした。気まずそうに慌てて視線を逸そらし、プルトップを開ける雨野君。

　オレは思わず嘆たん息そくして、呆あきれたように彼を見つめる。

　雨野景太。音おと吹ぶき高校に通う二年生の男子生徒だ。それがどうして、今、大学生たるこのオレ……霧夜歩の部屋にいるのかというと。

　それは偏ひとえに、現在彼がオレの「実況パートナー」だからだ。

　先々週、ゲーム実況の人気取りで伸のび悩なやんでいたオレが偶ぐう然ぜん街で見み初そめ、彼との交流が始まった。彼がこうしてうちに来るのは、今回で二度目だ。が……。

「（しかしそれにしたって、まるで前回のオレとの交流が完全にリセットされたような緊きん張ちようぶりだな……）」

　オレは飲みかけの自分の缶コーヒーを呷あおりつつ、彼の様子を眺める。カッチコチに緊張した男子高校生の姿が、そこにあった。

「（何をそんなに緊張することがあるんだか。オレの正体を知っているというなら、いざ知らず……）」

　そう、彼は実際──ある重大な二つの秘密を知らずに、現在オレの部屋へと遊びに来てくれている。

　一つは、自分のゲームプレイがこっそり実況動画として録画、配信されていること。

　彼にはある種のゲーム実況の才能があるのだが、それは本人が「実況している」と自覚したら即そくおしまいになる程、繊せん細さいなバランスの上に成り立った奇き跡せきの才能でもあり。そのためオレは現在こうして、彼に「あくまで試遊」「あくまで友達とのお遊び」と思わせることで、実況を収録させて貰もらっている次し第だいだ。

　正直倫りん理り的な問題が多分にあるため、ネットに上げる際は投とう稿こう者コメント部分に、

「全ての収録が終わった後、本人から投稿の許可はいただいております」

　と注意書きを添そえてある。おかげで現状、コメントが荒あれたりはしていない。

　…………ま、まあ実際にはまだ許可を貰ってないわけだけれど……。

　一応身元がバレるような要素は編集で丁てい寧ねいに全て潰つぶしてあるし、声質もほんのりいじってあるから、彼がこの件で不利益を被こうむるようなことは絶対ない。……はずである。

　ちなみに、第一回を投稿して既すでに一週間が経過しているのだが、これが思っていたより遥はるかに好評だった。おかげで、いよいよオレも引くに引けなくなってきている。この動画が誰にも興味を持たれなければ、さっさと雨野君にバラして、動画を取り下げて、ほぼほぼ何も無かったことにも出来たのだが……。もう、そうもいかない。

　沢たく山さんの人に見て貰いたい、面おも白しろいと評価して貰いたいと願う割には、いざそうなるとオレは「注目されるリスク」の方にばかり目がいってしまう。こういうオレの慎しん重ちような性格こそが、安定した人気の一因であると共に、今ひとつ伸び悩む原因でもある。だからこそ、一歩前進を目指している現在、やはり雨野景太という「リスク」は積極的に背負っていくべきな気もしており……。

　そうそう、「リスク」と言えば、雨野君に知らせていない、重大な、オレのもう一つの秘密というのもまた、大きな「リスク」と言っていいのかもしれない。

　実際オレ本人はそう問題だとも思っていないのだけれど……隣の部屋に住む友人に言わせれば、爆ばく弾だんも爆弾、核かく爆弾と称しようしてもいいぐらいのリスキーな「秘密」らしい。

　それというのも……。

「あれ、霧夜さん、シャツの胸むな元もとに糸くずが」

「へ？」

　彼がオレの胸元に指先を伸ばし、ちょんと摘つまんでニッコリと微笑ほほえむ。

「はい、取れました」

「……えっと、あ、ありがとう、雨野君」

「どういたしまして」

　何気ない、どうということのない、実に平へい凡ぼんな日常の一幕。……に見せかけて、実は今の場面、なかなか際きわどかった。

「（確かにこれは、隣りん人じんの……碧あおの言う通り、若じやつ干かん、まずいのかも、なぁ）」

　そう思いながらも、無感情に、他人ひと事ごとのように頭を搔かくオレ。やはりイマイチ危機感が伴ともなわない。いや、今のが、一いつ般ぱん的な感性で考えて大問題なのは分かるのだけれど……。

　というのも、なにせ、このオレ……イケメンボイスゲーム実況者、霧夜歩は。




　こう見えて一応、女性なのである。




　雨野君が見てない隙すきに、なんとなくシャツ越ごしに自らの胸へと掌てのひらを当ててみる。圧あつ倒とう的に薄うすいながらも、まあ一応は、確かな膨ふくらみが感じられた。

「（別に意識して男っぽく振る舞まっているわけでもないのだけれど……）」

　確かに、女性らしいメリハリのある体つきではない。胸を含ふくめて何もかもがほっそりとしている。自分で姿すがた見みを見る際も、いつもマッチ棒みたいだと思う。

　それに加えて髪かみは短いわ、服装はユニセックスだわ、声も低いわ、極めつけに一いち人にん称しようは「オレ」だわで……当然ながら、初対面の人間にはかなりの確率で「中性的な男性」だと判断される。それがオレ、霧夜歩という女だ。

　ただこれまでの人生において、その勘かん違ちがいで大きく困ったことはなかった。そもそも高校までは常に女子の制服を着ていたから、少年っぽさを多少からかわれることこそあれど、性別を完全に間違われることなんてなかったし。

　一応、休日に友人の女子と一いつ緒しよに歩いていたら彼氏と間違われたり、服屋の店員さんに性別を間違われて微び妙みような空気になる……ってなことぐらいは日常的にあったけれど。

　流石に、今回の雨野君のように……こちらを完全に男性だと思い込んだまま親しく付き合いを継けい続ぞくする異性、というのはオレにとっても初めての経験だった。

「（まあ、今はオレ側から積極的に騙だましにかかっているんだけどさ……）」

　というのもこの雨野君、見た目からして分かるように、実に内気なオタク少年である。オレが女だと明かせば、まず間違いなく「女子大生の一人暮らしの部屋に気軽に上がり込む」なんてことが出来なくなるであろうチキンハートの持ち主だ。そしてそれは、オレが彼のゲームプレイを定期的に録画する上で非常に致ち命めい的てきであり。

　結果、彼は「実じつ況きようが録とられていること」「霧夜歩が女性であること」の二点を秘密とされたまま、無む邪じや気きに我が家へとゲームしに来ている……というのが現状だった。

「（彼のＨＮハンドルネーム兼けん、ここでのニックネームである『ジライヤ（地じ雷らい屋や）』が本当にぴったりのキャラになってきたな……）」

　本人の知らないところで、各種大型爆弾を抱かかえすぎである、雨野君。

　肩に妙みような重みを感じ、思わず自らの首筋を揉もみしだくオレ。そうこうしていると、雨野君がそわそわした様子でこちらに切り出してきた。

「あの……ゲーム、しないんですか？」

「へ？　あ、ああ、するする。ごめん、ちょっと待ってて」

　スケジュール管理や進行の徹てつ底ていしているオレらしくもない。現在抱えているものの異様さに思考を奪うばわれ、思わずぼんやりしてしまった。

　オレは慌てて配線や電源を準備しながら、雨野君に話しかける。

「今日は二人で前回とはまた違うゲームを遊びたいと思うんだけど、どうかな？　前回の『試遊』の続きがしたいってんなら、それでもいいんだけど……」

「え？　いえいえ、流石さすがに、人の家にお邪じや魔まして毎回僕が一人で『試遊』するのはおかしいですよ」

「だ、だよね」

　オレは苦笑で応じながら、ゲームのセッティングを進めていく。

　実況動画はシリーズ化するなら同じ作品を何パートかに亘わたって続けた方が楽だ。だからオレも当初は彼に『ヘルブラッド』を最後までプレイさせようと思っていたのだが……よくよく考えてみれば、彼の言う通りだ。これがゲーム実況収録だと明かさないで、彼にオレの家で延々一人でゲームをプレイさせるのはどう考えてもおかしい。

　というわけで、今後彼の出演するシリーズは、へっぽこゲーマーな彼に色々ゲームを遊ばせて観察する、という路線で行くことにした。実際前回のコメントでも「他のゲームプレイの様子も見てみたい」という声が多かったので、丁ちよう度ど良いだろう。

　オレはゲームハードを起動させると無線コントローラーを二つ手に取り、一つを雨野君に渡わたした。

「？　何か対戦するんですか？」

「ああ」

　頷うなずきながらオレは手早くパソコンを操作し、収録を開始する。

「あれ？　霧夜さん、なんか今、スタンドマイクのランプが点灯したような……」

「き、気のせいだろう」

　く、事前にマイクの通電ランプ点灯はオフ設定にしたはずなのに！　安物であるせいか、微妙に一いつ瞬しゆんだけ光りやがったようだ。

　オレは「よっこらせ」と再び彼の隣の座布団へと腰を下ろす。

　そうして、テレビモニターにゲーム画面が表示されると同時に──自らの中の「実況者スイッチ」もまた、オンにした。




「さぁて今回プレイするのはこちらのタイトル！　『モンバーマン』です！」




「そのテンションなんですか急に!?」

　実況が収録されていると知らない雨野君がギョッと目を見開いてくる。オレは彼のツッコミを無視し、滑かつ舌ぜつ良く実況者モードで喋しやべり続けた。

「昔ながらの対戦アクションゲーム『モンバーマン』。色とりどりの猿さる達が、一つの画面の中で互たがいを爆弾で攻こう撃げきし合う、不ふ朽きゆうの名作ですね」

「あの、それ、僕に喋ってるでＯＫですか？　顔、全然こっち見てませんけど……」

「さて、ジライヤはこのゲームのプレイ経験、あるのかな？」

「へ？　いや、まあ、多少ありますけど……」

「じゃあ説明は不要だね。今日は二人でこのゲームを、ガチ対戦していきたいと思います。よろしくお願い致いたします」

「は、はぁ、よろしくお願いします。きり……じゃなくて、と、トラさん」

　この部屋でゲームをする時は互いのあだ名を呼ぶ、というルールを思い出したらしく、途と中ちゆうで切り替かえてくる雨野君。……よし、前回よりピー音少なめの編集でいけそうだな。

　オレは淡たん々たんと実況を続けていく。

「それでは、早さつ速そく始めて参りましょう」

「あの、さっきからそれは、独り言と思っていいんですか？　それとも僕、何かしらの相あい槌づちを求められているんでしょうか？」

「ええと、対戦モード、プレイヤー人数二人、ＣＰＵ設定『強い』、アイテムは全部ありで……と」

「ああ、やっぱり独り言なんですね──」

「ほら、ジライヤもちゃんと積極的に喋って隙すき間ま時間埋うめて！」

「はい!?　他人に独り言を求められたの初めてなんですが僕！　え、なんですか？　トラさん、無音恐きよう怖ふ症しようか何かなんですか？」

「いや、単純に、喋らないと、即そく事故になるからさ」

「なんですかその呪のろい！　怖こわっ！　喋らないと即事故る運命とか、ファイナルデッドシリーズもびっくりの理り不ふ尽じんな死の恐怖に晒さらされてますねトラさん！」

「いやいや、何言ってるのさ、ジライヤ。もうキミも他人事じゃないでしょ」

「他人事じゃないんですか!?　え、僕サラッと何に巻き込まれて……」

「あ、モンバーマンの対戦始まるよ、ジライヤ」

「今それどころじゃないにも程がある！」

　そう涙なみだ目めになりながらも、しかしちゃっかりゲームに臨のぞむ雨野君。オレはその様子に満足の笑みを浮うかべながら、前回の投とう稿こう動画についたコメントを思い出していた。

「（意外にも、この『自分が実況していることを、まるで知らないジライヤ』という部分が、妙に視し聴ちよう者に受けてたんだよな……）」

　元々は彼の微妙な腕うで前まえやリアクションを買ってのパートナー採用だったのに、いざ投稿してみれば、こちらの思おも惑わくとは全く違った部分に面白みを見いだされていた。

　これだからエンタメの提供ってのは、面白くて、そして、難しい。

「わー、懐なつかしいー。なんか久々にやりますよ、モンバーマン」

　と、先程までの「呪い」への恐怖はどこへやら、ゲームが始まった途と端たんに目をキラキラさせて活いき活いきと喋り出す雨野君。

　オレはその相変わらずな実況向け感性に微笑しつつも、自分もモンバーマンへと意識を戻もどす。

　モンバーマンは、一言で言えば「爆ばく弾だんで殺し合って最後に自分だけが生き残る」ことを目的としたゲームだ。言葉にするとえげつないにも程があるが、基本的には２Ｄ画面で可愛らしいキャラクター達のちょこまかした動きが可愛いパーティゲーム──

　──と見せかけて、やっぱり本当は凄すさまじくえげつない戦争ゲームだ。

　この対戦ゲームのミソは、なんと言っても武器が「爆弾」ということだろう。

　剣けんや銃じゆうが武器の対戦ゲームなら、多かれ少なかれ、ある種の清すが々すがしいスポーツ的な真っ向勝負で戦う場面も出てくるわけだが。

　しかしこれが「爆弾」となると、そうもいかない。

　設置から爆発までタイムラグがあるため即そつ効こう性がなく、あまつさえ自分を巻き込む可能性さえはらむ兵器、爆弾。

　それがプレイヤー全員にとっての唯ゆい一いつの武器なのだから、自然と戦場は、戦術、フェイント、トラップ、同盟、裏切り……そういったものの坩る堝つぼと化す。そんな地じ獄ごくでたった一人の生き残りを決めるとか、最も早はやゲームというより「蠱こ毒どく」の領域だ。恐おそろしい。

　……しかしそんな凄まじく奥の深いゲームだというのに、基本的にプレイヤーへ求められる操作は「移動」と「爆弾を置く」の二つだけというお手軽さ。つまり、誰だれでもいきなり楽しく遊べる可愛いパーティゲームという側面と、ガチの血で血を洗う死し闘とうという側面の両面を持つ、良く出来たゲームなのだ。これを傑けつ作さくと言わずして何と言う。

「（ま、とはいえ、当然テクニックや戦術は沢たく山さんあるのだけれどね）」

　ゲームの開始とともにまず行われるのは、フィールドを埋め尽つくすブロックの除去作業だ。このゲームでは移動するにも敵に会うにもパワーアップアイテムを拾うにも、なんにせよまずはブロックを破は壊かいしないと始まらない。

　今回はＣＰＵを入れて四人プレイなので、四角い画面の四よ隅すみに配置されたプレイヤー達が、それぞれに、自分の周囲を埋め尽くすブロックを爆弾で処理していく。その際、ブロックからはランダムでパワーアップアイテムが出てくることがあるのだが……。

「お、早速ボムアップだ」

「いいなぁ」

　オレの獲かく得とくしたアイテムを見て物欲しそうに呻うめく雨野君。今取ったのは爆弾の同時設置上限数を一個増やすものだ。序じよ盤ばんに獲得すればブロックの処理速度が上がり、結果として、他のプレイヤーより更さらにパワーアップアイテムを獲得出来る機会が増えたりする。

　オレはせっせと破壊作業を続け、次々とパワーアップアイテムを獲得していく。

　爆弾の火力アップ、キャラの移動速度アップ、爆弾を蹴けり飛ばせる能力の獲得。

　対して、雨野君はと言えば……。

「な、なんで僕の側、こんなにアイテムないの!?　あ、やっと出た……ってこれ、ドクロじゃん！」

　いきなり、ランダムにマイナス効果の表れるハズレアイテムを獲得する雨野君。

　どうなることかと見守っていると、今回彼のキャラに表れた効果は──

「良かった、透とう明めいになっただけだ。これなら場合によっては有効に使える効果だ」

　彼がそう言い終えるや否いなや、先程まで彼のキャラがいた場所の近くに突とつ如じよぽこっと爆弾が出現した。透明化した彼が置いたのだろう。

「（……確かに、この能力は少し困る。透明人間に突然行き止まりに閉じ込められる可能性が──）」

　オレが気を引き締しめ直していると、不意に雨野君が叫さけぶ。

「うわぁ！　やばい、自分で自分の爆弾に閉じ込められたぁ！」

「なにしてんの!?」

　──次の瞬しゆん間かん、盛大に爆死する透明人間。死の瞬間に解ける透明化と、「ウキーッ！」という微び妙みように可愛らしい断だん末まつ魔まの叫び声が余計に悲しい。

　そしてなにより問題なのが……。

　オレは自分のローテンションキャラも忘れて思わず強めにツッコんでしまう。

「なぜオレと少しも絡からまずに死んでんのキミ！」

　実じつ況きよう的に美味おいしくないにも程がある！

　オレから目を逸そらしながら言い訳を繰くり出してくる雨野君。

「ま、まあ……これもモンバーマンあるあるですよね、序盤の事故的自殺」

「それは確かにあるあるだけれど、今のキミのは少し違うだろ！　透明化したキャラの扱あつかいに慣れてないなら、どうして無理に爆弾置いたんだよ！　黙だまって効果時間をやり過ごす手もあったろうに！」

「どこかの誰かは言いました。やらずに後こう悔かいするぐらいなら、やって後悔しろと」

「そもそも後悔しない選せん択たくをしようよ！　その名言出るような、イチかバチかのバクチ打つ必要のある場面でもなかったろう!?」

　オレの激しい剣けん幕まくに、キョトンと首を傾かしげる雨野君。

「あの……トラさんは何をそんなに怒おこっておられるんでしょうか？」

「何をって、だってこれじゃあ動画的に──」

　盛り上がりに欠ける……と言いかけたところで、ハッとする。やばい。今オレ、動画って言ったような……。い、いや、彼には聞こえてない可能性が……。

「動画的に……？　動画って……あの動画ですか？」

「（聞こえてるし！）」

　彼の耳の良さにはびっくりである。なんなの雨野君。ぽわぽわした性格のくせして、どうしてこういう場面で完かん璧ぺきに聞き取るの。凄すげぇうざいんですけど。

　オレは額に汗あせをだくだく搔かきながら、ゲーム画面を見つめつつ、彼に応じた。

「ど……どうがてきに……そ、そうっ、『銅が』『敵に』奪うばわれるじゃ、ないか！」

「まさかのオリンピック感覚!?　え、三位以内入らないと何かペナルティとかありましたっけ、このゲーム！」

「い、いや、そうじゃないけど……でも、ね、狙ねらって行こうよ、メダル！　ギリギリで表ひよう彰しよう台だいに上がれないとか、悔くやしくないのか、キミは！　見せようぜサムライ魂だましい！」

「なんなんですかっ、トラさんのその謎なぞの意識の高さ！　いやまあ……確かに、四位は……最下位は悔しいですけど……。な、なにはともあれ、次こそ頑がん張ばります。はい」

　ふ、ふぅ、どうにか誤ご魔ま化かせたようだ。あぶなかった……。

　結局一試合目は相方爆死の動どう揺ようもあってオレも二位に甘んじた。

　結果が出て、すぐに次の試合が開始される。

　二戦目は先程と違ちがってきちんと雨野君側にもアイテムが出現し、序盤展開は順調に推移していった。そうして、いよいよ互いのキャラを隔へだてていたブロックが取り払はらわれ、本格的な戦せん闘とう行こう為いが始まる──が。

「うわぁっ、このコンピューター強い！　ぎゃあああ！」

「だからどうしてキミは、オレと絡む前に負けるかなぁ！」

　雨野景太がまたもオレとほぼ接せつ触しよくすることなく敗退していた。……よって再び始まる、動画的に美味しくもなんともない、オレ対ＣＰＵ二名の構図。……なんだこれ。

　オレの戦いをぼんやりと見守り、雨野君が「はぁ」と嘆たん息そくする。

「……退たい屈くつです」

「気が合うな、オレもだよ」

　何が悲しくて二戦も地味な難易度のＣＰＵ戦をやらなきゃならないのか。一応このシリーズには負けたプレイヤーが外野から爆弾を投げ入れられるおまけシステムもあるのだが、今回は設定でオフにしていた。いや、最終局面で二人のガチ勝負になった際、ＣＰＵの妙みような邪じや魔まで消化不良の勝負展開になるのもどうかと思ったものだから……。

　まさか、二人の絡み自体が現状一切ないとは。

　雨野君が暇ひまそうにしつつぼんやりと呟つぶやく。

「……四人プレイだったら、わいわい盛り上がって、こういう『無』の時間もないんでしょうけどね……」

「何が言いたい」

「……でも、トラさんって、ぼっちですもんね……」

「く……！」

　あまりの苛いらつきに操作ミスをして、オレのキャラが爆ばく風ふうに巻き込まれてしまった。

　結果……。

『…………』

　テレビ内で、ＣＰＵ二名による対戦が始まる。……なにこれ。なんの実況動画、これ。

　オレと雨野君はただただ『無』の時間を過ごす。ＣＰＵ同士の勝負の決着がなかなかつかない。何なに故ゆえ無む駄だに白熱したバトルを繰り広げるのか。

　画面を見ながら、オレは思わず毒づく。

「ぼっちという話なら、ジライヤだってそうなんだろう？」

「え？」

　オレの質問に、目をぱちくりとさせる雨野君。その後、彼はなぜか「いやぁ」と照れたように頭を搔いた。

「前はそうだったんですけど、最近は知り合いや友達が増えましたよ。加速度的に」

「加速度的に!?　えっと、それはどういう……」

「どういうも何も、だから、普ふ通つうに友達増えただけですけど……」

「ジライヤのくせに？　なんで？　もしかしてこの話、宗教とか絡んでくる？」

「絡んできませんよ！　トラさんは僕のことをどう見ているんですか！」

「撒まき餌え」

「衝しよう撃げきの回答！　え、撒き餌!?　なんで僕、撒き餌と思われているんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、いい意味だから」

「いい意味ってなんですか!?　『いい撒き餌』って意味なら、余計イヤなんですが！」

「しかしそうか、ジライヤには意外にも友達がいるんだな……」

「意外とか言わないでほしいんですが……」

「あ、ごめん、じゃあちゃんと正確な言い回しに訂てい正せいするわ」

「お願いします」

「ジライヤには、少なくとも本人が友達と思い込んでいる存在が、複数いると」

「おかしいな、なんか余計な方向に解かい釈しやくの幅はばを広げられた気がする」

「良かったな、ジライヤ。おめでとう、おめでとう、おめでとう」

「やめて！　僕の脳内ハッピーエンド感を助長するのは、やめて！」

「さて、丁ちよう度どＣＰＵ戦も終わったことだし、次やろうぜ、次」

「僕側の精神的コンディションが整っていないにも程がある！」

　そう言いながらもゲーム再開。二人とも順調にブロックを破壊してアイテムを獲得していく。

　そうして三度目の正直とばかりに……今度こそようやく、オレ達はまともに接触した。

「えい、えい！」

「なんの、これでどうだ！」

　互たがいに近場で爆ばく弾だんを置き合い、かわしあう。こうして見ると……やはり雨野君のゲームにおける基き礎そ的な技術はそう未熟でもなかった。少なくとも現状、ちゃんとオレと互ご角かくにやりあってくれてはいる。

「（ならなぜ、すぐへっぽこな結果に繫つながるんだろうな、この子は……）」

　それこそが雨野景太の雨野景太たる所以ゆえんなのだろうか。

　オレと雨野君は一進一退の攻こう防ぼうを繰り広げる。このゲームにおける「攻せめ」というのは、主おもに「逃にげ場をなくす」ことである。敵を爆弾で囲んで閉じ込めて、勝負を決める。勿もち論ろん、爆弾を蹴ったり投げたり、誘ゆう爆ばくを計算したりと色々な戦術はあるのだが、どれにしたって基礎はやっぱり「逃げ場をなくす」ことだ。

　そのためには、相手の動きを読み、相手の「やってほしくないこと」こそを的確に突ついていかなければならない。

　敵の逃げようとする先に、仕留められはしなくとも「牽けん制せい」の役割を果たす爆弾を設置してみたり、他のキャラと競合してしまう方面に追い込んでみたり。

「……よし、なんとか一人処理！」

「やるねジライヤ。でもこっちだって」

　二人、それぞれに、自分に絡んできていたＣＰＵキャラを排はい除じよする。

　これで、三戦目にしてようやく、プレイヤー二人によるガチ対戦の状じよう況きようへと突とつ入にゆう。

　オレ達はまず、互いに爆弾を蹴ったり投げたりと距きよ離りを取った牽制戦を開始する。

「わっ、危なっ」

　こちらの蹴った爆弾が、あちらに事前に設置されていた爆弾の爆風で誘爆し、雨野君のキャラを焼きかける。そうかと思えば……、

「っと、やばいっ！」

　今度はあちらが壁かべ越ごしに放ってきた爆弾がオレのキャラに直接ヒット、ぴよぴよと一いつ瞬しゆん気絶してしまうも、どうにか爆発ギリギリのタイミングでその場から離り脱だつする。

『…………』

　なかなか決着がつかず、緊きん張ちよう感が増してくる。オレも思わず実況を忘れかけるも、リアクションでなんとか間を持たせていた。

「（本来、こういう芸風じゃないんだけどな、オレ……）」

　そう考えるものの、しかし一方で、案外悪くないなと思う自分もいた。

　一人でリアクションを口にするプレイには違い和わ感かんが付きまとったのに、こうして雨野君が隣となりにいると、途と端たんに気持ちを言葉にするのが楽になる。彼が、ちょっと恥はずかしいぐらいに、すぐ気持ちを言葉にする人なものだから……。

「くそー、性格悪いなぁ、トラさん！」

「いやいや、ジライヤに言われたくないよそれ」

　そうして自然に軽口を叩たたき合ってプレイしていると、案外こんな実況も悪くないなと思えるようになってきた。

「（洗練されてるわけでも、クオリティが高いわけでもないけれど……オレ達が経験しているこの『楽しさ』が画面を通して視し聴ちよう者に伝わるなら、それでいいのかもな。それこそアイドル実況者みたいに……）」

　そこまで考えたところで、突とつ然ぜん先さき程ほどまで見ていたネットニュースの記事が頭をちらつき、操作の手を止めてしまうオレ。

「よしっ、やった！」

「あ」

　気がつけばオレのキャラは、いつの間にやら雨野君の設置した爆弾に挟はさまれ身動きが取れなくなってしまっていた。

　最も早はやどうすることも出来ず、あえなく爆死するオレ。

「やったね！」

　隣でガッツポーズを取る雨野君。

　オレは「や、やられたなぁ……」などと呟きつつ、胸の奥に湧わいたモヤモヤを無視するように大きく唾つばを飲み込んだ。

　テレビ画面の中央では、オレを倒たおした雨野君のキャラクターが、ピコピコと無む邪じや気きに喜びの舞まいを踊おどっていた。




　　　　※




　結局トータルで十戦ほど収録して、その日はお開きとなった。三戦目以降はそこそこ競った展開もあって、撮とれ高は充じゆう分ぶんだ。

　雨野君が帰り支じ度たくを始める中、オレはパソコンを操作し収録を止める。と……画面下方に、先程最小化したブラウザが見えた。

「…………」

　オレは一つため息を吐つくと……雨野君がまだ部屋にいるのにも構わず、ブラウザを拡大する。再び出てくる、先程のニュース記事とリアクションコメント。

　オレは思わず首を横に振ふる。

「（ったく……こんなものを見て、何をオレは後ろ暗い喜びに浸ひたってたんだよ。情けないな……ホント……）」

　雨野君と楽しく無邪気にゲームをした直後のせいか、直前まで自分が行っていた行動が余計に卑いやしく思え、どんどん落ち込んできた。

　……まずい。このままじゃ鬱うつ々うつとして駄だ目めだ。なにか、仕切り直さないと。

「…………ふぅ」

　オレは大きく一つ息を吐はくと、デスクから立ち上がって雨野君を振り返った。彼はといえば、なぜかマフラーを巻く作業に手間取っていた。不器用なのか、普ふ段だんから巻き慣れていないのか……。

　オレは例のネットニュースが表示されたパソコンを背に、彼に……問いかける。

「なぁ、雨野君。オレってその…………性格悪いかな」

「悪いですね」

　即そく答とうされた。しかもこちらを一切見ずに。実に当然のことのように。

「なんですか、やぶからぼうに」

　マフラーに悪あく戦せん苦く闘とうしながら訊たずねてくる雨野君。オレはこほんと一つ咳せき払ばらいをして、続けた。

「その……最近ちょっとあることで伸のび悩なやんでてさ。で、その要因には……オレのこういう部分も関係しているんじゃないかって、反省中でさ」

「こういう部分って？」

「他人の不幸をニヤニヤ楽しんじゃうような部分」

「性格悪いですねぇ」

「だろう？」

　ニヤリと笑えんで軽いテンションで流すオレ。しかし内心、深く反省していた。

　ひねているとか、こじらせているとか、そういうマイルドな言い方をして誤ご魔ま化かしてきたけれど。結局のところオレという人間は、性しよう根ねが──

　──と、そんなことを考えていた矢先だった。




「まあでも僕は、そういう霧夜さんが好きですけどね」




　雨野景太が、とんでもないことを言い出したのは。

「──へ？」

　思わず呆ほうけ顔をしてしまうオレ。しかし彼は……雨野君は相変わらず何気ない雑談の延長のテンションで続けてくる。

「だって霧夜さんが凄すごく性格良かったら、それはそれで今日のモンバーマン、今ひとつ盛り上がらなかったと思いますし。僕は好きですよ、霧夜さんのゲームスタイル」

「あ、ゲームの話ね……」

　ほっと胸をなで下ろす。…………って、オレは一体、何を考えていたんだ？

　雨野君がもう何度目か分からないマフラーの巻き直しに挑ちよう戦せんしつつ続けてくる。

「慈じ愛あいに溢あふれた優しい天使と、相手を陥おとしいれようと手ぐすね引いている悪あく魔ま、どっちと対戦する方がゲームは楽しいかって話ですよ」

「キミはなんでもゲーム基準なのな」

「……まあ、協力プレイって観点なら天使一択たくかもですが」

「そして主張はブレブレなのな」

　なんか彼と話していると、一人で深刻に悩んでいるのが馬ば鹿からしくなってくる。

　雨野君はマフラーのカタチを慎しん重ちように整えながら続けてきた。

「そうだ、主張ブレブレと言えば、さっきは会話のテンポ的にテキトーに返しちゃいましたけど、他人の不幸を楽しむのも、別に全然悪いことじゃないのでは？」

「いや、少なくとも褒ほめられた行こう為いではないだろう？」

「そうですけど……。……たとえばですが、正義の勇者が悪の魔ま王おうを討とう伐ばつした世界で、一いつ般ぱん人は『魔王ざまぁ！』と喜んじゃいけないのかって話ですよ」

「たとえ話を全部ゲームに持っていくせいで逆に理解しづらい感があるよキミ」

「自分へのフォローコメントにまでツッコミ入れるとか、性格悪いですね霧夜さん」

「だからそう言ってんだろ」

　そこで思わず笑ってしまうオレ。……なぜだろう、こいつの話はすっごいズレてて平へい凡ぼんなのに、だからこそ、なぜか……救われる。

　雨野君はようやくマフラーが満足いくカタチに結べたようで、今度はぱぁっと表情を明るくして、オレの方を向いてきた。

「ま、なんにせよ、僕なんかはやっぱり、根っからの小市民ですから……」

　そう前置きしてから、雨野君は、にっこりと優しく笑む。

「魔王が倒れたら素直に『ざまぁ！』と喜んじゃうような……そういう、僕と同じくらい単純で性格の悪い人が隣にいてくれた方が、日常は楽しいだろうなって思います」

「────そっか」

　彼の励はげましを受け、オレも思わず、らしくもない……温かな微び笑しようを返してしまう。

　と、オレのその表情を見た雨野君が、妙みように驚おどろいた様子で目を見開いてきた。

「？　どうした？」

「え？　あ、いえ、その……すいません、なんか霧夜さんが一瞬女性に見えて」

「……えっと……」

　なにこいつ、面めん倒どう臭くさい。鈍どん感かんさと鋭するどさが変なところで同居していて、いつ何が飛び出すか予測不能すぎるんですけど。なぜこのタイミングで性別バレしかけるのか。

　雨野君は自分が変なことを言った自覚があるのか、慌あわてて話を戻もどしてくる。

「ま、まあでも、魔王が倒れた際に『彼の魂たましいにもどうか安息が訪れんことを……』と優しく祈いのれる、高潔な精神を持った修道女さんみたいな方も、僕は好きですけどね！　いやむしろそっちの方が好きまである」

「キミ、ホント一いつ貫かんした主張がないな！」

「だから言ってるじゃないですかっ、小市民だって！　同じ小市民の存在に安心しつつも、一方で、高こう尚しような存在にも心底憧あこがれる。そういう実に普ふ通つうの感性なんですって僕」

「いやそこまで信念ないのは、最早小市民以下だろ」

「おっと、自分を小市民と卑ひ下げした人間に対して『それ以下』と切り返すとか、霧夜さん、えげつないですね！」

「おいおい……それこそ、さっきから何度も言ってるだろ」

「なんですか」

　呆あきれたように訊ねてくる雨野君に。

　オレは、ニヤリと口の端はを上げて意地悪な微笑で応じたのだった。

「オレ、性格悪いんだよ。今までも、そして、これからも、な」




　　　　※




「わざわざお見送り、すいません」

「や、オレもたまたまコンビニに行く用事あっただけだから」

　そう返しながら、アパートの前の道を雨野君と二人で歩く。北の大地の秋は短い。少し肌はだ寒ざむくなったかなと思ったら、あっという間に雪がちらつき始める。今日の冷え込みは、シャツの上にダウンベストという秋の装いでは少しキツかった。

　二の腕うでをさすりつつ、晩飯はコンビニおでんかななんて考えつつ歩く。雨野君との間に大した会話はなかったが、それが不思議と苦ではなかった。

「（普段なら異性と二人きりとか、気まずいもんだけどな……）」

　彼がオレを男と認識しているせいだろうか。一いつ緒しよに遊ぶのはまだ二度目なのに、既すでにまるで長いことつるんでるような気楽さを彼に感じ始めているオレがいた。

　殆ほとんど無言のままコンビニの前まで来たところで、オレは足を止める。

「じゃ、オレはここまでで。帰り、気をつけてな」

「はい、お邪じや魔ま致いたしました」

　律りち儀ぎにぺこりと頭を下げてくる雨野君。彼につられてオレも思わず頭を下げてしまう。と……。

「あ、霧夜さん、ちょっといいですか」

「え？」

　突然、彼が一歩距きよ離りを詰つめてくる。何事かと思っていると、雨野君はオレの頭にそっと手を伸ばし……そして、何かを摘つまんで、一歩下がった。

　指先にちょこんと綿わた埃ぼこりを持った雨野君が微笑む。

「髪かみに埃、ついてましたよ」

「え、あ、うん、サンキュ」

「じゃあ、僕はこれで。失礼致します」

「あ、ああ、はい、どうも」

　オレはぷらぷらと手を振って、彼を見送る。そうして、彼が曲がり角を折れ、その姿が見えなくなったあたりで……。

「歩さん」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられた。驚いて振り向くと、そこには右手にコンビニ袋ぶくろを下げた隣りん人じんのお嬢じよう様さま女子大生……彩さい家け碧がなにやら頰ほおを膨ふくらませて立っていた。

「おう、碧。おつかれ。今帰りか？」

「そうですけど……。……そんなことより歩さん、またあの子を部屋に連れ込んでいたんですか？」

「連れ込んでいたって。相変わらず人聞きの悪わりぃ言い方を……」

　オレは思わず呆れて嘆たん息そくしながら、諭さとすようにこの神経質な隣人に語る。

「いいか碧。彼はオレのことを完全に男だと思い込んでいるし、オレ側もあいつを実じつ況きようのパートナーとして利用してるだけなの。である以上、ここにネットニュースになるような妙な関係性は絶対発生しないんだって」

「でも……」

「でもじゃない。ああそうそう、一ついいこと教えてやるよ。今日事故的にあいつがオレの胸あたりに手を伸ばすハプニングがあったけど、そんな際きわどいイベントがあってなお、オレもあいつも、なにも思わなかったぜ？　これ以上の証明があるか？」

「……え？　あの、でしたら、先程はどうして──」

　まだ何か文句を言いかける碧。……正直、いい加減うざったい。

　オレは彼女の横を通り抜ぬけるようにしてコンビニに向かって歩き出しながら告げる。

「じゃ、オレ夕飯買うから。また大学でな、碧」

　話を強制的に打ち切り、早足で歩くオレ。

　そうして、一人残された碧はと言えば。

　……なにやら、オレには微び妙みように聞き取れない独り言を、コンビニの駐ちゆう車しや場じようでぶつぶつと呟つぶやいていたのだった。




「でしたら、先程はどうして貴女あなた──彼に軽く頭へ手を伸ばされただけのことに、ほんのりと頰を染めていたのですか……」




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで────あと五ヶ月半〉








【霧きり夜や歩あゆむと泥どろ沼ぬま推理アクション】






「近々修学旅行あるんですよね、僕」

　雨あま野の景けい太たが憂ゆう鬱うつそうにそんな話題を切り出してきたのは、実に五回目の実じつ況きよう収録前のことだった。

　オレも彼も互たがいに決して社交的とは言えない性格だが、流石さすがに二人きりの部屋で四回も楽しく濃のう密みつなゲーム体験をすれば、相応に打ち解けるものらしい。

　オレは台所でインスタントコーヒーを淹いれつつ、苦笑いで気安く返す。

「イヤそうだな、景太」

　彼のことを名前で呼び捨てするようになったのはいつからだったろうか。よく覚えてないが、オレは元来親しい友人のことを自然に名前呼びするタイプである。いつの間にかオレにとって雨野景太は「ただの実況パートナー」じゃなくなっていたようだ。

　とはいえ……。

「そりゃイヤですよ。ぼっちですもん。霧夜さんだって、イヤだったでしょう？」

　彼の側は依い然ぜんとしてオレのことを名字呼びなのだが。正直少し寂さびしい気がしないでもないが、こんな私的な相談を切り出してくれるあたり、彼は彼なりにオレへ心を開いてくれているようだ。そこは進歩と見ていいだろう。

　だからオレも、本当なら彼の相談に真しん摯しにのってあげたいところなのだが……。

「（変に思い出話すると、性別バレの可能性出てくるからなぁ……）」

　以前雑談の中で高校時代の思い出を語った際、不用意に「スクール水着の身体を締しめ付けるような着き心地ごこちが苦手だった」という話をしてしまい、彼にキョトンとされてしまったことがある。それ以降、オレは少し過か剰じようなぐらいにこの手の過去話には細心の注意を払はらっているわけで。…………また変態性せい癖へき扱あつかいされるのもイヤだしな。

　オレはボロを出すまいと、笑顔で、いつも通りに彼の話をかわした。

「どうだったかな。高校時代のことなんて、オレはもう忘れたよ」

「いやいや、そんなに前のことじゃないでしょう。ずるいなぁ、霧夜さんは。相変わらず、自分のことは殆ほとんど語らないんだから。年下の男子を自宅に連れ込む趣しゆ味みがあることと、スクール水着が好きなこと以外」

「キミの中でのオレのキャラやばいな」

「それがイヤなら、もう少し思い出話して下さいよ。ぼっちの先せん輩ぱいとして」

　不満そうに頰ほおを膨ふくらませる景太。

「だから、オレはキミと違ちがってそんなにぼっちじゃないんだって」

　オレはクスクスと笑いながらマグカップを二つ手に取ると、片方を自分の定位置たるパソコンデスクに、もう片方を、彼が足を突つっ込んでいる炬燵こたつテーブルへと置いた。ちなみにこの炬燵は前回の実況収録前に押し入れから引っ張り出したものだ。おかげで、前回は炬燵初体験の景太のテンションが無む駄だに高く、ゲーム実況じゃなくて殆ど「雨野景太、初めての炬燵実況」になってしまった。……しかしこれがまた視し聴ちよう者に「斬ざん新しん」と評判がいいものだから、オレはもう、ゲーム実況というものがよく分からんよ……。

「ありがとうございます。いただきます」

　景太は感謝を述べつつマグカップをそっと手に取ると、猫ねこ舌じたなのか一いつ生しよう懸けん命めい中身をふーふーと冷ましにかかった。頰を目め一いつ杯ぱい膨らませては息を吹ふくその姿があまりに子供っぽくて、オレは思わずニヤニヤと見守ってしまう。と、景太はそれに気がついた様子で、照れくさそうに話題を元に戻もどしてきた。

「とにかく、修学旅行ですよ、修学旅行。ああ、班に恵めぐまれたらいいけどなぁ……」

「あれ？　たしかキミ、一人だけクラスに友達と呼べる人間がいるんじゃ？」

　デスクチェアに腰こし掛かけ、足を組み、コーヒーを啜すすりながら訊たずね返すオレ。

　景太はなにやら曖あい昧まいな物言いで返してきた。

「いるにはいるんですが……どうでしょう。彼、人気者ですから」

「ああ、同じ班に入れる確証がないと？　……じゃあもう、開き直って一人で孤こ高こうに楽しめばいいじゃないか。楽しい旅行の空気なんて、自分で作ればいいだろ」

　オレの言葉に、景太はマグカップを両手で持ったまま、大きく感かん銘めいを受けたように瞳ひとみを潤うるませる。

「……霧夜さんは相変わらず、漢字の漢と書く方のオトコですね。ぼっち界の希望だ」

「いや、だから、オレはそもそもキミみたいなぼっちじゃ──」

「よし、霧夜さんにはぼっち界の最上級たる称しよう号ごう『だいだらぼっち』を贈おくりましょう」

「いらない。そしてそれは最も早はやぼっちとは違う存在だ」

「……年下の男の子とスクール水着が大好きなだいだらぼっち」

「オレを依より代しろに規格外のイロモノキャラを召しよう喚かんするな」

「おっと、じゃ、そろそろゲームしましょうか、ダイダラさん」

「勝手にオレのあだ名変えるな。オレは、《とらばさみ》だから」

「そのあだ名も充じゆう分ぶんどうかと思いますけどね」

　景太が苦笑するのを横目に、オレはノロノロと、ようやくゲームのセッティングを始めた。……どうも日に日にゲーム実況より「雑談」の時間が延びている気がする。

　さて、なにはともあれ、ゲームだ。今日彼にやって貰もらうのは、推理アドベンチャーゲームである。テキスト主体のゲームは決して実況向きの素材とは言えないし、自分ではまず実況しないジャンルだが、雨野景太の実況適性は色々試してみたかった。

「よし、これでＯＫ」

　ゲームの起動を確認すると同時に、オレはパソコンを操作し録画を開始。そのまま、実況のためマグカップを持って炬燵の方へと移動した。

「失礼」

　景太と横並びになるカタチで狭せまい炬燵へと入る。自然と彼とは肩かたや肘ひじ、腰こしが多少触ふれ合うことになってしまい、オレは少しだけそわそわしてしまった。

「（こんなちんちくりん相手に、何を緊きん張ちようしてんだか……）」

　碧あおがしょっちゅう「男子高校生を部屋に連れ込むなんて汚けがらわしい」的な批判をぶつけてくるせいで、最近は逆に意識させられて仕方ない。……と。

「えっと、その、もうこれ、始めていいんでしょうか、きり──トラさん？」

　タイトル画面が表示されてもなおぼんやりしていたオレに、景太が不思議そうに訊ねてくる。オレは「あ、ああ、ごめん」とそれに応じると、こほんと咳せき払ばらいして──テンションを切り替かえた。

「はいっ、というわけで今回プレイするのはこちらのタイトル！　『ワンガンコンパ』！」

「毎度のことですが、なんなんですかその、トラさんのギアチェンジは。あれですか。ハンドル握にぎると人格変わる、みたいなことなんでしょうか、それ」

　オレの実況モードに未いまだ動どう揺ようを隠かくせない景太。まあそりゃ、今まさに全世界に向けた実況動画を絶賛撮さつ影えい中であることを知らなければ、そういうリアクションにもなるだろう。仕方ない。とはいえ、彼のこういうリアクションも、今や売りの一つである。

　というわけで、オレはオレで、いつものように進行を続けさせて貰った。

「こちらのゲーム、ジライヤはプレイしたことあるのかな？」

「いえ、初めてですね。タイトルぐらいは聞いたことあったんですが……」

「なら丁ちよう度ど良かった。このゲームは、推理アドベンチャーだからね。プレイ済みではリアクションに全く期待できなかったから、ホント良かった。いやマジで」

「なんでそんな必死なんですかトラさん。僕のリアクションに、一体何がかかっていると言うんですか」

「（実況者としての）オレの信しん頼らいと名めい誉よと絆きずな」

「ことのほか重かった！　え、なにがどうしてそんな状じよう況きように!?」

「ほら、そんなことより、ゲームの話しようぜジライヤ」

「そんなことよりって。……いやいいですけどね、もう、別に」

　既すでに何度も繰くり返しているやりとりなので、割合あっさり引き下がる景太。

　オレはゲームの説明を再開させた。

「『ワンガンコンパ』は、その名の通り、湾わん岸がん沿いの居酒屋で男女がコンパするゲームだ」

「確かにタイトル通りの内容ですが、なんだろう、このガッカリ感」

「しかしそのコンパ会場に謎なぞの黒幕『モロクマ』が現れたことで、事態は急変する」

「お、仄ほのかにサイコスリラー作品の香かおりが──」

「キャッキャウフフの楽しい王様ゲームが始まってしまったのだ！」

「──一いつ瞬しゆん漂ただよってすぐ消えましたね」

「果たして、主人公の『超ちよう絶ぜつ倫りん太た郎ろう』は激しい『ハズレ女押しつけサバイバル』を生き残り、無事、可愛い女の子を『お持ち帰り』できるのか！」

「主人公の名前どうした。ナ○ワ金きん融ゆう道の世界の住人か何かですか？」

「そして、この王様ゲームに隠された驚きよう愕がくすべき真の目的とは！」

「お、ここに来て少しだけ僕の興味を引く謎が提示され──」

「この世界の政府が推すい奨しようする『出生率向上プロジェクト』との関連性とは!?」

「──既に概おおむね解けた気がします」

「意外な『モロクマ』の正体とは！」

「おそらく公務員さんでしょうね……」

「まだ火曜日なのに、早朝五時にまで及およぶ壮そう絶ぜつ居酒屋バトルを見み逃のがすな！」

「おっと、今度は仄かに『帰りまテン』の香りまで漂い始めたぞ」

「────居酒屋を出たその先に広がる未来は、果たして、希望か、絶望か」

「いえ出勤か、通学でしょう」

「というわけで、さて、そろそろ始めていこうか、ジライヤ！」

「僕、こんなにもテーマや結末に興味の持てないアドベンチャーゲームするの初めてですよ！」

　ツッコミながらも、ちゃんとスタートボタンを押してくれる景太。

　画面の中では、主人公のモノローグによる状況説明と一通りのキャラ紹しよう介かいがテンポ良く行われていく。景太は少しだけ感心した様子で「へぇ」と声をあげた。

「確かにテーマこそ最低でしたけど、いざ始めてみると、キャラの台詞せりふやモノローグがイチイチ面おも白しろくていいですね」

「そりゃそうだ。ゲームは理由もなく売れたりしないさ」

「ですね。……っと、あれ、女性キャラと会話してたら、なんか突とつ然ぜん《言げん質ち》とかいうものを手に入れたと言われたんですが……」

「ああ、それはこの後のメインパート──《卓たつ球きゆう裁判》で使われるものだよ」

「卓球!?　え、これスポーツゲームだったんですか!?」

「いや違う。違うけど、卓球はするんだ。しかるべきタイミングで。別室移動して」

「ええ!?　あの、僕知らなかったんですけど、合コンって、卓球するものなんですか？」

　そう訊きかれても、オレも実際合コンなんざ行ったことないから知らない。が……景太の何か期待するような視線を受け、オレはついつい、テキトーに応対してしまった。

「お、おう。まあ……最近はそういうのも、結構、ある、かな、うん」

「え、マジですか。そうかぁ……まあ確かに、ボードゲームカフェとか繁はん盛じようするご時世ですもんね。卓球ぐらい、リア充じゆうなら普ふ通つうにするのか……」

「あ、ああ」

　目を逸そらしながら応じるオレ。……ああ、動画になったら、この辺のやりとりに、なんてコメント流れるんだろう……。なんとなく、景太より、オレ側が笑われてる気がする。……後でカットしとくか。

　オレがしょーもない算段を立てていると、景太がゲームを進めつつ更さらに訊ねてきた。

「えっと、一応卓球については分かりましたけど、裁判っていうのは……？」

「ああ、それは別にガチの裁判やるわけじゃないよ。ただ、狙ねらった女の子と一対一で卓球しながら質疑応答を繰り返すくだりを、《卓球裁判》と表現しているんだ」

「へぇ……で、この《言質》っていうのは、その時に使うと？」

「ああ。卓球時に相手が吐はく言葉と、この《吞のみパート》で収集した《言質》に矛む盾じゆんが見られた場合、ピンポン玉を模した《言質》をスマッシュして相手の発言を打ち抜ぬくんだ」

「なるほど、言葉のラリーを卓球というカタチで可視化しているんですね。斬新だ」

「基本的にはその繰り返しのゲームだな。《言質》の収集と《卓球裁判》。で、《卓球裁判》でハズレの女の子……このゲームでは《ドブ》と呼ぶのだが」

「この女性プレイヤー好感度を完全に切り捨てた最低さ、逆に清すが々すがしいレベルだ」

「とにかく、この《ドブ》を完かん膚ぷなきまでに打ちのめせば、彼女は主人公以外の他の男と帰宅となり、超絶倫太郎は晴れて再び可愛い女の子……《ジョーダマ》の攻こう略りやく作業へと戻れるというわけだ」

「僕、ゲームオーバーにしたいですこの主人公。軽く車に撥はねられたらいいのに」

「気持ちは分かるが、実際やると抜ばつ群ぐんのセンス[image: ]ほとばしるテキストやトリッキーな展開が超面白いゲームだから、ちゃんと進めてやってくれ。なんだかんだ意外と愛せるぜ、倫太郎」

「まあ……テキストが面白いのは確かに認めますけどね……」

　そう言って渋しぶ々しぶゲームを進める景太だが、その数秒後には、「モロクマ」の繰り出す露ろ骨こつなパロディネタにくすっと笑ってしまっていた。

　順調に《吞みパート》を読み進めていく景太。ちなみに今作は第一章だけなら録画配信が公式に許可されているため、アドベンチャーと言えどネタバレにそこまで気を遣つかう必要はない。実にありがたい状況だが、個人的には「非公式のゲーム実況だからこそ踏ふみ込める領域」というものもそれはそれで愛しているため、別にクリーンな実況者転向を見み越こしてのゲームチョイスなどでは断じてない。……誰だれに言い訳しているのか分からないが。

「おっと、いよいよ例の《卓球裁判》モードですか」

　オレがぼんやりしている間にも景太は滞とどこおりなくゲームを進め、本作の目玉たるパートへと辿たどり着いていた。

　チュートリアルを参照し、いざ《卓球裁判》へと臨のぞむ景太。

　今回の敵たるアレな女の子……《ドブ》による、主人公へのアピールワードを乗せたピンポン球が次々と画面手前側へ打ち込まれる。

「ああ、なんか暑いですねぇ」「一枚脱ぬいじゃおうかなぁ」「あれぇ、超絶さんって、結構筋肉あるんですねぇ」「やだぁ、たくましいー」「なんだか、そろそろ外出たいかなぁ、私」「本格的に酔よってきちゃったかも、私……」

　それらの言葉が乗ったピンポン球を、アクションゲーム的にぽんぽん返していく景太。が、一通り言葉が出そろった時点で、また《ドブ》の台詞が一からループし始めた。

　オレは解説する。

「今の発言群の中で、『この言葉はおかしい』っていうものに対して、事前に収集した対応する《言質》をぶつけることで《スマッシュ》……つまりポイントとなるんだ」

「なるほど。となるとこれは……」

　景太はそう呟つぶやくと、カーソルを操作して今回用もちいると思おぼしき《言質》……《店員が間ま違ちがえて女子にノンアル飲料を運んでいた》を選せん択たく。

　それを、《ドブ》の証言である「本格的に酔ってきちゃったかも、私……」にぶつけた。瞬しゆん間かん、主人公たる超絶倫太郎が叫さけぶ。

『それはちゃうでぇ！』

「なにこの急な関西弁！」

　景太がツッコむ。実際この超絶倫太郎、チャラいとはいえ基本的に標準語の青年だからこの台詞の違い和わ感かんはハンパない。ハンパないが……。

「倫太郎は高こう揚ようすると大おお阪さか人の血がうずく設定なんだよ」

「ああ、大阪出身なんですね、主人公」

「いや本当の出身はポルトガルだし、関西圏けんに住んだ経験もないんだけどさ」

「なんなの主人公！　キャラがごちゃつきすぎているにも程ほどがあるよ！」

　そう言いながらも、しかしゲーム性自体は面白かったらしく、それ以降も楽しげに《卓球裁判》を進めていく景太。彼は何度か《スマッシュ》を放ったところで、ゲーム画面を見つめたままぽつりと漏もらしてきた。

「……たまに思いますよね。現実にも、選せん択たく肢しが表示されたらいいのにって」

「なんだ急に。ラノベの設定みたいなこと言い出して」

「いや、現実って自由度が凄すさまじい分、常に膨ぼう大だいな選択肢が突つきつけられているようなもんじゃないですか」

「まあな。確かに。このゲームも、難易度を上げると選択肢に入る《言質》の数が増加して、よりプレイヤーに思考を促うながすようになるからな。選択肢が多いっていうのは、自由である分、難易度が高いってことでもあるのかもしれない」

「ですよね……」

　そう応じて力なく笑う景太。オレにはその意味がよく分からず、曖あい昧まいに微笑ほほえんでコーヒーを一口呷あおった。と、次の瞬間──




「……愛するカノジョさんと僕がどう接すべきかも、選択肢形式で出てくれないかなぁ」




「ぶほぉっ!?」

　──彼の口から発せられた驚おどろくべき言葉に、オレは思わずコーヒーを噴ふき出してしまう。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「だ、大丈夫、大丈夫。……大丈夫だけど……」

　幸いにしてコーヒーは炬燵こたつ布ぶ団とんやマイクには飛ばず、テーブル部分をティッシュでさっと拭ぬぐっただけで片付いてくれた。

　が……問題は、そこじゃない。

　景太がゲームの進行を一いつ旦たん止める中、オレは濡ぬれ布ぶ巾きんで仕上げの掃そう除じをしつつ、動どう揺ようで目を泳がせながらも彼へと訊たずねた。

「え……え？　あの……つかぬことをお訊きしますが……雨野景太さんや」

「え、なんですか急に改まって。ゲーム中なのに本名呼びだし」

「いや、ここは完全にカットする予定だからいいんだ」

「カット？」

「なんでもない。そんなことより……雨野景太。お前ってその……」

　オレはテーブルを無む駄だに何度も水みず拭ぶきしながらも、できるだけ平静を装って……しかし隠かくしきれない唇くちびるの震ふるえとともに、切り出す。

「その……か、カノジョが、いるのか？」

　オレの、その、一世一代の、質問に。

　雨野景太は……とてつもなくあっけらかんと応じてきた。




「あ、はい、いますよ。超美人の、僕にはもったいないカノジョさんが」




「────マジか……」

　オレは呆ぼう然ぜんとしながらも、フラフラと幽ゆう鬼きの如ごとき足取りで台所に向かうと、布巾をジャブジャブと水でゆすぎながら高速で思考した。

「（え、なにこれ、どういうこと？　なんでコイツ典型的な《ぼっちキャラ》のクセしてカノジョとかいんの？　おかしくない？　いやそれ以上に……）」

　オレ、何でこんなバクバクと心臓が脈打ってんの？　…………。…………。

「（……あ、ああ、そうか。こ、これもアレだな。以前碧から受けた忠告のせいだ。そうだそうだ）」

　オレはこの不安の具体的な「原因」を思い出して、少しだけ安あん堵どした。

　水を止め、布巾をかたく絞しぼる。

「（女子大学生が、男子高校生を自宅に連れ込むという構図は……相手がカノジョ持ちだった場合、かなりヤバいじゃないか、修しゆ羅ら場ばもありうるぞ、という話だったな）」

　しかしその忠告を受けた時、オレは「あの雨野景太」にカノジョなどいるはずがない、と碧の言葉を一いつ蹴しゆうしてしまったわけだが……。

　どうやらそれは、大きな間違いだったらしい。

　オレは布巾を干しながら、今はティッシュで軽く濡れたテーブルを乾から拭ぶきしてくれている雨野景太に切り出した。

「えっと、お前のそのカノジョ話だけど……の、脳内の話とかじゃ、ないよな？」

「サラリと酷ひどい嫌けん疑ぎをかけますね。僕、そんなこじらせた人間に見えますか？」

「かなり」

「ですね。言ってから、僕ならやりかねないとは思いました」

「だったら……」

「ただ、今回言っているカノジョさんは、本当に現実の話です。だからこそ、こうして接し方とかをガチで悩なやんでいるわけですし」

「だ、だよな……」

　オレは布巾を干し終えると、雨野景太と密着する炬燵こたつに戻──らずに、パソコンデスク前のチェアに腰こし掛かけた。景太が不思議そうに訊ねてくる。

「あれ？　どうしました？　一いつ緒しよにゲーム再開しないんですか？」

「え？　ああ、いや、その……あ、あんまりくっつくのも、どうかと、な……」

「ええ？　きゅ、急になんですかそれ、地味にショックなんですけど……」

　お得意の被ひ害がい妄もう想そうで自分を「キモい」扱あつかいでもされたと思い込んでいるのか、肩かたを落とす景太。オレは慌あわててフォローする。

「いや、違ちがうから。キモいとか不快だからとかじゃないから。マジで。マジで」

「その必死さが逆に心にキますよ！」

「というか、むしろそんなにオレ側がイヤじゃないのが、問題というか……」

「え？　な、なんですか霧夜さん。まさか霧夜さんってそっち系の……」

「違う、オレはノーマルだ。しかしノーマルだからこそ、余計に問題というかだな……」

「？　話が全く見えないんですが……」

「……ある意味オレもだよ」

　やれやれとため息を吐つき、そのままデスクチェアの背もたれへと、仰のけ反ぞるようにして体重を預けるオレ。

　景太がゲームの手を止めたまま、訊ねてくる。

「僕……もしかして、ここに遊びに来るの、迷めい惑わくだったり……します？」

「え？」

　その質問にオレは思わず体勢を戻もどし、景太に向き直る。と、彼はその無む垢くな瞳ひとみに溢あふれんばかりの不安を湛たたえていた。途と端たんに、オレの胸がキリリと痛む。

「（こっちの都合で誘さそって、こっちの不ふ手て際ぎわで確認を怠おこたり、最後にはこっちの事情で迷惑がるとか……一体何様なんだよ、オレは）」

　自分という人間の小ささがほとほとイヤになる。

　オレは……一つ息を吐はくと、次の瞬間にはいつもの、大学生としての余よ裕ゆうに満ちた笑顔で景太に応じてやった。

「んなわけないだろ。ったく、景太のすぐそうやって自分への自信を著いちじるしくなくすところ、どうかと思うぞ」

「え、あ、すいません……」

「つーか逆に、なんで、オレにとって景太が迷惑だと思うわけ？」

「それは……その……えっと…………具体的な理由はないんですけど……」

　申し訳なさそうに目を伏ふせる景太。

　そんな彼の姿に、オレは……オレは、いい加減腹をくくると、椅い子すから立ち上がり、そのまま勢いよく彼の隣となりにどすんと腰を下ろした。そうして、彼に肩や尻しりが密着するのも構わずに炬燵布団へと足を潜もぐり込ませると、景太に向かって、笑顔で語りかける。

「オレがお前を迷惑に思う理由なんか、あるはずないだろ。ほら、そんなことよりゲーム、いい加減先に進めようぜ。な？　ジライヤ」

「…………はい。そうですね。分かりました、トラさん」

　オレの確信を伴ともなった言葉と表情に、景太がようやく安心した様子でにっこりと笑って応じてきた。そうして彼は、改めて、楽しげに『ワンガンコンパ』を再開させる。

　オレはそんな彼の横顔を見つめながら、一人、改めて決意を固める。

「（こうなった以上、オレの性別の秘密だけは、死んでも守り通そう。それはもう……オレだけのためじゃない。景太のためにも……そして、景太の、交際相手のためにも）」

　正直これまでは「バレたらバレたで仕方ないか」ぐらいの気持ちでいたが、ここからは本気だ。オレのことはどうでもいいが、彼の……彼らの幸せを壊こわすわけにはいかない。だからこそ、オレが女性だとバレるような要素は端から潰つぶしてかかるべき──

「あ、ところで霧夜さん、ついでに今日ずっと気になってたこと訊ききたいんですが……」

「ん？　なにかな？　え、遠えん慮りよせずどんどん訊いてくれよ。オレとお前の間に、隠し事なんてないんだからさ！」

「そうですか？　じゃあ思い切って訊きますけど……」

　と、景太が、ゲーム画面に集中したままで、ひょいと左手人差し指を部屋の隅すみへと向けつつ、軽い調子で訊ねてきた。




「今日ずっとあそこに落ちている、女性モノの下着らしき物体は一体……」




「!?」

　ギョッとして見ると、部屋の隅には確かに女性モノの……というかオレの、色気もクソもない着け心地ごこち重視のスポーツブラが無造作にぺこんと落ちていた。

「（はぁぁぁぁぁぁああああ!?　なんで!?　洗せん濯たくカゴからでも落ちたのか!?　今までそんなことなかったのに!?　ど、どうして今日に限って……！）」

　オレは一人、羞しゆう恥ちやらなにやらで大混乱に陥おちいりながらも、それでも必死に頭をフル回転させ、なんとか彼に言い訳を試みる。

「え、えーと……あれは……い、一見ブラに見えるけど、実は膝ひざサポーターで──」
















『それはちゃうでぇ！』

「ひぃっ!?」

　突とつ然ぜんの激しい関西弁ツッコミに怯おびえるオレ。が、見ればそれはゲーム画面の中で発されたものだった。

　景太がゲームに集中しながらも、一いつ瞬しゆんちらりとこちらを窺うかがって、あははと笑う。

「ははっ、モノマネ上手うまいですねトラさん！」

「……え？」

「その顔に汗あせをだくだく搔かいて、追おい詰つめられた感じの表情……『ワンガンコンパ』で追い詰められる《ドブ》そっくりですよ！　流石さすがですね！」

「え……あ、うん、だろう？　ふ、ふふ、オレ、モノマネには結構自信があるんだよ」

　言いながら、よっこらせと実に自然な動作で炬燵から出て、ぺたぺたと部屋の隅に行き、そのまま、景太からはブラを自身の体で隠すようにして回収──

「それはそうと、膝サポーターではないですよね、それ」

「────」

　──しかけたところで、オレの動きが止まった。

　……背中に彼の鋭するどい視線を感じる。

「質感が、明らかにそういうのではないです。というか……ぶっちゃけ九く分ぶ九く厘りん女性用下着だとは思ってたんですよ。その上で、なぜ、女性の下着があるのか、訊きたかっただけなんですけどね……。ふふ……おかしな言い訳するんだものなぁ、トラさん……」

「…………」

　額に脂あぶら汗あせが滲にじみ始める。……分かる。背後に、とてつもなく邪じや悪あくな目をした男子高校生がいるのが、手に取るように分かる。まあ、同時にそれがオレの被害妄想故ゆえの誇こ大だい妄想であることも分かっているのだが、それにしたって、なんだ、こいつは。普ふ段だんただの純情鈍どん感かん少年のくせに、どうして、こんなイヤなタイミングでだけ冴さえ渡わたるのか。

　ゲーム画面から《ドブ》が追い詰められるクライマックスのＢＧＭが流れる中、オレは……オレは、一大決心をすると、ブラを堂々とつまみあげて、彼の方へと向けた。

「バレちゃあしょうがないな。これは……そう、隣りん人じんの美人女子大生、碧のなのさ！」

「ふぇ!?」

　今度は景太の方が動どう揺ようする番だった。彼は頰ほおをほんのり染めつつ、ゲームの手を止めてオレの方を見つめてくる。

「碧さんって……直接喋しやべったことはないですけど、僕もたまーにお見かけする、あの、浮うき世離ばなれしたお嬢じよう様さまっぽい超ちよう美人なお知り合いさんのことですよね？」

「そう、その碧のブラだ。ほぅら、よぉく見ていいんだぞ、景太」

「み、見ませんよ！」

　初心うぶなリアクションで慌ててぷいっと視線を逸そらす景太。よし……これで、ブラを必要以上に観察されずにすむ。……とてもじゃないが碧の豊満なバストが収まるようなサイズじゃないことが、バレずにすむ。

　オレがブラをそそくさとクローゼットの中へと押し込んでいると、景太は顔を真っ赤にしながら、あわあわと訊たずねてきた。

「で、でもそれがここにあるってことは……その……碧さんと霧夜さんって……」

「おいおい、それ以上は……野や暮ぼってもんだろ。言わせんな」

　オレは頰を搔いて照れ笑いを見せる。と、景太は「ほ、ほへぇー……」とどこか感心した様子を見せてきた。

「……そんなことサラリと言えるなんて……大学生ともなると、大人ですねぇ……」

「あ、ああ。だろ？　とはいえ、モノは女のブラだからな。さっきは恥はずかしくて思わず噓うそついちまったんだよ。悪かったな、景太」

「あ、ああ、そうでしたか。いえ、こちらこそ、妙みように切り込んで申し訳ありませんでした。なんというか僕的には……『男友達と悪ふざけで買ってさ～』的な笑い話に発展するものだとばかり思っていまして……まさかガチでアダルトな案件だったとは……」

「ぐ……」

　しまった！　噓をつくにしても、明らかにそちらの方面の方が後々楽そうだったじゃないか！　なんで碧を巻き込んだんだよオレ！　もう今いま更さらだけど！

　なにはともあれ、景太はそれ以上下着話題に食い下がることもなく、ゲームを再開させた。いよいよ《切り捨て》のシーンだ。これまで出そろった情報を纏まとめて、《ドブ》の誘ゆう惑わくをバッサリと切った上で完かん膚ぷなきまでに相手を凹へこますという、概がい要ようだけなら本当に「クズ」としか言いようがない行こう為いに及およぶクライマックス。

　オレは景太がゲームをする様子をぼんやり無言で見守りながら、心の中で嘆たん息そくする。

「（動画に使える会話、今回少なすぎだろう……お蔵入りかな今回は……）」

　まあ、それでもブラのミスを乗り切れただけ良しとしよう。と……。

『これが貴様の正体じゃぼけぇ！』

『ひぎぃぃぃぃぃぃぃぃいいい！』

　画面の中では超絶倫太郎が《ドブ》相手に凄すさまじい勢いで啖たん呵かを切り、《ドブ》が泡あわを吹ふいて悶もん絶ぜつしていた。

　敵を追い詰めるゲーム部分がほぼほぼ終わったところで、景太が画面を見つめて苦笑しながら感想を漏もらす。

「最初の印象では主人公に全く乗れませんでしたが……いざやってみると、意外と話が練り込まれていて面おも白しろいですね、これ。まさか相手の《ドブ》が、主人公以上にクズいヤツだったとは……」

「ああ、その辺上手いよなこのゲーム。実際主人公は終始小悪党なんだけど、最終的には《ドブ》側のとんでもなくドス黒い背景が暴かれるから、結果として巨きよ悪あくたる《ドブ》を小悪党主人公が追い詰めた時に妙な爽そう快かい感があるという」

「まさか今回の《ドブ》が、会社の金を横おう領りようしていたとは……」

「吞のみの席でそんな巨悪が急に暴かれる、というのも、意外性あっていいよな」

「ですね。そうそう、意外性と言えば、この《ドブ》が実は《男性》だったという部分もかなりの衝しよう撃げきでしたね！　ま、こんな性別勘かん違ちがいが成立するあたり、フィクションだなって思いますけど。現実ではそうそう相手の性別を間違えたりしませんよね！」

「そ、ソウダネ……」

　そっと目を逸らすオレ。……こいつわざとやってんの？

　ゲーム画面に《第一章終しゆう了りよう》と表示され、景太はコントローラーを置くと、無む邪じや気きな笑顔で続けてきた。

「まあ、その直後の、主人公の《俺としてはそれはそれで別にいいんだけどさ》という意外な大物発言にも度ど肝ぎもを抜ぬかれましたが」

「ああ、超絶倫太郎は知れば知るほど不思議な主人公だからな……」

　ネタバレになるが、最終話ではこの男、実は史上最強の連続殺さつ人じん鬼きだった美人女性を凄まじい推理で追い詰めに追い詰めた上で……結局お持ち帰りするという、驚きよう愕がくの決断を下す。そしてその直後に、畳たたみかけるような「ハッピーエンド」表示。……正直初めてこのエンディングを迎むかえた時には、この開発陣じん本気で頭おかしいんじゃねえのと思ったものの、同時に、大いに笑わせて貰もらったものだ。

　ゲームの片付けをしながら、オレはぼんやりと考える。

　こういう意外なクリーンヒット作品に出会える瞬しゆん間かんがあるから、オレはゲームが──

「こういう意外なクリーンヒット作品に出会える瞬間があるから、ゲームはやめられないんですよね！」

「……へ？」

　いままさに自分が考えていたことを先に言われ、オレは思わず景太へ振ふり返る。

　と、彼は……本当に無邪気に、喜びに満ちた笑顔で、オレに感謝を述べてきた。

「今日もありがとうございましたっ、霧夜さん！　僕、霧夜さんとこうして新しいゲーム体験をさせて頂ける時間が本当に幸せで、最近はいつも楽しみで仕方ないですよ！」

　その、瞬間のことだった。

　オレの胸に……妙な痛みが走ったのは。

「……そ、そうか。オレもだよ、景太」

　オレは景太にそう微び笑しようを返した後、ゲームの片付けをするフリをしながら、自らの胸むな元もとをぎゅうっと押さえる。

「（このオレに……オレなんかに、景太から、こんな笑顔を向けて貰う資格が、あるのか？　こんな……自分の名めい誉よのために彼を騙だまして……あまつさえ、自分の性別を偽いつわることで、彼に、その幸せな交際を一いつ瞬しゆんで壊こわしかねない巨きよ大だいな爆ばく弾だんを抱かかえさせてるオレに……）」

　最初はただ、彼を利用できればいいと思っていた。

　それこそ、『ワンガンコンパ』の《ドブ》と同じだった。あの時のオレは。

　たとえ景太にカノジョがいたところで、別に関係ないと……テキトーに誤ご魔ま化かせるだろうと、軽く考えていた。

　だって、事実として、オレと景太の間には、何もないのだから。今だってそれは変わらない。変わらない、はずなのに。

　なのに……。

「（……そうか……景太はもう……少なくとも、オレにとって『どうでもいい他人』では、なくなったのか……）」

　彼の幸せをこのオレが大きく傷つけかねない状じよう況きようにあることが、今は、たまらなく恐おそろしかった。

　彼は……もう、友人だから。……そう。オレの大切な、友人、だから。友人……。

　ゲームディスクをパッケージへと回収しながら、オレは真顔で思考を続ける。

「（……いっそのこと、性別を打ち明けて、この集まりを終わりに……）」

　そう考えるも、しかし、今度は先程とは異質な痛みが胸に走った。……勝手なものだ。大切だから守りたいのに……大切だから、手放したくない。動画に利用できるからじゃない。オレ自身……今は、彼とここでこうしてゲームをして遊ぶのが、ただただ、楽しいのだ。そこに邪よこしまな気持ちなど一切ない。そしてそれは……彼側だって同じだろう。

　オレは帰りの身み支じ度たくを整え始めた景太をぼんやり見つめ……そうして、結局は、いつもの結論に落ち着く。

「（ま、結局は『バレなきゃいい』の一言に尽つきるよな……）」

　誰だれもが幸せな展開はそれしかない。浮うわ気きの言い訳じみてきているが、実際問題として、オレ達にやましいことはないわけで。……今のところ。

「（いや『今のところ』ってなんだよオレ！　今後もないし！）」

「？　どうしました、霧夜さん。ヘッドバンキングの練習ですか？」

「い、いや、なんでもない。ああ、例の如ごとくオレも一いつ緒しよに出るよ、景太」

「あ、はい、分かりました。じゃ、玄げん関かんで靴くつ履はいて待ってますね」

「あ、ああ、悪いな」

　トテトテと玄関に向けて歩いて行く雨野景太の背を眺ながめながら、オレは一人、大きくため息を吐つく。

「ま、今後どうするにせよ、全員の幸せのためにも、オレの『噓』はできるだけ隠かくし通さないとだよな」

　罪悪感にうだうだ悩なやむのはまた今度だ。ゲーマー的観点から見て、この状況の最適解が「バレない」であることは間違いない。ＲＴＡへの挑ちよう戦せんと同じだ。たとえ分ぶの悪い賭かけを使うルートだろうと、それで最善の結果が出せるならば、日和ひよらずに挑いどむべきである。

　ま、ＲＴＡと違ちがって、現実はやり直しがきかないのが唯ゆい一いつにして最大の問題だが……。

「霧夜さーん、準備まだですかー？」

「あ、ああ、悪わりぃ、すぐ行く！」

　オレは思考を中断すると、慌あわててダウンを羽織り、景太の待つ玄関へと急いだのだった。




『あ』

　景太と二人、連れだって最寄りのコンビニの駐ちゆう車しや場じようまで来たところで、オレ達は実に間の悪い帰宅途と中ちゆうの人物とばったり出くわしてしまった。

「あ、碧……」

　景太に妙な噓をついた直後であるため、いつもは気安く接するゆるふわ系お嬢様大学生相手に著しく緊きん張ちようするオレ。

　と、碧は碧で、珍めずらしくその表情を強こわばらせていた。

「歩さん、と……」

　オレの隣となりにいる男子高校生に視線をやる碧。と、景太は景太で、一応は初対面の女性……しかも先程オレから変な噓（オレとただならぬ関係らしいと）を聞かされたことも手伝って、いつも以上にカチコチになりながら碧に頭を下げていた。

「ああ、あ、あ、雨野景太です！　お、お、音おと吹ぶき高校二年Ｆ組、十七歳です！」

「あ、はい、これはご丁てい寧ねいに。わたくしは彩さい家け碧と申しまして、霧夜さんと同じ──」

「は、はいっ、お噂うわさはかねがね！　よ、よろしくお願い致いたします！」

「え、ええ、こちらこそ」

　そう言って、ぎこちないながら挨あい拶さつの握あく手しゆを交わす二人。

　なんとなくオレがホッと胸をなで下ろしたのも束つかの間……相変わらず雨野景太はテンパッた様子で「いらんこと」を喋しやべり始めた。

「えとえと、僕、その、トラさん……じゃなくて、きき、霧夜さんには、日ひ頃ごろから、色々お世話になっておりまして……」

「へ、へぇ……色々お世話に、ですか……？」

　スッと目を細め、ドス黒いオーラを発し始める碧。……明らかに良からぬ想像をしている様子だ。オレは大きくため息を吐くと、碧に言い訳を試みる。

「いや、碧、色々っていうのは、あくまでゲームのことで……」

　と、そこまで言ったところで、何を思ったのか突とつ如じよ、雨野景太が喰くい気味にフォローを入れてきた。

「は、はい、勿もち論ろんそうなんです！　霧夜さんの愛するカノジョさんにご心配をおかけするようなことは何一つございませんので、そこは、どうぞご安心を！」

「……は？　歩さんの……か、カノジョ……さん？　え、貴方あなた、一体何の話を……」

　話がまるで見えない様子でぽかんとする碧。それを見て不思議そうに首を傾かしげる景太。……これはまずい。

　オレは慌てて……碧の肩かたをぐいっと引き寄せると、景太に見せつけるように彼女と密着しながら取り繕つくろった。

「ははっ、はっ、碧は照れ屋さんだなぁ、まったく！」

「ちょ、歩さん!?」

　途と端たんに目を白黒させながら、同時に頰ほおも激しく赤らめる碧。む、なんだかよく分からないが、良いリアクションだ。まるで本当にオレに惚ほれている女子みたいだ。

　オレは碧の肩をしっかりと抱だきながら、景太に切り出した。

「というわけで悪いな、景太。オレは碧とコンビニ寄って帰るから、ここで解散だ」

「あ、はい、そうですよね。では、本日も楽しい時間をありがとうございました。彩家さんも、さようなら」

「え、あ、はい、さようなら……」

　妙みように礼れい儀ぎ正しい雨野景太の姿勢に、毒どく気けを抜かれた様子で応じる碧。オレ達は去りゆく彼の背を笑顔で見送りつつ、小声で素早くやりとりを交わす。

「……わたくしが、歩さんの、カノジョ、ねぇ？」

「ぐ……。まあその話はおいおい……」

「いいでしょう。まあ、概おおむね状況は察せますが」

　流石さすがは彩家のお嬢じよう様さま。親族付き合い一つとっても権けん謀ぼう術数渦うず巻まく家庭環かん境きようで育ってきた感性は伊達だてじゃないらしい。恐ろしいほどに察しが良くて助かるばかりだ。

「ま、端たん的てきに要所だけ説明するとだな。ヤツに、カノジョがいることが発覚したわけで」

「はぁ？　ほら、言わんこっちゃない……」

　そう嘆たん息そくする碧は、しかしなぜか、思ったほど不ふ機き嫌げんそうではなかった。……変な噓うそ設定に付き合わされているというのに……懐ふところの深い友人である。オレは素直に謝罪した。

「……面めん目ぼくない」

「……別にいいですよ。彼が貴女あなたを男性と勘かん違ちがいしてくれるのは、わたくしにとっても得なことですからね」

「？　なんで？」

「へ？　あ、いや、それは、そのぅ……」

　なにやら言い淀よどみ、頰を搔かく碧。オレはその意味を詳くわしく問い質ただすべく、更さらに碧へ一歩距きよ離りを──




「あっれぇ？　もういないや。おっかしいなぁ……」




　──詰つめようとしたその瞬間、突とつ然ぜん、近くから女性の大きな独り言が耳に入ってきた。

　何事かと思って二人視線を向けると、そこには……この田舎いなからしくもない、どこか垢あか抜ぬけた印象の可愛らしい女子高校生の姿が。

　友達でも探しているらしく、あたりをキョロキョロと見回す彼女。……まあ、どう考えても、オレ達とは関係なさそうだ。

　オレと碧は目を見合わせると、雑談を中断し、彼女のことは気にせず、改めてコンビニへと足を向け──




「あまのっち、見かけた気がするんだけどなぁ」




　──ようとしたところで、なにやら聞き捨てならない「あだ名」を耳にした気がして、二人、ぴたりと足を止めた。

　と、そのリアクションを目ざとく見つけたらしき女子高校生が、実に気軽な様子で「あの、すいませーん」とオレ達に声を掛かけてくる。

『は、はい？』

　と、若じやつ干かん緊張しながら振ふり返るオレ達。すると彼女は、そのギャルギャルしい見た目に似合わず、意外と礼儀正しい口調で質問を繰くり出してきた。

「突然すいません。あの、さっきここに亜あ玖ぐ璃りの手下……じゃなくて、えーと、と、友達がいた気がするんですけど、もしかして、お二人は、お知り合いですか？」

「えっと……。その、友達っていうのは……」

「あまのっち……じゃなくて、えっと、雨野景太って、言うんですけど」

『っ！』

　途端に、ぎくりと緊張するオレと碧。オレは……どうやら「アグリ」とか言うらしい女子高生に「あ、ちょっと待ってね」と断ると、碧とともにくるりと振り返り、超ちよう小声＆超高速で相談する。

「（噂をすればキタぞおい！　これヤツのカノジョじゃね？　カノジョだよな!?）」

「（お、落ち着いて下さい歩さん。この子は先程、雨野君とはお友達だと……）」

「（景太にこんな可愛い女性の友達がそういてたまるかよ！　ぼっちだぜ、あいつ！）」

「（あなたの雨野君に対する低評価はなんなのですか。実際カノジョいたでしょう、彼）」

「（だからこの子が噂のカノジョだろ絶対！　可愛いし！　すげー可愛いし！）」

「（…………。…………ふーん……）」

「（なんで急に機き嫌げんこじらせたの!?　いやそれより、この子がカノジョなら……）」

「（修しゆ羅ら場ば待ったなし、ですね。いい気味です）」

「（余よ裕ゆうぶってる場合じゃないぞ碧！　オレとお前だとどちらかと言えば、お前の方が年下男子高校生食ってそうな容姿してんだからな！　先に刺さされるのお前かもだぞ！）」

「（とばっちりにも程があります！　なんですかその容姿判断！　わたくしは──）」

「（とにかく、オレ達はなんとしてもこの場を切り抜けないといけないぞ！）」

「（はぁ……分かりましたよ。協力すればよろしいのでしょう、協力すれば）」

　碧との超高速密談を終え、オレ達はくるりと彼女を振り返ると……二人、笑顔で語り出す。

「さ、さあ？　アマノケータ？　そういう名前の子は知らないなぁ……うん」

「わ、わたくしも聞き覚えありませんね。確かに先程までこの辺に男子高校生はいましたけれど……それはわたくし達の知り合いでは、ございませんね」

　オレと碧の噓に、彼女は……特に引っかかった様子もなく「そうですかっ」と素直に納得してくれた。

「なんかすいませんでした、変なこと訊きいてしまって」

「ああ、いやいや、別になんでもないさ」

　オレは笑顔でそう返しつつ……何気ない風を装って、逆に踏ふみ込んだ質問をしてみる。

「えっと、ところでその男子高校生は、キミの……カレシさんかなんかなのかい？」

「へ？」

　途端に、キョトンとするギャル女子高校生。彼女はしばらくぽかーんとした後……なぜか突然、けたけたと、心底楽しそうに笑い出した。




「あ、あまのっちが亜玖璃のカレシさんだなんて……！　あははっ、や、やばい、ありえなさすぎて、うける！　いやいや絶対ないですから！　うちのカレシ、あんなへっぽこなキモオタじゃ、ないですから！　あまのっちが亜玖璃のカレシとか……くふふ、やばい、想像したら本格的にツボってきた……！　……うくくっ！」




『（逆にむしろ超仲良さそうだ！）』

　なにこの感じ。本人否定しているし、噓ついている感じでも全くないけれど、それが逆に、もの凄すごく親密さを感じさせるんですけど。なにこれ。どうなの。カノジョ疑ぎ惑わく、どうなの。質問したせいで余計混迷の度を深めた気がするんですけど！

　オレと碧がまるでこの「アグリちゃん」とやらと「雨野景太」の関係性を想像できずに固まっていると、彼女はひとしきり笑った後、目め尻じりに滲にじんだ涙なみだをすっと拭ぬぐった。

『（そ、それは笑いすぎの涙でいいんだよね!?　ねぇ!?）』

　一度疑い出すと、何から何まで意味深に見えてくる。実は本当はカノジョで、オレ達の浮うわ気きを勝手に察して泣いちゃったとか、そういうんじゃないよね？　ねぇ!?

　オレと碧が硬こう直ちよくする中、カノジョは「じゃあそろそろ」と切り出して背を向けてきた。

「じゃ、亜玖璃、行きますね。なんか変なこと訊いちゃって、すいませんでした」

「え、あ、ああ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫」

　ぎこちなく手を振るオレ。碧も隣で手を振る。アグリちゃんは、実にサバサバした笑みを浮うかべてきた。

「（と、とりあえず……オレと景太の関係性はバレずにすんでいるみたいだ、な？）」

　彼女と景太の関係性はさておき、この接せつ触しよく自体は問題なくやり過ごせそうである。

　オレと碧がほっと胸をなで下ろしながら見送る中、アグリちゃんは……途と中ちゆうでくるりと笑顔でこちらを振り向くと、最後に、可愛らしく舌をチロッと出しながら告げてきた。




「そうですよね！　あまのっち如ごときが、こんな『美人さんお二人』と知り合いなはず、ないですもんね！　失礼しちゃいましたぁ！　ではでは！」




『…………』

　笑顔で手を振りながら、しばらく黙だまるオレと碧。

　…………。

　…………あれ。今、何か、去り際ぎわに、とんでもないこと言われたような……。

　…………。

　…………………………!?

　そうして、オレ達は、彼女が完全に去ったところで、顔を見合わせると。

　二人すっかり青ざめながらも……思わず、全力で叫さけんでしまう。




『オレ（歩さん）が女性だって、普ふ通つうに見抜かれてた!?』




　オレの性別を一目で見破る眼がん力りきの持ち主にして、雨野景太とただならぬ関係にあるらしき謎なぞのギャル女子高校生──「アグリちゃん」。

　──オレ達の実じつ況きよう生活に、また一つ、特大の地じ雷らいが追加されたのだった。




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏み込むまで────あと五ヶ月〉








【霧きり夜や歩あゆむといかさまプレイ】






「今回ジライヤに遊んで貰もらうのはこれ！　オープンワールド系ゲームの傑けつ作さく『インフィニット』です！」

「……はぁ、そうですか」

　テンション高めのオレのゲーム実じつ況きよう導入に反して、ジライヤこと雨あま野の景けい太たは炬燵こたつテーブルに頰ほお杖づえをつき、極きわめて気け怠だるそうに応じてきた。コントローラーをテキトーに片手で弄もてあそぶ姿からも、ゲームへのプレイ意い欲よくが一切感じられない。

　十二月初しよ旬じゆん。炬燵に加えていよいよ石油ストーブも活動を始めた、霧夜歩のアパートにて、こうして雨野景太が修学旅行から帰き還かんして初のゲーム実況収録（景太本人は未いまだに「ゲーム試遊会」程度に思い込んでいる）が行われているわけだが……。

　オレは明らかにやる気の感じられない景太の姿を見つめ、大きく嘆たん息そくする。

「（そもそもこいつ、今日はうちに来た時からして妙みようにテンション低かったが……いざゲーム画面を前にしてもなおこれとなると、いよいよ重じゆう症しようだな）」

　オレはやれやれと肩かたを竦すくめると、そっとパソコンを操作して実況録音中のマイクをミュート設定にした。

「（これじゃあ、良質な実況動画なんざ録とれやしないわな……）」

　実際、実況者が妙に不ふ機き嫌げんで雑な動画ほど、見ていて不快なものはない。

　視し聴ちよう者はそんなものを求めて動画を再生してくれているわけではないのだ。……まあ、とはいえ実況の録画を知らない景太に罪はない。これは、オレが配はい慮りよすべき場面だ。まずは景太を元気づけてやらないと。…………。……勿もち論ろん、実況のためだけじゃない。彼の、友達としても、だ。

　オレは自分の座るデスクチェアをテレビモニター方向から景太の方へと向け直すと、微び糖とうの缶かんコーヒーをぐいっと飲み干してから切り出した。

「どうした、景太。腹でも痛いか？　缶コーヒーも飲んでないようだけど……」

「あ、すいません」

　彼はハッとした様子で一いつ旦たんコントローラーを置くと、自分の分の未開かい封ふうの缶コーヒーを手に取り、それを所在なげに手の中で弄ぶ。……どうやら相当重症のようだ。

　彼は一つ大きく嘆息すると、オレの方に向かって座り直してきた。

「すいません……折角お邪じや魔ましているのに」

「いや別に怒おこっているわけじゃないよ。ただ、なんでもそうだけど……娯ご楽らくっていうのは、気が乗らない時に無理に触ふれるもんじゃないだろ？」

「それは……そう、ですね。……すいません、僕は今、ゲームにも失礼でした」

　彼は缶コーヒーをぎゅっと握にぎり込むと、改めてオレの目を見つめ直し、続けてきた。

「というわけで、僕のヘタレな気持ちの仕切り直しのためにも、ここはひとつ、霧夜さんを経験豊富な大学生のお兄さんと見込んで、悩なやみ相談をさせて頂きたいのですが……」

「お、おう、なんでも聞け聞け。年長者として、オレがズバッと答えてやるよ」

　まあ、正確には大学生の「お姉さん」なんだけどな。そこは大だい丈じよう夫ぶだろう、うん。

　オレは薄うすい胸を叩たたいて景太に相談を促うながす。と、彼は一度こほんと咳せき払ばらいをすると、「それでは……」と居住まいを正しながら、オレに……その質問を、繰くり出してきた。




「元カノとの接し方について、霧夜さんはどう考えられますかっ」




「まさかの超ちよう絶ぜつリア充じゆう質問来たこれ」

　オレのキャパオーバーにも程ほどがあった。そもそもオレ、霧夜歩はこれまで異性と交際したことなどないのだ。当然「元カノ」なんて存在がいたためしがあるはずもなく……っていうかそれ以前の問題として、オレは心も体も女だ。「元カノ」を持つ空想さえ難しい。

　オレは額に汗あせを滲にじませながら、とりあえず景太に訊たずねる。

「それはえっと……ど、どういう類たぐいの質問だ？　友達の話、とかか？　それともまさか、景太本人の？」

「え？　あー……まあ、友達の話と言えば友達の話でもありますけど……」

　景太は少し煮にえ切らない様子で呻うめくと、頰ほおをぽりぽり搔かきながら返してきた。

「えっと、色々複雑なんで、詳くわしい説明は端折はしよらせて下さい、すいません」

「いや、別にいいけど……」

　そうは応じつつも、まさかいよいよ自分のせいで景太がカノジョと別れたとかじゃあるまいなと、オレは一人不安にかられる。まあ……彼の態度を見る限りは、そういう感じでもなさそうだけど……。

　景太は必死な様子で続けてくる。

「と、とにかく、僕的には現在霧夜さんに『元カノ』という存在についてのアンケートを実じつ施ししたいだけといいますか。霧夜さんの『元カノ』に対するスタンスを聞かせて貰えると、大変参考になるんですよ、はい」

「え、いや、それはその、だなぁ……」

　やばい、なんだこれ。まさかオレの人生に『元カノへのスタンス』なんて訊ねられる機会が訪れるなんて、予想だにしていなかったわ。

　しかしこれまで散々年長者風吹ふかせてきた手前、今いま更さら「実は交際経験さえありません」なんて言うのはしんどい。せめて、誰だれかもう一人ぐらい相談担当がいてくれれば──

　──って、いや、そうかっ。この時間なら、どうせあいつは暇ひまして……。

「ちょ、ちょっと待っててくれ、景太！　今、いい増ぞう援えん連れてきてやるから！　な！」

　オレはそう言うや否いなや、戸と惑まどう景太を無視してデスクチェアから勢いよく下りた。

　そうして約三分後には──

「…………なんですか、これ」

　我が家の居間に、突とつ然ぜん呼び出されて実に不機嫌そうな隣りん室しつのお嬢じよう様さま女子大生──彩さい家け碧あおが降臨なされたのだった。

　午後五時現在。彼女は大学から帰宅し、自室にて遅おそめの「お一人様自じ堕だ落らくティータイム」と洒落しやれ込んでいた最中だったらしい。おかげで髪かみはボサボサで、なおかつ唇くちびるにはチョコレートが付着していらっしゃる有様である。

　仕方なくオレがちょいちょいと自分の唇を指さしてやると、碧はハッとし、「失礼します」と勝手に我が家の洗面所に駆かけ込んだ。そうして何をどうやったのか、それからたかだか三十秒後には……。

「お待たせ致いたしました。あら、雨野景太君、お久しぶりですね。ご機嫌麗うるわしゅう」

　いつもの……いやいつも以上に完全なる「美人お嬢様・彩家碧」として、キラキラ無む駄だに輝かがやきを放ちながら戻もどっていらっしゃった。

「（……なんかこいつ、景太相手だとなぜか露ろ骨こつに『格上感』演出してくんな……）」

　もしかして、彼女もオレと同じで、彼に年長者風でも吹かせてるのだろうか？

　実際景太はすっかり気け圧おされた様子で、もじもじとしながらもどうにか挨あい拶さつを返した。

「お、お久しぶりです、彩家さん。……なんかその、すいません、僕のために……」

「？　はい？　貴方あなたのため、ですか？」

　そこで首を傾かしげる碧。そういや、まだ部屋に連れてきた事情を彼女には説明していなかった。

　オレは手早く、先程の景太とのやりとりを碧に伝える。が、それでも碧は、まるでピンと来ていない様子だった。

「状じよう況きようは概おおむね理解しましたが、それでどうして、わたくしが呼ばれることに？」

　その疑問は、景太もまた感じていたことらしい。彼も不思議そうにオレを見つめる中……オレは胸を張って、答える。

「いや、碧ってなんか、そもそも存在が『元カノ』っぽいじゃん。愛人顔っていうの？」

「しまいには絞しめ殺しますわよ貴方」

　碧が青筋立てて抗こう議ぎしてくる。オレはそれを苦笑でいなしながら更さらに続けた。

「で、どうなんだ、『元カノ』キャラとしては。男にどう接してほしいわけ？」

「いや知りませんよ。わたくし、殿との方がたと交際経験ありませんし」

『え？』

「なんですか、お二人して、その意外そうなお顔。悪かったですね。どうせわたくしは、賑にぎやかしの薄はつ幸こうサブヒロインあたりがお似合いの微び妙みような人相ですよ！」

　腕うでを組んで頰を膨ふくらませ、ふいっと拗すねた様子を見せる碧に、オレはただ苦笑いを浮うかべることしか出来ない。が……景太が、おずおずと、気まずそうに訊ねてきた。

「えっと、今、彩家さん、交際経験がないと……仰おつしやいましたか？」

「？　ええ、交際経験どころか、殿方とはまるで縁えんがありませんよ。愛人顔ですけど」

　まだ拗ねた様子で応じる碧。すると、景太は……不思議そうに、首を傾げてきた。




「あれ？　でもあの、霧夜さんと彩家さんは、現在交際なさっているのでは……」




『!?』

　その刹せつ那な、オレと碧は同時に「その設定」を思い出し、ハッと目を見合わせた。

　やべぇ。完全に忘れてたわ、それ。そうそう、前回……オレの女性モノ下着騒そう動どうを落ち着かさせるために、最終的にはそんな噓うそを彼についたんだっけ。少し期間が空いたところに景太からの意外な相談だったせいで、すっかりその辺を忘れていた。

　碧が目を泳がせながら慌あわてて取り繕つくろう。

「それは……あ、あれですね。歩さんとの交際は、わたくし的に、真しん剣けん交際とカウントするまでもない交際とでも申しましょうか……」

「な、なんか大人ですねっ！　僕なんかにはまるで想像もつかない領域だ！」

　なぜか興奮気味に目を輝かせる景太。……悪いな、景太。実はオレにも、そして碧にも、想像つかない域の恋れん愛あいなんだわ、それ。

　オレは碧をジトッと睨にらみ、目で会話する。

「（そんなテキトーなこと言って……オレは知らないからな）」

「（な、なんですか。元はと言えば歩さんが──）」

　そう、碧が恨うらみがましくオレを睨み返してきていた、その時だった。

　案の定──景太が碧に、無む邪じや気きで……そして残ざん酷こくな質問を繰り出してきたのは。

「では、なおのこと、恋愛マスターたる彩家さんの回答には期待が持てますね！」

「えええええええええええ!?」

　顔から血の気けが引いていく碧。自じ爆ばくも自爆、大自爆だった。碧が涙なみだ目めでオレに助けを求めてくるが、オレは「しーらね」とでも言わんばかりに視線を逸そらす。元はオレのせいかもしれんが……今回ばかりは碧が自分で蒔まいた種だろう。

　景太が碧のことを、相変わらず子犬のような上うわ目め遣づかいで見つめる。

「彩家さん！　どうでしょう！　元カレには、どういう態度を取って貰もらうと、彩家さん的に好感度高いのでしょうか！　是ぜ非ひ！　この僕にご教示下さい！　おなしゃす！」

「お、おなしゃす、と言われましても……」

　良家の箱はこ入いり娘むすめ、涙目である。……どうだ碧、これで分かっただろう。それが、それこそが、恋愛方面で知ったか態度取った者の落ちる地じ獄ごくだ。ようこそ、こちら側へ。

　碧は一人、おろおろと周囲を見み渡わたす。が、オレ霧夜歩の部屋はこざっぱりとしていることに定評のある実に無機質な部屋。話題の逃にげ場などあるはずも──

「あ、こ、このゲーム！　わ、わたくし、実は気になっていたのですよねー！」

『へ？』

　──突然、碧がオレ達を押しのけるように部屋の奥へと進んで行き、先程まで景太の座っていた、テレビモニター正面のポジションへと座った。

　そうして彼女は鼻息荒あらく、意い気き揚よう々ようとコントローラーを手にする。

「と、というわけで、ちょっとやらせて下さいね、このゲーム！　ええ、それがいいです！　なにせわたくし……ほら、こういうゲームに、目がないもので！」

『…………』

　──完全にコントローラーを上下逆さまに持ちつつ、お嬢様が何かほざいていた。

　あちゃーと思わず目を覆おおうオレ。……見てられない。かつて、こんなにも「話題の逸らし方」に失敗した人間を、オレは見たことがない。

　これはもう、いよいよ、完全なるゲームオーバーだ。あらいざらい、恋愛に纏まつわる噓の何もかもを景太に話す時なのかもしれない。そうして芋いもづる式に実じつ況きよう録画のことも打ち明ける、いい機会なのかも……。

　そう、オレが諦あきらめかけた、その時だった。

　景太が──意外なリアクションを返したのは。

「す……凄すごい！　これが……これこそが、真のオープンワールド系ゲーム上級者の世界、なんですね！」

『は？』

　啞あ然ぜんとするオレ達。しかし景太は一人、なにやら興奮した様子で碧の傍そばに寄っていって続ける。

「あえてコントローラーを上下逆に持つスタイルとか、僕、初めて見ましたよ！」

「え」

　碧、ここに来て初めて自分の持ち方の間ま違ちがいに気付いたご様子だった。……あ、顔真っ赤にして小刻みに震ふるえ始めた。なにあれ可愛い。オレの知る碧史上一番可愛い。そして哀あわれだ。ライオンに首筋嚙かまれて運ばれている最中のウサギと同じくらい、哀れだ。

　しかし景太は碧のそんな様子にも気付かず、一人続ける。

「しかし彩家さんもゲーム、お好きだったんですね！　そうですよね！　そうでもなきゃ、彩家さんみたいな見み目め麗うるわしいお嬢様が、霧夜さんみたいな、目つきの悪い、軽く中二病こじらせたぼっち大学生とはお近づきにはなりませんよね！」

「おい」

　オレの冷たいツッコミの声にも気付かず、景太がなおも興奮気味に……先程の相談のことなど、すっかり忘れた様子で続けてくる。




「そういうことなら、霧夜さん！　今日は是非、このまま彩家さんにプレイして貰いましょうよ、このゲーム！」




『え』

　意外な展開に、オレ達は一いつ瞬しゆん動どう揺ようし、動きを止めてしまう。が……その直後、オレと碧は素早く視線をかわすと、二人、覚かく悟ごを決めた顔でこくりと頷うなずき合い、同時に笑顔で景太にサムズアップを返した。

『い、いいね！』

　その時、二人の心は一つだった。……そう、たとえそれが、

《ゲーム初心者がコントローラーを逆さに持ったまま上級者っぽくプレイする》

　等などという、無理ゲーにも程がある新あら手ての地獄に飛び込むことを意味していたって。

　それでも……それでもなお、「知ったか恋愛相談」よりは百倍マシなのだから！

　実際は彼氏いない歴＝年ねん齢れいのこじらせ女子大学生二人が、自分達より数段先に進んでいるのであろうリア充じゆう男子高校生相手に、知りもしない恋愛を上からペラペラ語る一幕とか……精神的に辛つらすぎてゲロ吐はきそうじゃないか。

　だったら、ゲーム初心者の碧が逆さまコントローラーで上級者を装う方がまだいい。……いやまあ、普ふ通つうに考えたらこちらも充分地獄だけど。

　というわけでオレ達は早さつ速そくゲーム再開へと向けて動く。景太がどこに座ったものか迷う中、とりあえずオレは手早く、念のためパソコンで録画を開始しておいた。

「（案外面おも白しろいもの録とれるかもしれないしな……）」

　ゲーム初心者お嬢様がコントローラーを逆さまにしてオープンワールド系ゲームを「上級者っぽく」プレイ──うん、案外キャッチーな実況企き画かくだ。オレの作風じゃないけど。

　録画がバレないようパソコンのモニター電源を落とし、振ふり返る。と、景太が少しもじもじとオレの方を見つめてきていた。……どうやら、普ふ段だん通りにいけば景太が碧の隣となりに座ることになりそうだが、それはちょっと、まだ心の距きよ離り的に遠えん慮りよしたいらしい。

「じゃ、今日は景太がデスクチェアで。オレは碧の隣に行くから」

　そう言って碧に密着するように炬燵こたつへと入るオレ。景太が自分の缶かんコーヒーを持って少しだけ離はなれたデスクチェアに座る中、碧がここぞとばかりにオレだけに聞こえる小声で語りかけてきた。

「（歩さん。もしかして、わたくしこれ……コントローラーを正規の方向に持ち替かえられない流れですか？）」

「（大正解。その上で、雨野景太に上級者ばりの華か麗れいなテクニックを見せる流れだ）」

「（わたくしは、テレビゲーム自体殆ほとんどやらない初心者なのに？）」

「（そうだ。ちなみにこの噓がバレると、芋づる式にオレ達の他の噓や、見み栄えがバレる可能性大だ。更に話がオレの性別まで及およんだ場合は、最悪、ポリスのご登場まである）」

「（……わたくしの人生で、ここまで『詰つんだ』と感じたのは初めてです）」

「（碧よ。それが……それこそが、雨野景太という少年と関わる、ということだ）」

「（疫やく病びよう神がみにも程がありませんかっ、雨野景太！）」

　碧が涙目で抗こう議ぎしてくる。いやまあその通りなんだけれど、動画再生数の観点から見れば凄すさまじいご利り益やくをもたらしている神様でもあるので、一いち概がいに悪神とも言えない。座ざ敷しき童わらしと同じだ。対処さえ間違えなければ有益。……今は凄まじいピンチだけども。

「あの、そろそろ始めないんですか、ゲーム」

　未いまだにタイトルデモ画面のままのテレビを見て、プレイを促うながしてくる神様。

　オレと碧はこくりと頷き合うと……おそるおそる、ゲームを開始させることにした。

　オレは小声で碧に指示を出す。

「（まずは○ボタンを押すんだ、碧）」

「（まるぼたんを、おす……？）」

　可愛らしく小首を傾かしげて訊たずねてくるお嬢じよう様さま。が、直後、彼女はなにやらハッとした様子で自身のカーディガンの左裾すそを確認すると、「なるほど」と呟つぶやき……そうしてなぜか、コントローラーをテーブルに置いた。

『？』

　オレと景太が不思議に思う中、碧はおもむろにその場で立ち上がると、カーディガンの左裾を握にぎり込みつつ、息を大きく吸う。そして次の瞬しゆん間かん──

　──突とつ如じよとして画面方向へと、気合いの声と共に渾こん身しんの左正せい拳けん突づきを放った！

「せいぃぃっ！」

「…………」「…………」

　オレと景太が啞然とする中……今一度息を整え、目を閉じる碧。謎なぞの厳げん粛しゆくな空気が部屋を満たす中……彼女は次の瞬間、カッと開眼し、叫さけぶ。

「お、押忍おすっ！」

　刹せつ那な、彼女の突つき出されたままの左拳こぶしから──「丸い牡ぼ丹たんの刺し繡しゆう」が入った、カーディガンの左裾が、はらりと、解放された。

　……ははぁ、なるほど、丸牡丹。「丸牡丹を押忍」ねぇ。こいつは一本とられたなぁ。

「…………」「…………」

　──じゃねーよ。え、なにこれ。このご時世に、このレベルの「ゲーム初心者」って存在しうるの？　っていうかここまで来るともう、初めてがどうとかのレベルじゃなくね？　普通に、奇き行こうの領域だよね？

　オレは顔を青ざめさせながら、ちらりと、景太の様子を窺うかがう。彼はと言えば、真剣な眼まな差ざしで碧を見つめ、ごくりと唾つばを飲み込んでいた。

「だ、駄だ目めだ……上級者すぎて、僕の理解がまるで及ばない……！　僕には……僕の目にはただ普通に、お嬢様が奇行に走っているようにしか見えないっ！」

「だろうなぁ！」

　お前その感想大正解だよ！　物事がきちんと正確に見えているよ！　なのに結局は最終的に碧じゃなく自分を疑う方に考えが向くあたり、こいつの純じゆん朴ぼくさというか、騙だまされやすさが窺い知れる。

　オレはここぞとばかりに碧へフォローを入れることにした。

「い、いやぁ、でも、スポーツもそうだけど、超ちようハイレベルの世界になってくるとこういう、ジンクスなんかを重視した、一見奇行まがいの行動にも見える『ルーティンワーク』が、重要になってくるんだよなぁ」

「！　な、なるほど！　るーてぃんわぁく……。ふ、深いなぁ……」

　唸うなる雨野景太。アホだ。こいつ、頭はそんなに悪くないのに、でも、アホだ。

　オレは次に、未だタイトルデモの終わらない画面を見つめて左拳を突き出したままの碧の肩かたへと、ぽんと手を置く。……彼女は小刻みに震えていた。

「（碧……今自分がどういう状じよう況きようかは、流石さすがになんとなく、察していることと思う）」

「（…………はぃぃ……）」

　涙なみだ目めで顔を真っ赤にする碧。オレはその表情を景太から隠かくすように彼女を元の位置に座らせつつ、今一度コントローラーを逆さ向きのまま渡わたす。

「（ほら、左手親指で、ここの、○マークの、ボタンを、押すんだ。な？）」

「（うぅ、すまないねぇ、歩さん……）」

　すっかり気力を失った様子で、指示通りにボタンを押す碧。そのまま連続で数回○ボタンを押させることで、どうにかオープニングムービーのシーンまで進行させる。が……問題はここからだ。

　ちらりと隣の様子を窺う。……碧は、○ボタンを数回押しただけなのに既すでにぜぇぜぇと息を切らしていた。緊きん張ちよう感に押おし潰つぶされているらしい。

「（これは……マジで何か手を打たないとダメだな）」

　いくらゲーム初心者と言えど、テキトーにコントローラー操作さえ出来れば、案外、オレのフォローや噓うそ解説で乗り切れるんじゃないかとタカをくくっていたのだが……この様子じゃそれさえ無理そうだ。先に碧の心が壊こわれる。

　オレは必死で思考する。何かいい手は……。
















　と、そこでふと、炬燵の上に置かれたもう一つの無線コントローラーを発見した。

　刹那──霧夜歩に、天てん啓けいが下る！

　オレは速すみやかに碧へこの「悪あく魔ま的作戦」を伝えることにした。

「（碧。お前の今持っているコントローラー……景太の隙すきを見て、そっとこちらに渡してくれ）」

「（へ？　いいですけど……でもそれじゃあ、わたくしの手元がカラに……）」

「（ああ。だからそれと同時にお前は、素早く、そこの２Ｐコントローラーを確保し、今と全く同じように逆さに持つんだ！）」

「（！　え、まさかそれって……！）」

　碧がようやく全てを察した様子でハッとする。そう……この作戦の全容は、つまり、こうだ。

「（そう、このオレが、碧の代わりに、ゲームを操作する。……炬燵の下でな！）」

　まさに悪魔的発想。炬燵のシーズンだからこそ可能な奇き跡せきのトリック！

　これならば初心者の碧が逆さのコントローラーで超絶テクを披ひ露ろうしなくて済むし、彼女の負担も殆どない。

　オレと碧はこくりと頷き合うと、早速行動を開始する。まず碧が景太の様子を窺い……彼がテレビ画面へと釘くぎ付づけであることを確認すると、即そく座ざにオレへとメインコントローラーを渡す。と同時に、素早く……それでいて音もなく、もう一つのコントローラーを確保して逆さに構えた。

　オレはオレで、渡されたメインコントローラーを神速で炬燵の中へとしまいこむと、当然ながら逆さではなく正規のスタイルでキッチリと握り込む。

　最後に、二人で現在の景太の様子を確認。彼はといえば……。

「やー、最近のゲームのグラフィックは凄すごいですねぇ」

　相変わらず凡ぼん人じんにも程ほどがある感想を口にして、ぽやーんとしていた。成功だ！

　オレと碧は笑みを交わし合う。と、そうこうしている間に、オープニングは終しゆう了りよう間近だった。オレは手早く碧に今後の方針を伝える。

「（碧、お前には操作している風の演技をしてもらうが、必要以上にガチャガチャボタンは押すな。実際のキャラの挙動との齟そ齬ごがバレてしまう）」

「（わ、分かりました。わたくし、余計なことは致いたしません）」

　そう言って碧は逆さにコントローラーを構えたまま、真しん剣けんな表情で画面を見つめる。

　よし……このプランなら、上手うまくやれそうだ。後は……オレが操作を頑がん張ばるだけ。

「あ、そろそろ始まりそうですよ、彩家さん」

「そ、そうですわね……」

　景太の言う通り、オープニングが終了を告げ、いよいよ、操作のチュートリアルを兼かねた洞どう窟くつ探たん索さくステージが開始される。

　オレは一つ息を吐はくと……操作を開始した。プレイヤーキャラが、前進していく。その刹那、景太が興奮したような声をあげる！

「おお！　凄い！　まるで普ふ通つうに操作しているかの如ごときなめらかな挙動！」

　そりゃそうだ。普通に操作しているからな。

　と、景太が自然に碧の手元を覗のぞき込もうとする。オレは慌あわててぐいっと体を使って彼女の手元を死角にしつつ、景太に警告した。

「おっと景太。それは……マナーに反するんじゃないかな、うん」

「え、マナー、ですか？」

「あ、ああ。一流プレイヤー独自の操作方法だぞ。それはもう、一つの知的財産だ」

「ち、知的財産！」

　景太が驚きよう愕がくする。……大だい丈じよう夫ぶだ景太。オレも自分で言ってて驚おどろいてるから。

　オレは続ける。

「というわけで、あまり碧の手元はジロジロ見てやるな。な、碧？」

　オレが同意を求めると、碧はぎこちなく頷うなずいた。

「え、ええ……そそ、そうですね。そうして貰もらえるとありがたいです」

「そうですか……残念です」

　しゅん、と肩を落とす雨野景太。まあ……ゲーマーとして、上下逆さのコントローラーで繰くり出される上級者プレイの指使いには興味湧わくわな。それは分かる。

　しょんぼりとする彼に、碧がテキトーなフォローを入れる。

「その……あまり落ち込まないで下さい。ほ、ほら、上下逆さ持ちの状態で繰り出されるわたくしの指さばきは、正直えげつなさすぎて気持ち悪いですしね」

「き、気持ち悪い、ですか？」

「ええ、それはもう。関節ぐにゃんぐにゃんの指が暴れ狂くるいます。見ると吐きます」

「なんですかそのもはやクトゥルフの領域に片足突っ込んだ操作技術！　よ、余計見たいのですが！　あ、碧さん、ほんの少しだけでも……」

「あ、雨野景太君！」

「は、はいっ！」

　そこで碧は景太に、フッと、シニカルな微び笑しようを見せた。

「……貴方あなたが深しん淵えんを覗く時、深淵もまた貴方を覗いているのよ……」

「ふ……深いぃぃ！　すいませんでした彩家さん！　なんか僕、侮あなどってました！　どうぞ、プレイを続けて下さい！　絶対、指先は見ませんので、ええ！」

「分かって下さればいいの」

　ニコリと笑って画面に向き直る碧。……こいつ、案外楽しんでやがるな。

　オレはそのやりとりに呆あきれつつ、炬燵こたつの下で操作を再開させる。

　そもそもオレ、霧夜歩は割とゲームの上手い方だ。が……超上級者級などでは当然ない。現在はまだチュートリアルステージのため「腕うでの見せ所」もなくボロは出ていないが、あと五分もすれば本格的な冒ぼう険けんの開始。いよいよ超絶技ぎ巧こうを披露しなくてはいけなくなる。

　碧にもなんとなくオレの緊張は伝わっているらしく、彼女は画面を見つめながらごくりと息を吞のんだ。この空間で唯ゆい一いつ、雨野景太だけが実に楽しそうに、鼻歌交じりにゲーム画面を見つめている。……正直殴なぐりたい。彼にはなんら罪がない気もするけど。

　と、彼はふと思い出したように自分の缶かんコーヒーのプルトップを開き、こくりと一口呷あおった。ゲームが操作の要いらないイベントシーンに突とつ入にゆうしていたのもあって、オレが何気なくその所作に視線をやっていると……景太がそれに気付いて、軽く提案してくる。

「あ、霧夜さん、一口飲みますか？　もうぬるいですけど」

「ああ、じゃあ貰おうかな──」

　と、そう気軽に応じ掛かけたその刹せつ那な、オレは凄すさまじい悪お寒かんを覚えて慌てて隣となりに視線をやった。そこにいたのは……悪あつ鬼きの如き表情を浮うかべたお嬢じよう様さまだった。

「あ、歩さん？　あ、雨野君の飲みかけを一口貰うのは、ど、どうなのかしらね？」

「？　どうとは？」

　しかしオレには碧が何を注意しているのかイマイチ分からない。景太も少しキョトンとした様子で、碧にフォローを入れる。

「ああ、いえ、彩家さん。この缶コーヒーは元々霧夜さんの家のものなので、彼には、全然遠えん慮りよなく飲んで貰って構わないんですよ」

「い、いや、そういうことじゃなくてですね、雨野君」

「？　えっと、では、どういう？」

「どういうって……そのぅ……だって……」

　オレと缶コーヒーをちらちら見ながら、もにょもにょと俯うつむく碧。彼女は……次の瞬しゆん間かんキッと涙目でオレを睨にらみ付けると、オレだけに小声で注意してきた。

「（か、間接キスになるじゃないですかっ！　歩さん、どういうおつもりですか!?）」

「（？　でもオレ、碧からも大学でたまに缶ジュース一口貰うだろう？）」

「（わ、わたくしとはいいんですっ、わたくしとは！）」

「（なんで？）」

「（な、なんでって……！　えと……そ、そう、同性だからです！）」

「（同性？　ああ、なら大丈夫。オレと景太だって、そんなようなもんだから）」

「（ええ!?　いや、ちょ、歩さ──）」

　碧はまだ隣でごちゃごちゃなにやら抗こう議ぎしていたが、オレは単純にコーヒーが飲みたかったので、構わず、景太から缶を受け取ろうと──

　──したところで、ゲームのイベントシーンが終了した。

『あ』

　オレと碧の声が重なる。画面では現在、謎なぞの敵集団に主人公が襲おそわれるシークエンスが始まっており……つまりは、すぐに、激しく操作をこなさなければいけなかった。

　とにもかくにも、まずは碧が「それっぽい」手つきをする作業に戻もどる。同時に、オレも慌ただしく炬燵の下でコントローラーを操作し、主人公を操り──

「？　霧夜さん、どうしました？　缶コーヒー、早く受け取って下さいよ」

「うぇ!?　え、いや、その、今はほら……ゲームが……」

「？　ああ、彩家さんが奮戦なさってますね。流石さすがの上手さです。……それはそれとして、霧夜さんは缶コーヒー飲んだらいいじゃないですか。ほら、早く炬燵から手を……」

　そう言ってぐいぐい迫せまってくる景太。もうこいつ、気付いていて、わざとやってんじゃないだろうなぁ!?　偶ぐう然ぜんの産物だとしても、それはそれで、生きつ粋すいの悪魔すぎるだろう！

　オレは炬燵の下で必死にゲームを操作しつつ、なんとか彼の勧すすめをかわす。

「え、えーと……オレやっぱり、コーヒーはいいかな、うん。さっき飲んだし」

「いえいえ、ご遠慮なさらずに。ご自分の家のものなのですから」

　しつこい！　なんなの!?

「さ、最近太ってきててさ、オレ。微び糖とうとはいえ、あまり飲みすぎは……」

「いえいえ、霧夜さんはスリムすぎるぐらいですよ！　むしろもっと太るべきです！」

「じゃあ後で飲むから！　うん、今はほら、ゲーム見たいし……」

「いえ、こうなったら今、ちゃんと、僕の、目の前で飲んで下さい！」

「なんでだよ！」

「生粋の長男気質なんです僕！　誰だれかに何かを一度『あげる』と決めたら、実際あげないと気が済まないんです、僕！」

「知るかよっ！」

　なにこいつ超面めん倒どう臭くさい！　しかしこのフラストレーションが逆にゲームプレイに好こう影えい響きようを及およぼしているらしく、操作はかつてないほどスムーズだった。ひっきりなしに現れる敵に連続でヘッドショットを決めていくオレ。マジで超上級者を名乗れるレベルだ。

　これには流石の長男気質野や郎ろうも画面に釘付けになって「おお」と声を漏もらす。……オレはもうこのまま押し切るしかないと腹を決めると、そのまま凄まじい超絶技巧で敵集団を数秒のうちに一いつ掃そうし、そうして……。

「じゃ、貰うわ、コーヒー！」

「え、あ、はい」

　……次のイベントシーンが挿そう入にゆうされ手が空いたその隙すきに、素早く彼の缶コーヒーをひったくって、一口だけ呷って返した。

「あ」

　碧がなにやら不満げな声を漏らしていたが……オレはそれを無視すると、再び、ゲーム画面へと集中し始めたのだった。




　　　　＊




「いやぁ、彩家さん、凄いですね！」

　オレが疲ひ労ろう困こん憊ぱいでぐったりとする中、景太が帰り支じ度たくを始めながら既すでに何度目になるか分からない賞賛の言葉を碧にかける。それに対して碧は「いえ、それほどでも」と控ひかえめに微笑み、その謙けん虚きよな態度に感心した景太が更さらに碧を褒ほめ称たたえるという、妙みようなループに入っていた。

　景太がコートのボタンを留めるために流石に少し黙だまったところで、碧がこちらに寄ってきて小声で話しかけてくる。

「歩さんが、一応は男性であるはずの彼に、驚くほど警けい戒かい心を抱いだかない理由の一いつ端たんが、今日、少しだけ理解できましたよ。彼は……純じゆん粋すいでいい子です」

「だろう？　ああいうヤツなんだよ、雨野景太ってのは。異性どうこうじゃねえの」

　オレがほんのりとドヤ顔でそう応じると、碧は「ええ」と頷きながらも、すぐに表情を引き締しめて続けてきた。

「ある意味、性的な方面の心配だけだった方が、まだマシだったかもしれません……」

「へ？」

　コートのボタンを一いつ生しよう懸けん命めい留める景太を眺ながめながら、碧が不思議な呟つぶやきを漏らす。

　彼女は一つ大きく嘆たん息そくすると、オレの肩かたに手をぽんと置いて警告してきた。

「ダメですよ、歩さん。あんまり、入れ込んでは」

「？　なんの話だ？　景太を独どく占せんしすぎるなって話か？　でもほら、あいつどうやら最近別れたっぽいじゃん。これでオレ達の心配は一つ減ったと見ていいんじゃないか？」

　オレの至し極ごく真っ当な結論に……しかし碧はなぜか、厳きびしい視線で応じてきた。

「そういう無神経なことをサラリと言えてしまう今の歩さんは、もう充じゆう分ぶん、危険領域に踏ふみ込んでると思います」

　その態度に、オレは少しムッとする。

「だから、なんの話だよ碧。そういう回りくどい言い方、オレ、好きじゃないんだが」

「回りくどい言い方？　このわたくしが？　ハッ、それはむしろ貴方あなたが──」

　と、口論が白熱しかけたところで、景太がジッとこちらを見ていることに気がついた。

　オレと碧は慌あわてて場を取り繕つくろう。

「な、なんでもないぞ、景太。ただ、晩飯のことでちょっともめてただけだから」

「そ、そうなんです。歩さんはほら、偏へん食しよくですから」

「ああ、そうだったんですか。確かに、霧夜さんはちょっと不健康そうですもんね」

　景太はそこで苦笑すると、なぜか碧の前まで歩いていき、彼女ににこりと微笑みかける。

「貴女は真剣じゃないと言うのかもしれませんけど、それでも、彩家さんみたいな『いいカノジョさん』がいてくれて、霧夜さんは果報者だと思います」

「はぅっ！」

　瞬間、なぜか、くらりと倒たおれかける碧。なんだなんだ。

　彼女はどうにか踏みとどまると、なぜか急に……景太の手を取って、目を爛らん々らんと光らせて彼に語りかけた。

「あ、貴方……貴方は、本当にいい子ね！　また是ぜ非ひ一いつ緒しよに遊びましょうね、ええ！」

「は、はぃ？　あ、ありがとうございます」

　少し引きながらもそう応じる景太。……なんだこのくだり。

　なんだか今ので、先程まで碧と喧けん嘩かしていたことなどどうでも良くなってしまった。碧の側もそうらしい。

　オレ達は三人連れだって玄げん関かんへと向かうと、碧が自室から自分のコートを持って来るのを待ってから、いつもの如ごとく景太の見送りを兼かねてアパートを出た。

　すっかり積もった雪を、ギシギシと踏みしめながら歩く。

「もう十二月ですかぁ」

　碧がコートの襟えりを片手できゅっと引き締めながら誰にともなく呟いた。夕暮れの町並みに白い息が溶とけて行く。

　少し先にコンビニが見えてきたところで、オレはふと、前回あそこで「アグリちゃん」とやらに出くわしたことを思い出した。

「（結局……景太の交際相手って、彼女のことだったのだろうか？）」

　アグリちゃん本人は「ありえない」と否定していたけれど、正直なところ凄すごく親しそうでもあったわけで。

　……一度考え出すと、気になって仕方なくなってきた。

　触さわらぬ神に祟たたりなしとは言うものの、それでもオレは、思わず……景太に訊たずねてしまう。

「その……景太、さ」

「はい、なんですか、霧夜さん」

　前を向いたまま何の気なしに応じてくる景太。碧が何かを察してこちらを見つめる中、オレは……一度唾つばを飲み込んでから、その質問を、繰くり出した。

「その……今日の話に出てきた『別れた』女性って……アグリとかって、いう子か？」

　その、質問に。景太は大きく目を見開くと……頻しきりに頷うなずきながら応じてきた。




「あ、はいっ、そうっちゃ、そうです。別れましたよ、アグリさん」




『（確定だっ！）』

　オレと碧の中でついに「アグリちゃん、景太のカノジョ説」が固まる。いや、今や「元カノ」か。

　景太が不思議そうに首を傾かしげながら続けてくる。

「でも、どうして霧夜さんがアグリさんのことを？」

「え？　あ、いや、この前そこのコンビニで偶然会ってな。ああ、でも、安心しろ。オレとお前の関係は言ってないからさ」

「？　ありがとうござい……ます？　でも、僕は別に言ってもいいですけど……？」

「へ？　あ、ああ、でもほら……街で知り合った大学生の家に入いり浸びたってゲームしているとか、あまり人聞き良くないだろう？」

「そう……ですかね？　まあ、確かに僕、霧夜さんのことあまり他人に話してませんけど……それは、霧夜さんが『男子高校生を部屋に連れ込む、陰いん気きなぼっち大学生』であることをバラさない配はい慮りよであって……」

「あ、ああ、そうだったっけ？　と、とにかく、なんでもいいけど、アグリちゃんをはじめとしてお前の周辺の人間には、引き続きオレや碧のことは秘密にしておいてくれ」

「はぁ、それは構わないですけど……」

　なにか腑ふに落ちない様子の景太に、オレは話題を逸そらすべく訊ねる。

「それはそうと、その……残念だったな、景太。アグリちゃんのことは」

「ええ……それは、はい、そうですね。本当に残念ですよね……」

　しょんぼりと肩を落とす景太。やはり、アグリちゃんと別れたのかこいつ……。

「……凄くいいカップルだったのに……」

「え、自分で言うんですか!?　そういうの！」

　景太の意外な一面に碧が驚おどろきの声をあげる。……こいつ、アグリちゃんと相当バカップルだったんだな……。

　景太はすっかり落ち込んだまま、更に続けてくる。

「アグリさん、本当に可哀かわい想そうですよね……とても素晴らしい彼氏を失って……」

「また自分で言ってる!?　なにこの子!?　というか、一体どこから来たのですかこの漲みなぎる自信は！　先さき程ほどまでの謙虚な雨野景太君は一体何処いずこに!?」

　碧が激しめにツッコむ。が、景太はそれに曖あい昧まいな苦笑いを返すだけで流した。……今日一日ですっかり、碧を「浮うき世離ばなれした謎なぞテンションのお嬢じよう様さま」と認識したらしい。彼女の至極真っ当なツッコミさえ、もはや総スルーだった。

　オレもまた碧と同様に彼の言葉に違い和わ感かんを覚えつつも、話を先に進める。

「ま、まぁ、でも、良かったんじゃないか。正直……あのアグリって子とお前じゃ、あんまり、その、タイプが合っているとは言いがたい感があったし……」

「僕とアグリさん？　や、そりゃそうでしょうよ。アグリさんなんて、こっちから願い下げですよ！」

『お、おう……？』

　彼の急な態度反転にドン引くオレと碧。なにこいつ、案外凄すさまじくやべぇヤツなの？　恋れん愛あいにおいて、自分のことはパーフェクトだと思い込んでいて、だから相手のことはすげぇ下に見てんの？　クズじゃん！　言っちゃ悪いけど、雨野景太、クズじゃん！

　彼は空を見上げて、ぽつりと呟く。

「アグリさん……頑がん張ばって、ヨリを戻もどせたらいいですよね」

『（く、クズだぁぁぁぁぁぁ！）』

　心の中で叫さけんで愕がく然ぜんとするオレと碧。なにこいつ！　自分と付き合いたければ、元カノ側が必死に努力しろやというスタンスなの!?　そんなだから、フラれたんじゃないの!?

　雨野景太に漂ただよう異様なサイコパス感に怯おびえ始める女子大学生二人。

　そうこうしている間にも、オレ達三人はいつの間にやらコンビニ前まで到とう着ちやく。景太はいつものように別れの挨あい拶さつをしようとオレ達を振ふり返り──そこで突とつ然ぜん「あれ？」と声をあげた。

　キョトンとするオレと碧の間を縫ぬうように──オレ達の背後へと視線を向けた景太が、そのまま笑顔で誰だれかに声をかける。




「上うえ原はら君！　どうしたのさ、こんなところで？」




　オレと碧は同時に振り返る。と、そこには……なんだかやたらと爽さわやかな（だからこそ妙みように胡う散さん臭くさい）笑みを浮かべた男子高校生が立っていた。

『（い、いつの間に……）』

　思っていた以上に近くに立っていた彼に、オレ達は動どう揺ようを隠かくせない。景太はまるで気付いていないようだが……この距きよ離りまで気配をさせずに近づいているのは、尋じん常じようじゃない。明らかに……そう、明らかにこの、上原とかいう男は……！

「（気配を消して、オレ達の様子を窺うかがってやがったな……）」

　そうは察するものの、しかし、その意図までは読めず、オレと碧はひきつる。

　彼──上原君とやらは、そんなオレ達越ごしに、まずは景太に気安い挨拶を返した。

「よ、雨野。どうしたもなにも、ただの偶ぐう然ぜんだっつーの。お前こそ、なにしてんだよ？」

「僕？　僕は……えーと……」

　そこでチラリとオレを窺う景太。彼は少しだけ考える素そ振ぶりを見せた後、上原君とやらに軽く噓うそをついてくれた。

「ちょ、ちょっと『いとこ』である、彼の家に寄らせて貰もらってたんだ」

「へぇ……『いとこ』の、『彼』の家に、ねぇ」

　オレと碧をなめ回すように見つめる上原とかいう高校生。彼はそのまま、爽やかすぎて逆に胡散臭い微笑ほほえみを浮かべつつ、オレ達に挨拶してきた。

「初めまして。こいつの友人やらせて貰ってます、上原祐たすくです」

「あ、き、霧夜歩です。えっと……景太の、い、いとこ、です。で、こっちは、オレの……その、隣りん人じんの、彩家碧」

　碧が軽く会え釈しやくすると、上原君も「どうも」と会釈する。……まあ、別に悪いヤツではなさそうだが……。

　少し安あん堵どするオレに、上原君とやらが握あく手しゆを求めてくる。何気なくそれに応じるオレ。

　と、次の瞬しゆん間かん──彼は軽くぐいっとオレの手を引き、耳元で、オレにだけ聞こえるように呟つぶやいてきた。




「そのやり方は少し、アンフェアじゃないッスかね？」




「っ」

　そのあまりにドスの利きいた声にオレは思わず慌てて身を離はなす。と、上原君とやらは相変わらずの爽やか笑顔で軽く続けてきた。

「すいません、ちょっと力入っちゃって。……霧夜さんって『男性にしては』、思っていたより、華きや奢しやなんですね」

「（こいつ……！）」

　思わず彼を睨にらみ付けるオレ。そうして、流石さすがにオレ達の剣けん吞のんな気配を察して、景太がおろおろし始めたところで……上原君はようやく、真に、表情を緩ゆるめてくれた。

「すいません。ちょっと前に亜あ玖ぐ璃りから貴方あなたのこと聞いて、少し気になってたもんで」

「アグリちゃんから？」

　どうやら彼も、景太の元カノたるアグリちゃんとやらの知り合いらしい。なるほど、だったら先程の威い圧あつも多少理解できる。この上原君とやらは──二人の友人として、アグリちゃんと景太のヨリを戻したいのだろう。なるほど、なるほど。

　ようやく得心のいったオレは、今度はこちらから上原君に近づき、景太に聞こえないよう小さく返した。

「（オレのことはさておき、アグリちゃんは元サヤに戻らない方が幸せなんじゃ……）」

　雨野景太、恋愛サイコパス気味だし。そう思って忠告すると、上原君は……なぜか、がっくりと肩かたを落としながら応じてきた。

「（ぐ……!?　え、な、なんで、霧夜さんが、そ、そう思うんですか？）」

「（へ？　いや、だって、色々話を聞くだに、男としては案外ロクでもない性格してるだろう、アグリちゃんの元カレ）」

「（ぐはっ!?　そ、そう思われますか？　そ……そうですか……）」

「？」

　なぜかやたらと落ち込む上原君。……うん、この子も案外、いい子だな。友人カップルのために、ここまで親身になって物事を考えられるなんて……。

　オレが感心していると、景太が不思議そうに切り出してきた。

「どうしたの、二人とも。大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　ああ、いや、なんでもないよ。な、上原君？」

「で、ですね。ま、まあ、気にすんな雨野。互たがいに、初対面で軽く緊きん張ちようしただけだ」

「へぇ。霧夜さんはさておき、上原君でも緊張することあるんだ。意外」

　なぜオレをさておくのか。オレはそんなに「ぼっち」面づらしているか。

　なんにせよ、空気が多少平和になったところで、碧が咳せき払ばらいして仕切り直した。

「ところで、雨野君も上原君も、そろそろ帰らなくていいのかしら？」

　その言葉に、景太は「あ」と慌あわてた素振りを見せる。

「そうだった、もう帰らないと！　えっと、上原君も途と中ちゆうまで一いつ緒しよに帰るよね？」

「おう、そうだな。じゃ、俺達はそろそろ失礼しますね、お二人とも」

　そう言って彼らはオレ達に軽く頭を下げると、そのまま、なにやら親しげに談笑しながら去っていってしまった。上原君が景太の頭を小こ突づき、景太はそれに彼の胸を軽く押し返すことで応じている。まるで遠えん慮りよのない、実に気安い距きよ離り感。

　二人の背中をぼんやりと見送るオレに、碧が呟く。

「……あれが、本当の男友達の距離感じゃないですかねぇ、歩さん」

「何が言いたい、碧」

「いえ、別にぃ」

　碧はそれだけ言って、一人、コンビニの入り口へと向かっていく。

　オレは嘆たん息そくしながら碧に続きつつも……もう一度だけ二人を振り返ると、一人、思わずぽつりと呟いてしまったのだった。




「今のオレのやり方は、アンフェア……か……」




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで────あと四ヶ月半〉

















【ゲーマーズと外伝語り】






「ゲーム同好会の皆みんなってさ、普ふ段だんは何してんの？」

　アグリさんが突とつ然ぜんそんな話題を切り出して来たため、僕ら四人は思わず顔を見合わせた。

　十二月某ぼう日じつのゲーム同好会。最近はどうにもイレギュラーな会話になりがちだったため、上うえ原はら君が「たまには通常営業しようぜ」と言い出したのがキッカケで、僕らは久しぶりに、存分にゲーム雑談に興じていたわけだけれど……。

　流石さすがに「ゲーム知識ゼロギャル」のアグリさんの忍にん耐たいに限界が来たらしい。彼女は少し申し訳なさそうにしながらも、話を続けてきた。

「いやさ、この五人で集まる時って、基本、ゲームの話と、この五人の中での近きん況きよう報告しかしないじゃん？」

「そりゃそうだろう。お前らの知らない、俺の親しん戚せきの話とかしたってしゃーねーし」

　上原君がアグリさんに至し極ごく真っ当なツッコミを入れる。が、アグリさんは「それだよそれ」と更さらに食い下がってきた。

「そういう考えの結果、亜あ玖ぐ璃り達は、案外お互いのことに踏ふみ込めてないんじゃないかなぁ。もうちょっと、『ここ以外の自分の世界』の話をしても、いいんじゃないかと」

「ふむ。……俺の叔父おじさんは、最近すね毛が妙に濃こくなってきたことに悩なやんでてな……」

「祐たすく、その話はつまらないからいいわ。なんか不快だし」

「どうしろと」

　上原君が途と方ほうに暮れた顔をする。……可哀かわい想そうに。確かにつまらなかったけどさ。

　皆が戸と惑まどう中、アグリさんが「たとえば」と切り出してくる。

「皆は亜玖璃の放課後の過ごし方について、『暇ひまさえあればあまのっちとファミレスで駄だ弁べってる』とでも思ってるでしょう？」

　そのアグリさんの問いかけに、場の全員が即そく座ざに頷うなずく。アグリさんは一いつ瞬しゆんひきつった顔を見せたものの、こほんと咳せき払ばらいをして続けてきた。

「でも亜玖璃にとってあまのっち如ごときは、多数いる友達の一人にすぎないわけですよ」

「な、なんですかその地味に傷つく言い回し！」

「ごめん、今のはちょっと言いすぎた。やっぱり訂てい正せいするね」

「アグリさん……」

「あまのっちは、亜玖璃の……多数いる友達より一段階下の、特別な下げ僕ぼく枠わくにすぎないわけですよ！」

「わぁ、特別と言って貰もらえて光栄だなぁ、僕！　……と、お嬢じよう様さま、スマホが汚よごれておりますね。画面をお拭ふき致いたしましょうか。紙やすりで」

「いいえ、結構！　このっ、亜玖璃のスマホからその手を離しなさいな、下僕が……！」

「ご、ご遠慮なさらずに、お嬢様……！」

　そうしてアグリさんのスマホを歪いびつな笑顔で引っ張ぱり合う僕ら。ふと気づくとゲーム同好会の面々から「いつもの」生ぬるい視線を向けられていた。

　僕らは身を離し、こほんと咳払いして……アグリさんが続ける。

「と、とにかく、あまのっちと戯たわむれるだけが亜玖璃の放課後の全てだと思われるのは、非常にシャクなわけ」

　アグリさんの主張に、天てん道どうさんが「それは分かりましたけど……」と疑問を呈ていする。

「では、亜玖璃さんは、雨あま野の君以外とはどう過ごしていると？」

「よくぞ訊きいてくれました、天道さん！　えっとね、亜玖璃はね、あまのっち以外とは放課後……クラスメイトの友達と『割わり勘かん』でカラオケ行ったりするんだよ！」

『ちょっと待てそこのギャル』

　瞬間、僕と上原君が同時に割り込む。アグリさんが「男共は話の腰こし折るからやだなぁ」などとボヤく中、僕と上原君は思わず机を叩たたいて立ち上がった。

「わ、割り勘ってどういうことですかっ、割り勘って！」

「そうだそうだ！　そんな概がい念ねん、お前にあったのかよ！」

　僕と上原君の剣けん幕まくに、しかし、アグリさんは「ちっちっち」と人差し指を振ふって応じてくる。

「この亜玖璃……友達にカラオケ奢おごらせる程ほど落ちぶれちゃいませんぜぃ、旦だん那な方ぁ」

「僕にはドリンクバーを九割奢らせるのに!?」

「俺にはクレーンゲームもプリントシール機も全部奢らせるのに!?」

「はぁ……。……亜玖璃って……罪な女だよね」

『ホントだよ！』

　僕と上原君は二人、こちらにも「割り勘システム」の導入を強く希望するものの、アグリさんはそれにまるで耳を貸さず、女性陣じんだけに向かって話を続けた。

「とにかく、こんな風に、亜玖璃にはこのゲーム同好会の関わらない関係性や活動があるわけでさ。そういうのを、皆にも訊いてみたいなーって」

『なるほど』

『割り勘！』

　頷く女性陣と、抗こう議ぎを続ける男性陣。と、なぜか女性陣……天道さんとチアキから、「割り勘要求しつこいな」的視線を感じた。そ、そりゃ、貴女あなた達は直接の被ひ害がい者じゃないからそんなテンションだろうけど……！　けど……！

『…………ぐ』

　しかし、このままガムシャラに声を張り上げても、無む駄だにエネルギーを消費するだけだ。僕と上原君は二人、互いを涙なみだ目めで見つめた後……静かに着席した。膝ひざの上で握にぎり込んだ拳こぶしは、二人ともぷるぷると震ふるえている。……世せ知ち辛がらい。

　男性陣がしょんぼりする中、天道さんがその雰ふん囲い気きを変えるべく、率先してアグリさんの提示した議題に乗っかった。

「そういうことでしたら、私は……そうですね。皆みなさんもうご存じだと思いますが、同好会のない日はゲーム部の活動に参加していますよ」

　その発言に、海かい藻そう髪がみ女子のチアキが相あい槌づちを打つ。

「はいはい、花か憐れんさんはそうですよね。でもでも、じゃあゲーム部が休みの日は……」

「ああ、それは亜玖璃さんみたいに他の友人の誘さそいに付き合うか、もしくは……」

「もしくは？」

　皆がその回答に注目する中、天道さんが……笑顔で、答える。




「『ゲーマー狩がり』に出てます」




『なにそれ怖こわい』

　天道さんの隠かくれた一面の発はつ露ろに恐おそれおののく僕ら。と、天道さんは苦笑気味に「いえいえ、変な意味じゃなくてですね」と説明してきた。

「雨野君を勧かん誘ゆうした時のように、うちの部に入って欲しい生徒や、単純にゲームの上手うまい方がいないかを探しているだけです。ゲームセンターとか、ゲームショップとかで」

「な、なるほどなるほど」

　チアキが納得してホッと胸をなで下ろす。が……その矢先、天道さんがサラリと付け足してきた。

「そしてたまに、悪質ゲーマーを倒たおします」

「やはり言葉のイメージ通りでしたっ！　な、なにしてるんですかっ、花憐さん!?」

「なにって……『狩り』を少々」

「『活いけ花』みたいに言っても駄だ目めですよ！　ゲーマー、狩らないで下さい！」

「でもほら、私達ゲームを嗜たしなむ者にとっては、ままあることでしょう？」

「な、何がですか？」

「悪質ゲーマーが、貧困にあえぐ村を食い物にしている場面に遭そう遇ぐうすること」

「ないですよ！　さも『ゲーマーあるある』みたいに言わないで下さい！」

　チアキが珍めずらしく全力でツッコんでいた。……一体、うちの元カノさんは、どういう世界観の中で生きていらっしゃるのだろう……。

　僕らが顔に汗あせを搔かく中、天道さんは不思議そうに首を傾かしげる。

「おかしいわね。うちのゲーム部だと『あるある』の鉄板ネタなのに……」

　……世界観がおかしいのは、天道さんというより、ゲーム部のようだった。

　場が妙みような空気に包まれる中、チアキが気を遣つかった様子で「じ、自分は自分はっ！」と話を切り出してくる。

「ゲーム同好会ない日はですねっ、ですねっ」

　前のめりに話し出すチアキ。僕が「うん。何してるの？」と応じると、彼女は元気に同好会外での活動を語ろうとして……。

「…………。……あ。……自分、友達も恋こい人びともいないので、帰宅するだけでした……」

『あ……うん……』

　全員がいたたまれない様子でそっと目を伏ふせる。……が、チアキはすぐに自分でフォローを入れてきた。

「で、ですがですがっ、自分ほら、フリーゲーム作ってたりするので！　はい！　その関係でその、取材とか調査に赴おもむく日も、あるのです！　えへん！」

「おお、それはクリエイターっぽくて、なんかいいね、チアキ」

「で、でしょうでしょう、ケータ。図書館とかも結構行くんですよ、自分」

「そうなの？　ちなみに図書館では、どういうこと調べるの？」

「え、そうですね。たとえば今は王道ファンタジーＲＰＧを作るにあたって、日々……」

　チアキはそこで一呼吸置くと、指をピンと立てて、自信満々に告げる。




「『塩しお麴こうじ』の歴史について調べておりますよ」




『怪かい作さくの予感しかしない』

　相変わらずのチアキクオリティだった。僕らの呆あきれにも気づかず、チアキは照れ混じりに続けてくる。

「あとあと、自分、その次は趣しゆ向こうを変えて、ファンシーな子供向けの横スクロールシューティングとか作ってみようかと思っているのですが」

　チアキの言葉に、天道さんが胸の前で手を合わせて微笑ほほえむ。

「あら、いいじゃないですか。ファンタ○ーゾーンとか、私大好きですよ」

「はいっ、自分もです花憐さん。なので、その参考資料として、今、自分……」

「ああ、花の図ず鑑かんとかでもご参照なさって──」




「昭和の凄せい惨さんな犯罪史を掘ほり返してます」




『素材に不安しかない！』

　なんなの？　なんでこの海藻類は子供向けのゲーム作ろうとしてその資料を当たれるの？　そしてどうして僕らのドン引きリアクションに対して無む邪じや気きに首を傾げられるの？　ガチなの？　奇き才さいなの？　いや、そんなことより一番問題なのは……。

「？　雨野君？」

　天道さんが僕の様子がおかしいことに気づいて声をかけてきてくれるが……僕はそれを無視すると、一人、ひっそりと皆から顔を背そむけて……悶もだえた！

『（やべぇぇぇぇぇぇえええええ、超ちよう面おも白しろそぉぉぉおおおおおおおおおおおおおお！）』

　そこは生きつ粋すいの《のべ》さんファンたる僕である。その溢あふれ出る《のべ》さん感に、ウズウズを禁じ得なかった。が、チアキにそれを悟さとられるのもシャクである。

　僕が一人必死で笑えみを堪こらえていると、全てを察した様子の上原君が一人、呆れたように呟つぶやいていた。

「お前らもう結けつ婚こんしろよマジで……」

　また大げさなことを。僕以外にだって、《のべ》さんの作品が好きな人は、この世に沢たく山さんいるだろうに。……た、多分。

　ようやく落ち着いてきたので、僕は椅い子すに座り直して正面を向く。と、今度は上原君が切り出してきた。

「あー、俺の場合、亜玖璃と大体同じだな。他の友達と街で遊んだりしてるわ。部活にも入ってねーしな」

　と、天道さんが「ああ、そういえば」と声をあげる。

「上原君は、うちのニーナ先せん輩ぱい……大おお磯いそ新にい那な先輩とも、最近は時折遊ばれているとか？」

「む」

　天道さんの証言に、露ろ骨こつに耳をそばだてるアグリさん。その様子に上原君がひきつりながらも「ま、まぁな」と返す。

「べ、別に待ち合わせとかしてるわけじゃねぇんだけどさ。その、ゲーセンで格ゲーコー─ナー行くと結構な確率でニーナさんいるから、その際はお手合わせ願うというか……」

「へー、ほー、ふーん……」

「え、いや……うん……」

　アグリさんの放つ「元カノの圧力」が上原君を蝕むしばむ。……なにこれ。他人ひと事ごとなのに胃が痛い。同じ男だからなのか、見てるだけの僕まで辛つらい。

　しかしそんな状じよう況きようをイマイチ察せていない様子の海藻少女が、上原君に無邪気な……それでいて酷ひどく無む慈じ悲ひな言葉を放つ。

「そのその、上原さんは自分達と違ちがって……異性の友人が沢山いるんですね！」

「げはっ!?」

　突とつ然ぜんのフレンドリーファイアに思わず噎むせる上原君。彼は元カノのドス黒いオーラを横目にチアキを恨うらみがましく見つめるものの、そんなものには露つゆとも気づかない様子でチアキは続ける。

「複数の異性と並行して良好な関係を築けるなんて、上原さんはホント凄すごいですよねぇ」

「え、いや、あの、星ほしノの守もり？　お前ちょーっと黙だまって……」

「そうそう、自分が初めて会った時なんかも、上原さんは元々男友達だったケータより、初対面の自分の方にとても優しかった記き憶おくが────」

　やばい、同じ男として……上原君の友達として、もう流石さすがに見てられない。

　僕は椅子から立ち上がると、チアキの背後に回り込み、無駄に饒じよう舌ぜつにペラペラまくしたてる彼女の口元を手で覆おおってやった。

「むぐむぐ……！」

「こ、こら、無理に喋しやべろうとしない。手がくすぐったいって！」

　僕に抗議するように暴れるチアキ。僕もそれに負けじと、彼女の海藻頭をギュッと強く抱だきしめるように──

「……はっ！」

　──したところで、今度は自分の元カノ……ブロンドの天使こと天道花憐氏の方角から、凄すさまじくドス黒いオーラが発せられてることに気がついた。そのあまりの威い圧あつ感かんに、彼女の表情を確認することも出来ない。

　見たら死ぬ。そんな予感さえする。

「むぐー、むぐー！」

　が、なおも空気の読めない様子で暴れるチアキ。そうされると正直、手に吐と息いきやら唇くちびるの先やらが当たって、僕としては非常に気まずい。そして、そんな僕の照れも逡しゆん巡じゆんも、その全てが天道さんに見み抜ぬかれている感がまた、酷くいたたまれない。

　じゃあ手を離はなせばいいのだけれど……そうしたらそうしたで、このワカメはまた余計なことを喚わめいて状況を更さらに悪化させること間違いないわけで。

『（……詰つんでる……！）』

　僕と上原君の脂あぶら汗あせが止まらない。……なにこの状況。今初めて僕、「男子２・女子３」という比率の闇やみを見た気がするよ。……とてもじゃないけど、手に負えない。

『…………』

　むぐむぐ暴れるオタク女子と、彼女を中心に剣けん吞のんな空気に吞のまれた元恋人二組。

　地じ獄ごくみたいな状況の中、上原君が苦し紛まぎれの一手を放つ。

「そ、そうだ。雨野、お前はその……どうなんだよ、同好会以外の付き合い」

「え、えぇ!?」

　モブキャラぼっち男相手に、無茶ぶりにも程がある！　僕に、上原君達以外の繫つながりだなんて、そんなのあるわけ──

「……あ」

　──いや、ある。あるには、あった。けど、それは……。

『？』

　僕の不可解な沈ちん黙もくを受け、上原君以外の皆が首を傾げる。逆に上原君は明らかに僕に「彼ら」の話を促うながしている様子だった。

　彼らとはつまり──




「（霧きり夜やさんと、彩さい家けさんのことだよなぁ……）」




　──あの二人。僕が、皆にはあまり明かしてない、大学生さん達との繫がりの話。

　確かに、あの二人のことなら今の話題の趣しゆ旨しに合っているし、なにより、この妙な空気を仕切り直せそうな話題でも、ある。

「…………」

　とりあえず僕はチアキの口元から手を離す。既すでに彼女は暴れるのをやめていたし、天道さんもアグリさんも、威い圧あつ的なオーラを控ひかえてくれていた。

　が、その代わり……今度は場の全員が、僕の話す「同好会以外の付き合い」の話に注目してしまっている。……正直、息苦しい。

「えっと……」

　僕は頭を搔かいて苦笑いを漏もらしながら、とりあえず自分の席に戻もどった。

　…………さて、どうしたものだろうか。

「（霧夜さんは、あまり自分の話をして欲しくなさそうなんだよなぁ……）」

　別にキッチリ約束したわけでもないのだけれど、彼のことは出来ることならそっとしておいてあげたい。あげたいけど……。

　ちらりと今一度皆の様子を窺うかがう。……僕が下手へたに思わせぶりな沈黙を続けたのが災わざわいしたのか、「いいから話せ」の空気がかなり高まってきていた。

「（……背に腹は代えられないか。ごめん、霧夜さん。名前とか具体的なことは出来るだけはぐらかして喋るから……）」

　僕は覚かく悟ごを決めると、一度大きく息を吐はき……それから、注意深く言葉を選びつつも、切り出した。

「えっと……僕はここ最近、たまに……一～二週間に一回程度の頻ひん度どで、同好会メンバー以外の人と、遊んでたりします」

『え』

　天道さんとチアキが同時に声を漏らす。と、彼女達は……なぜか顔に汗あせを滲にじませながら、突然前のめりに訊たずねてきた。

「あ、雨野君？　私、全然聞いてないんだけど、その話。恋こい……元カノなのに」

「え？　あ、はい、ですね。天道さんにわざわざ言う程ほどのことでもないかと……」

「け、ケータ？　自分、ケータは自分と同じぼっちだと思ってずっと思って……」

「いや今もぼっちはぼっちだよ。チアキも修学旅行の惨さん状じよう知ってるでしょ？　学校生活の九割は今だって周囲の視線に怯おびえながら一人、机でソシャゲやってるような状態だよ」

　彼女達が何をムキになっているのかイマイチ分からずに首を傾かしげる僕。

　と……二人はなぜか、酷く焦じれた様子で、同時に机を叩たたき、声を揃そろえて訊ねてきた。




『で、それは、異性なんですかっ、どうなんですか!?』




「……はい？」

　思わずキョトンとしてしまう僕。……はて。僕の会っている人が……霧夜さんが女性だったら、何が問題だと……。

　…………。…………あ。

　ようやく状況に気づいた僕は、慌あわてて首を横に振ふる。

「いやいやいやいやいや！　そんなわけないでしょう！　だって僕だよ!?」

『ええっ、貴方あなただから心配なんじゃないですかっ！』

「そんな、人を、安いラブコメの主人公属性持ちみたいに……」

『安いラブコメの主人公属性持ちでしょう、貴方！』

「ふぇ？」

　いよいよ立ち上がって詰め寄ってくる二人に、キョトンと目を丸くする僕。……本当に意味が分からない。クラスメイトの一部に嘲ちよう笑しようされてるのを必死で無視しながら、肩かたを丸めて一人ソシャゲに勤いそしむ休きゆう憩けい時間が日常のラブコメ主人公がどこにいるんだよ……。

　なぜか上原君とアグリさんまで生ぬるい視線でこちらを見守る中、僕は苦笑いで元カノさんとゲーム友達に返す。

「なんにしても、今回は全然そういうんじゃないよ。彼……皆の知らない男友達と、僕もたまに遊んでるよって程度の話だからさ」

『ホッ……男性……』

　なぜか胸をなで下ろして椅子に戻る二人。……この二人は基本対極の性格しているのに、時折凄まじく息が合ってるように見える。なにが共通点なのだろうか？

　二人が落ち着いたところで、僕は続ける。

「で、僕、たまに、その……『大学生の彼』の『一人暮らしのお部屋』の中、二人きりで、『初めてのこと』を教えられてます」

『アウトォォォォォォォオオオオオオオ！』

　途と端たんに猛もう烈れつな勢いで立ち上がり、絶ぜつ叫きようしてくる女子二人。僕は驚おどろいてドン引きしながらも、なんとか訊ね返した。

「え……な、何が？」

「何がじゃないです！　何から何まで、全部駄だ目めですよ雨野君！　というか私達が出で逢あって以来最大レベルの『アウト』状況ですよ今！」

「ですです！　自分達の知らない間に、なに変な世界を拡張させちゃってるんですか！」

「へ、変な世界って……」

　相変わらず、この二人のテンションがまるで理解出来ない。

　僕はたじたじになりながらも、ふと、一つだけ訂てい正せいがあったことを思い出した。

「あ、すいません、間違えました。二人きりじゃ、なかったです。すいません」

　僕の言葉に、なぜか少し溜りゆう飲いんを下げる二人。

「あ、ああ、そうなんですか。二人きりじゃないなら……」

「で、ですねですね、花憐さん。それなら、何か緩かん和わされた感が……」

　そんな二人の空気に僕はホッとしながら、次の言葉を続ける。




「彼と『大人の関係』にある『お嬢じよう様さま』を交えた三人で『挑ちよう戦せんする』こともあります」




『アウトォォォォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！』

　遂ついには校内全域に轟とどろくほどの音量で叫さけぶ美少女二名。……なにこのレアな光景。アグリさんと上原君なんか、ここぞとばかりにバシバシ写真撮とってるよ。……あの二人はあの二人で、もう少し僕の交友関係に興味持って頂きたいものだ。

　僕が嘆たん息そくしていると、いよいよ天道さんがこちらに回り込んできて僕の肩を摑つかみ、グラグラと揺ゆさぶりながら問い質ただしてきた。

「ど・う・い・う・こ・と・で・す・か！　雨野君！」

「ケータ……最低です！」

　天道さんは顔真っ赤だし、その背後に佇たたずむチアキの目には涙なみだが溜たまっていた。……いやもう、ホント、なんなのこれ？

　僕は二人の感情がイマイチ理解出来ないままながら、一応フォローを入れてみる。

「どういうことも何も……要は、大学生の素す敵てきなカップルさんに『遊んで貰もらってる』『勉強させて貰っている』という話でしかないのだけど……」

「それが問題だと言っているのです！　汚けがらわしいですよ、雨野君！」

「ええ!?　そんな、人とゲームで遊ぶことを『汚らわしい』とまで表現しなくても……」

　僕がムスッとしていると、二人は不思議そうに顔を見合わせた後、訊ねてきた。

『げ、ゲーム？』

「？　なんですか、今いま更さら。だから言ってるでしょ、三人でゲームしているだけだって」

『言ってませんでしたけど!?』

「あ、あれ？」

　そ、そうだったっけ？　そうかもしれない。僕が悪いのか。反省。……いや、でも、ゲームという単語を出していなかったところで、ここまで怒おこられるような発言をした覚えもないのだけれどなぁ……。

　僕がそのまま説明を補足すると、二人はようやく得心した様子で着席した。

「なるほど。つまりは、雨野君にも……私にとってのゲーム部のような、この集まり以外の、たまに遊ぶ人がいると。そういう話でしたか。それならそうと早く言って下さい」

「いや、え……はい。……僕は最初からそういう話をしてたと思うんだけど……」

「何か？」

「なんでもありません。申し訳ありません、上官殿どの」

　ビシッと敬礼する僕。……たとえ恋こい人びと関係が解消されたところで、上下関係は変わらないのがこの世界というものらしい。また一つ学んでしまった。

　と、今度はチアキが安心したように深く息を吐きながら切り出してくる。

「でもそれにしたって、意外は意外ですよ。大学生さんと知り合いだなんて……」

「あー……」

　僕は少し言葉に迷い、横目で軽く上原君を見る。

「（ちょっと前に偶ぐう然ぜん彼に出くわした時は、確か『いとこ』って紹しよう介かいしたっけな……）」

　そのことを思い出し、僕はここでの説明にもそれを採用することにする。

「その、『いとこ』なんだよ、彼。丁ちよう度ど近所の大学に通ってて。で、たまにそのカノジョさん交えて、遊んで貰っている感じ……かな？」

「ああ、そういうことでしたか。なら自分も納得です。許可しましょう」

　なぜこの海かい藻そうに許可を得なければいけないのか。不可解に思うものの、これ以上面めん倒どうな言い争いをしたくもないので、黙だまっておく僕。

　と、上原君がなぜか少しニヤニヤしながら会話に混ざってきた。

「で？　『いとこ』さんとのゲームは楽しいか、雨野」

　こちらの思おも惑わくを多少察してくれたのか、上原君が「霧夜」さんではなくて「いとこ」と表現を揃えてくれる。ありがたい限りだ。

「うん、それは勿もち論ろん。彼はゲーム上手うまいし……それよりなにより、二人とも、とてもいい人だからね」

「へぇ、いい人ねぇ。それは、ま、大事なことだな、うん」

　なにやら意味深に頷うなずく上原君。流石さすがにちょっと引っかかりを覚えたのでその意図を訊ねよう──としたところで、アグリさんが突とつ然ぜん「あー」と声をあげてきた。

　皆みんなが注目する中、アグリさんは僕の方を見て語り出す。

「祐には話したかもなんだけどさ。ちょっと前に街で亜玖璃、あまのっちっぽい人が、同年代らしき二人と話しているのを、遠目に見かけたことあったんだよね」

「？　そうなんですか？」

「うん。で、軽く自分の用事済ませてから声かけに行ったんだけど……その時にはもうあまのっちっぽい人、いなくてさ」

「はぁ。……いつの話だろう。『いとこ』カップルと一いつ緒しよの時の話かな？」

　アグリさんの知らない、僕の同年代の知り合いで最近喋しやべったのなんて……霧夜さん達ぐらいだと思うけど。基本ぼっちだし。

　どこかで見られてたのかなぁとぼんやり回想していると、アグリさんは「いやいや」と苦笑して手を振ってきた。

「結局違ちがったみたい。実はその後件くだんの二人に声をかけさせて貰ったんだけど、二人は『雨野景けい太た』を知らないって言ってたから。きっとその『いとこ』さんじゃ、ないよ」

「あー……」

「それに、なによりさ……」

　アグリさんはそこで舌をチロッと出して、僕を小こ馬ば鹿かにするように告げてきた。




「あんな『美人さん二人組』とあまのっち如ごときが知り合いなわけ、ないもんね」




「美人さん二人組……。…………」

　僕はその言葉に、なぜか少し、ドキリとしてしまう。……あ……れ？

「（霧夜さんと彩家さんの佇まいって……美人二人組に……見えなくも……）」

　どうしてだろう。鼓こ動どうが俄にわかに速まる。……なにか……なにか僕は今、とてつもなく不ふ吉きつな何かを垣かい間ま見みたような……でもそれが……その正体が、ギリギリで、摑めない。

「（なんだ……これ。僕はアグリさんの言葉の何に、こんな……）」

　自分で自分の不安の正体を探ろうと、思考の海へと沈しずんでいく僕。が……。

〈バンッ！〉

「!?」

　──誰だれかが机を叩たたいた音にびっくりして顔を上げる。と、そこには……また機き嫌げんを拗こじらせたご様子の、元カノさんの姿があった、

「な、謎なぞの美人二人組と密会って、どういうことですか、雨野君！」

「ど、どういうことも何も。それは結局、アグリさんの見間違いだったと……」

「本当にですか!?　ラノベ主人公よろしく、私達に隠かくれて、外伝で新キャラの美人さん達とフラグ立てたりしてないでしょうね!?」

「外伝て。そもそも僕如きの人生に、外伝と本編の区分けとかないですし……」

　しかしそんな僕の宥なだめも聞かず、天道さんは一人、更さらに被ひ害がい妄もう想そうを膨ふくらませる。

「はっ！　ま、まさか……まさか雨野君にとっては、この私、天道花憐こそが、外伝ヒロインだと、そう言うのですか!?」

「言いませんよ！　天道さんは僕をなんだと思っているんですか！」

「そういうことを平気で言って私の感情を振り回す鬼き畜ちくだと思っています！」

「酷ひどいな僕のイメージ！　それ言ったら、天道さんの人生こそ、ゲーム部の物語の方が本編な感あるでしょうに！」

　僕のツッコミに、真顔で淡たん々たんと応じてくる天道さん。

「いえ、それはないですね。あっちはせいぜい……ゲームで世界救う程度の外伝です」

「それを外伝と言える人生の本編ってなに!?」

「雨野君がいる方が本編に決まってます」

「元カノさんの愛が重い！　嬉うれしいけど……嬉しいけど、なんか重圧が凄すごい！　僕との物語にそこまでの価値はないですって！」

「そんなことないです。雨野君こそ私の本編です。なのに貴方あなたときたら……。……雨野君にとっての天道花憐は、所しよ詮せん、劇場版に出てくるだけのヒロインでしかないのですよ」

「外伝は外伝でも地味に自分の価値をグレードアップしてきましたね」

「そんなことないです。私なんか所詮……劇場版の中心人物になって、主人公と急接近するも、最終的に切ない結末に至ることで、ファンの中では人気投票第一位を取るような、そんな外伝ヒロインなんですよぉ」

「なんで着々と外伝ヒロイン界での地位をアップさせているんですか貴女あなたは」

「だって仕方ないじゃないですか！　私は雨野君にとって……雨野君にとって……」

「メインヒロインですよ！」

「雨野君！」

「天道さん！」

　教室の中、熱っぽく見つめ合う二人。……それを外野から見守る、元リア充じゆうカップルと海藻類。

「……なんだこの、突然の超ちよう劣れつ化か版『冴さえない彼女ヒロインの育て方』的やりとり」

「茶番にも程があるよね。自分達が現在別れてることとか、忘れてるんじゃない？」

「あ、自分、帰ってゲームしていいですか？　こういうラブコメ苦手なんですよ」

　酷い言い草だった。……いやまあ、正直途と中ちゆうから僕も天道さんも、あえて、過か剰じようなノリでやってしまった感あるけども。

　僕と天道さんは二人、こほんと咳せき払ばらいして、この話題を締しめくくる。

「とにもかくにも……ゲーム同好会の皆みなさんは、案外、ここ以外でも手広くやっていて、生活が充じゆう実じつしている、ということですね」

「だね、天道さん。チアキ以外、皆充実してるってことだね」

「こらこらそこのモヤシチビ。どうして花憐さんの結論で終わっておかないのですか！　じ、自分だって充実してますよ！」

「……そうだね。充実してるね、チアキも。……たとえ誰が、なんと言おうと、さ」

「誰にも何も言われてませんけど!?」

「……ああ。そうだね。チアキは充実してる！　それでいいじゃないか！　もしそれに異議を唱えるヤツがいたら……この僕、雨野景太がぶん殴なぐってやる！」

「じゃあまず自分で自分を殴って下さい！」

「…………ちっ。……うるさいなぁ『孤こ独どくのワカメ』は……」

「孤独のワカメ!?」

「おーい、そこそこ、仲良くじゃれあってないで同好会締めるぞー」

『はーい』

　上原君に注意を促うながされ、すんなり引き下がる僕達。初期の頃ころならいざ知らず、僕もチアキも、今となってはそうそう本気で喧けん嘩かもしていないのだ。

　ちなみに僕らのこれ、アグリさん曰いわく「子こ猫ねこ同士が互たがいの首筋甘あま嚙がみする動画見てる感じ」らしい。個人的には納得いかない表現だが……いつも高確率で天道さんのいる方面から「日本三大怨おん霊りよう」さえ彷ほう彿ふつさせる禍まが々まがしい気配が感じられることを考えると、アグリさんの表現は残念ながら正しいらしい。……そんなに仲良さげかなぁ、僕とチアキ。

　僕らは手早く帰宅準備を整えると、いつものように教室の入り口付近で別れた。

　天道さんは部活に、チアキは図書室に、上原君とアグリさんは他のクラスの友人と合流するべく各々の方面へと散っていく。

　僕は玄げん関かん前までは天道さんと同道した後、部活に赴おもむく彼女を見送り靴くつを履はき替かえた。

「…………さぶっ」

　校舎玄関を出ると、早さつ速そく北の大地の寒気が肌はだを刺してきた。コート越ごしに両りよう肘ひじをさすりながら、踏ふみ固かためられた雪の上をギュッギュと歩く。

「…………」

　帰宅には中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯のため人のいないバス停に赴おもむき、一人、ぼんやりと夕焼けの空を眺ながめる。

「……確かに、沢たく山さん知り合い出来たよな、僕……」

　天道さんの「外伝」発言を思い出し、思わずぼそりと呟つぶやく。

　……それは、少し前には、考えられなかった状じよう況きようで。

　これは、僕なんかには、身に余る程ほどの光栄。……そう。……身に余る、程の。

「…………霧夜さん……か」

　僕は、大して意味もなく、彼の名前を呟くと。




　そのまま、今日はやけに……彼の男性として端たん整せいすぎる顔立ちや、未いまだに若じやつ干かん納得のいっていない下着騒そう動どうのことを、深く考えてしまうのだった。

















【霧きり夜や歩あゆむとオフライン・エンカウント】






　目の上のたんこぶ、とはまさに《彼女》のことだった。

「っかぁっ！　今ので負けるかよぉー！　くぁー！」

　テーブルに置いたアケコンから身を離はなし、わしゃわしゃと頭を搔かきむしる。

　そんなオレの醜しゆう態たいを、パソコン前のデスクチェアに腰こし掛かけた景けい太たが物もの珍めずらしげに見つめてきた。

「珍しいですね、霧夜さんがそこまでゲームの勝敗に感情的になるの」

「そりゃ……格ゲーのオンライン対戦でライバルに、相あい性しよう抜ばつ群ぐんの強キャラで挑いどんで返り討うちにされりゃ、泣き言の一つも言いたくなるってもんだろ」

「ライバル？」

　景太はそこで不思議そうに首を傾かしげ、テレビモニターに映る戦績画面をちらりと見やる。そこに表示されているのは、オレのこの対戦相手に対する勝率情報だ。そう──実に二割という、しょっぱい、オレの勝率。

　オレが目を背そむける中、しかし雨あま野の景太は、相変わらず無む邪じや気きに人の心を抉えぐってきた。

「え、ライバルって、基本的に『同格』の相手を指す言葉ですよね？」

「言うなよ！　いいんだよ！　格ゲーの世界じゃ、二割の勝率でも『好こう敵てき手しゆ』って呼んでいいケースもあるの！　時の運的な要素も多分にある世界なんだから！」

「え、でも、時の運にしたって、この対戦相手と霧夜さん、今までにトータルで三百戦もやってるじゃないですか。この分母で二割なら、それはもう明確に格下じゃ──」

「景太。お前、アン○ンマンとばい○んまんって、ライバルだと思うか？」

「なんですか急に。まぁ、ライバルなんじゃないですかね、キャラ的に」

「だろう？　じゃあ次に、ばいき○まんの勝率を考えてみるんだ」

「……!?　あれ!?　彼の勝率、低すぎ!?」

「ほら見ろ。それに比べたら、二割も勝ってるオレは充じゆう分ぶんに『好敵手』名乗る権利、あると思わないか？」

「ぐ……!?　そ、そう言われると、なんか、それでいい気がしてきました！」

　半ば興奮気味に納得する雨野景太。アホだ。アホの子だ。二割の勝率で何が同格なものか。実力的には完全に格下だわ。それはこのオレが一番良く分かっているわけで。

　そのまま、同じ相手と再戦するオレ。見守る景太。

　……再戦を繰くり返し続けるオレ。見守り続ける、景太。

　…………。

　そうして、どれほどの時間が経過したろうか。

　ふと、景太が椅い子すをグラグラと弄もてあそびながら呟く。

「……あの、霧夜さん。その……年末の忙いそがしい時期にも拘かかわらず、僕の……貴方あなたがこの対戦格かく闘とうゲームをしているところを見たいというワガママなリクエストにも、柔じゆう軟なんに応こたえて頂いた件に関してはその、感謝しています」

「いやいや。お前のためなら、これぐらいはな……」

「はい、それは本当にありがとうございます。おかげさまでこのゲームの魅み力りよくは存分に伝わってきました。伝わってきたので……」

　そこで景太は一いつ拍ぱく置くと……少し涙なみだ目めで、オレに向かって叫さけんできた。




「『オンラインで一勝したら終しゆう了りよう』という終了条件、破は棄きしてくれませんかねぇ!?　もうかれこれ一時間以上、僕、貴方の連敗模様を見せつけられてるんですけど!?」




　情けなくごねる彼に、オレはフッと微笑ほほえみ、「まあ待て」と窘たしなめる。

「オレはまだ、本気出してないだけだ」

「それ聞くのも、正直もう五回目ぐらいですけど!?」

「オレはまだ、変身を、十五回残している」

「刻みすぎでしょうギアチェンジ！　もうさっさと最終段階に変身して下さいよ！」

「……はぁ。景太。お前は週刊少年漫まん画がのセオリーを全く分かっていない」

「霧夜さんに言われたくない！　週刊誌で十五段階変身する敵とのバトルなんて、冗じよう長ちよう以外のなにものでもないでしょう！」

「おやおや、まるでオレの格ゲー対戦が冗長みたいな言い方じゃないか、雨野景太」

「そう言ってますからねぇ！　伝わったなら、巻いてくれます!?」

「さて……どうしようかな？（ニヤリ）」

「なにその無む駄だな強キャラ演出！　噓うそなのに！　僕もう、今日は帰りますよ!?」

　そう言って椅子から立ち上がる景太。オレは慌あわてて彼に取り縋すがる。

「い、いやいや、景太。こ、これじゃオレ、本当に弱いみたいじゃんか。マジでもうちょっとだけ……」

　そうこうしていると、またも相手から再戦の申し込みが来た。

「……まったく。というか、この人以外と対戦すりゃいいじゃないですか」

「いやいや、そこらのポンコツプレイヤーじゃなく、ライバルたる《彼女》に勝つところをお前に見せてこそ、オレは満足するというかだな……」

　実じつ況きよう動画制作者の性さがで、常に、少し高めのハードルを乗り越こえたいオレである。

「はぁ？　なんですかそれ。……まあいいですけど」

　オレは景太が椅子に座り直すのを見守ると、ホッと胸をなで下ろして申し込みを受じゆ諾だくし、互いにキャラを変えないまま、次の試合へと移行した。……よし、次こそは。

　……いや。今日こそは。

　そうして……結局はまたしても先さき程ほどのリプレイかの如ごとき劣れつ勢せいのゲーム展開を演じながら、オレはぼんやりとこの対戦相手について回想を始めたのだった。




　ＳＡＬＴ０５１９。この落ち目の対戦格闘ゲーム《ゲシュタルト・ゼロ》のオンラインランキングにおける上位プレイヤーの一人であり、実質トッププレイヤーと呼んでも過言ではない腕うでを持つ人物である。だが、実際にオンラインランキングトップに躍おどり出たことはない。なぜなら彼──いや彼女は「常勝」を是ぜとしないからだ。一人のキャラを極きわめたと思ったら他の弱キャラに乗り換かえ、強い戦法を編み出してもすぐに他の戦法開発に着手するため、勝率を下げる。オレが格下ながら二割勝てているのも、彼女のこの性質によるところが大きい。

　だから実際、景太に指し摘てきされるまでもなく、オレが彼女の「ライバル」を名乗るのはおこがましい。オレのゲームスキルは基本的に「上の下」。《ゲシュタルト・ゼロ》の世界オンラインランキングでは現在四十五位だが、それも、プレイ人口が大おお幅はばに減ったことによる繰り上げ上じよう昇しようの側面が大きい。

　実力的には完全にＳＡＬＴ０５１９の格下。だがそれでもオレが彼女を「ライバル」と呼ぶのは……偏ひとえに、「因いん縁ねん」が故ゆえである。

　彼女と初めて対戦したのは約一年前。お試し的に動画のライブ配信を行っていた最中のことだった。その動画の企き画かくは確か「○連勝したら終了」みたいな、平へい凡ぼんで緩ゆるめのものだったと思う。オレは事前のリハーサル結果から「何度か途と中ちゆうでチャレンジ失敗しつつも、一時間程度に収まる企画だな」なんて読んでいた。あくまで、オレとしては「お試し企画」以外のなにものでもなかったのだ。

　──ＳＡＬＴ０５１９が、絡からんで来るまでは。

　もうお察しのことと思うが、結果的にこの生配信、四時間という長なが丁ちよう場ばになった。目標の連勝記録を達成しかけると、ＳＡＬＴ０５１９が乱入して、敗北。一からやり直しになり、またリーチがかかると、ＳＡＬＴ０５１９がやってきて、敗北。それの繰り返し。また途中から変に視し聴ちよう者が面おも白しろがり始めてしまったため、彼女からの対戦申し込みを拒きよ否ひするわけにもいかず、そのままずるずると対戦。結局彼女がオンライン上から消えるまで、オレは企画達成を阻はばまれ続けた。……普ふ段だん「スケジュール通りの玄人くろうと進行」を信条とするオレからすれば、苦にがいにも程がある思い出だ。あれ以降、生動画配信は殆ほとんどやっていない。

　そりゃ正直「動画的には」美味おいしかった。が、やはり、四時間も一方的にボコボコにされて心が無傷でいられる程、オレは強くない。

　当然オレはＳＡＬＴ０５１９に忸じく怩じたる思いを抱いだいたのだが……翌日、思わぬことが起こった。

　あろうことか、憎にくきＳＡＬＴ０５１９が、このオレに、フレンド申しん請せいを送ってきたのだ。

　最初は邪よこしまな意図を疑いもしたが、しかし添そえられた一言メッセージの「またやろーね」というあまりに無邪気な様子に毒どく気けを抜ぬかれたオレは、そのフレンド申請を了りよう承しよう。

　以降、あくまで《ゲシュタルト・ゼロ》を介かいしてのみだが、地味に対戦交流が続き現在に至っている。後から判明したことだが、初対戦時のアレに関して、彼女側に悪意はゼロだった。ただただオレのことを「負けてもちゃんと対戦に付き合ってくれる、根気のあるいい人。好きなタイプ」と思って執しつ拗ように再戦を申し込んできていただけらしい。

　ちなみに、こういった彼女の人となりについては、彼女が格ゲー対戦相手募ぼ集しゆうツールも兼かねて使用している某ぼう呟つぶやきサービスの呟き内容から判明した。勿もち論ろん、本名までは知るべくもないが、それでも、どうやら女性であること、他の格ゲーも並行的に手広くやっていることやら、強い割には例のプレイスタイルなどが相まって「知る人ぞ知る」的存在なことは伝わってきた。それに……。

「あの、また負けてますけど……霧夜さん」

「……みたいだな」

　ふと回想から戻もどって来ると、画面の中では数分前の再現よろしく、オレのキャラが倒たおれ、ＳＡＬＴ０５１９のキャラが歓かん喜きの雄お叫たけびをあげていた。

　……この通り、今も相変わらず彼女はオレより強い。これだけ長期間やっていれば、オレも相応に腕を上げているハズなのだが、彼女は常にオレの少し上を行ってしまう。格ゲーはここしばらくこれ一本のオレと違ちがって、他の格ゲーも並行してやっているにも拘わらず、だ。

　なんと可愛げのない存在だろうか。ゲームにおける「フレンド」という単語ほど信用のならない言葉はない。何が「フレンド」だ。

　超こえられるようで、超えられない存在。彼女がいるから、オレは……世界ランキング四十五位という、よくよく考えたら中々の腕の人間のハズなのに、イマイチ「このゲームが得意！」と胸を張って言い切れない。

　まさに、オレにとっての、目の上のたんこぶ。それが、ＳＡＬＴ０５１９だった。

　さて、そんな話を、動画配信云うん々ぬんのところだけ誤ご魔ま化かしつつ、暇ひまつぶしがてらに景太にも語ってやると、彼は興味深そうに頷うなずいて返してきた。

「あぁ、なんか分かります、それ。僕は……ライバルこそいないですけど、その、ネット上の軽い交流だからこそ、純じゆん粋すいに入れ込んでしまう気持ちは分かるというか……」

　そこで景太は一体誰だれのことを想おもったのか、妙みように優しい表情を見せてきた。…………。

「別に親しいわけじゃないけどな、オレ達は」

　画面の中で何度目になるか分からない敗北を喫きつしながらムスッと返すと、景太は苦笑いしながら応じてくる。

「そりゃ霧夜さん側からしたら『目の上のたんこぶ』かもしれませんが、あちらは霧夜さんのこと、友達だと思っているんじゃないですか？」

「カモの間違いだろ」

「霧夜さんの話を聞く限り、そういう感性の人でもなさそうですけど？」

「それは……そうかもしれないけど」

　このゲーム、フレンド登録している者同士での対戦はオンラインスコアに影えい響きようを及およぼさない。オレをカモにしたところで、彼女にメリットがないのは、確かにその通りだ。その通りなのだけれど……。

　と、画面の中でオレのキャラが流れるようなチェインコンボを食らう。オレが「やはりコイツは友達じゃない」と不ふ機き嫌げんに呟いていると、景太がくすくす笑ってから切り出してくる。

「しかし、この相手が女性の方っていうのは意外ですね。なんかこう、僕の超ちよう勝手な偏へん見けんなんですが、格ゲーとかＦＰＳの強プレイヤーって男性をイメージしちゃうんで」

　彼のその言葉に、オレはゲーム画面へと意識を向けながらテキトーに応じる。

「そうか？　今時、女性だってバリバリやるけどな、この手のゲーム」

　よし、さっきチェインコンボは食らったものの、それで開き直って攻せめに出たのが功を奏して、今かなり押せてるぞオレ。これは……いけんじゃね？

「そうなんですよね。僕の周囲にも、ゲーム上手い女子いますし」

　激しいバトルが繰り広げられる中、暢のん気きな雑談が続く。オレは意識を殆ど全てゲームの方に向けたまま、景太に返した。




「だろ？　実際オレもＦＰＳや格ゲー好きだしな」




「…………？」

　よし、いいぞ、これはいける！　あと一発、弱攻こう撃げきを入れるだけで相手のＨＰを削けずり切れ──

　……………………。

　と、そこでぴたりと動きの止まる、オレのキャラ。瞬しゆん間かん、当然の如く一いつ気き呵か成せいに反はん撃げきされ……こちらのＨＰが削り切られた。

《ＹＯＵ　ＬＯＳＥ》

　画面にはもう何度見たか分からない表示。本当なら、勝てた勝負。惜おしい……本当に惜しかった、勝負。

　しかし今は……そんなこと、どうでも良かった。

　オレは……方向レバーを握にぎる手にジットリと汗あせを滲にじませながら、回想する。

「（オレ、今……景太に、なんて、言った？）」

　……思い出せない。いや、噓だ。思い出せる。思い出せるけど、それを、認めたくない。

　が……無む慈じ悲ひで無む邪じや気きな男こと雨野景太は、きょとんと首を傾かしげたまま、オレにその事実を突つきつけてきた。

「？　あの、僕、女子ゲーマーの話してたと思うんですけど、どうしてそこに、霧夜さんの話が入ってくるんですか？」

「…………」

　ぎこちない笑顔を見せつつ、黙だまりこくるオレ。

　……ど、どうしたものか。……いや、まだ焦あせる段階じゃない。そうだろ、霧夜歩。まだまだ、どうとでも言い訳が出来るじゃないか。それこそオレの変身はまだ十五回以上──




「もしかして、霧夜さん──実は女性だったりとかします？」




「（突とつ然ぜんの最終局面きたぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああ！）」

　なにこれ。打ち切り最終回？　十五段階変身残している発言が読者に不興を買った末、アンケート評価を著いちじるしく落として、即そく座ざに打ち切り決まったの？

　オレは目をまん丸にして、景太を見やる。彼は……割と本気でオレに疑いの眼まな差ざしを向けてきていた。

「（……もしやこいつ、薄うす々うす、オレの性別に疑問を持ち始めていたのか？）」

　だとしたら、ヤバい。非常にヤバい。このミス……簡単には取り戻せないぞ。

「ど、どうなんですか、霧夜さん。もしそうなのだとしたら、僕……」

「…………」

　僕、なんだ？　僕……もうここには、来られません、か？　まあ、そりゃそうだろう。なにせ、現在はどうやら別れてるらしいとはいえ、彼は想い人のある身だ。そりゃ「ゲーム好きのお兄さん」の家には遊びに行けても「一人暮らし女子大学生」の家に入いり浸びたるわけにはいくまい。そりゃそうだ。恋こいする少年として当然の帰結にも程がある。

「（まあ……そろそろ潮時では、あるのかもしれないな）」

　実際、実じつ況きよう動画の人気取りという点では、もう充じゆう分ぶんすぎる程貢こう献けんして貰もらった。そしてそんな恩人たる彼の実生活に迷めい惑わくをかけるのは、オレとしても不本意なわけで。もし女性だとバレたのだとしたら、それはもう、潔いさぎよく認めて身を引いて、然しかるべきである。

「（そう……そうだよなぁ……）」

　そう、それで、万ばん事じ解決のはずだ。今なら彼の恋れん愛あいを無む駄だに搔かき乱すこともないのだから、殆ど最善の手と言っていい選せん択たく肢しだ。むしろ彼のことを友達と思いながらなぜ、今まで、「騙だまし」を継けい続ぞくしてしまっていたのか。

　これはいい機会だ。オレは腹をくくると、景太をしっかり見つめ返した。

「ああ、景太。実はオレな──」

　…………。…………。……………………？

「（あ……あれ？　な、なんだ、この動どう悸き。オレ……なんでこんな……）」

　……おかしい。理性では、今言うべきこと、やるべきことが、完全に、分かっているハズなのに……それなのに……それなのに──




　──彼との関係を終わらせる言葉が、喉のどにつっかえて、まるで、出てこない。




「あ……いや……う……」

「？　霧夜さん？」

　息苦しそうに顔を青ざめさせるオレを、心配そうに景太が見つめてくる。オレはしかし……そんな彼のことを直視出来ず、思わず視線を逸そらした。なんでオレ……。

　と、ゲーム画面に再戦の申請が届く。オレは思わず縋すがるようにアケコンに向かい、慌あわてて受じゆ諾だくボタンを叩たたこうと──するも動どう揺ようで指先をもつれさせ、結果……。

『あ』

　……あろうことか彼女を「キック」してしまった。「キック」と言っても、格ゲー内での足蹴げりのことじゃない。オンラインゲームにおける「迷惑なプレイヤーを弾はじく機能」「キックアウト」の意味での「キック」だ。つまり、既すでに信しん頼らい関係のあるフレンド相手にやることでは、絶対ない。実際の友人関係に喩たとえるなら、

「おーい磯いそ野の～、空き地で野球し──」

「黙れ中なか島じま。二度とその汚きたないツラ見せんな。Ｇｅｔ　Ｏｕｔ！」

「いそ……の……？」

　みたいな行こう為いだ。中島からしてみれば青せい天てんの霹へき靂れきもいいところ。いや例文で勝手に鬼き畜ちくキャラ化されたカツオ君もたいがい驚おどろいたろうけど。

　話を戻そう。

　間違って「キック」してしまっただけなら、すぐに「ごめん今のなし」で済む話だ。だが厄やつ介かいなのは、このゲームにおける「キック」はそのまま「ブロックリスト追加（対象とマッチングされなくなる）」まで紐ひも付づいてしまっていることで。事態は中々に深刻。

「ああっ、くそっ」

　オレは思わず頭を搔きむしりながら、とりあえずメニュー操作のためアケコンから通常コントローラーに持ち直す。

　と、景太がなぜか申し訳なさそうに切り出してきた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　なんか……すいませんでした、変なこと言っちゃって」

「へ？　え、あ、ああ。いや、これは純粋にオレの不ふ手て際ぎわだから、気にするな」

「そ、そうですか？　でも……」

　心配そうに画面を見つめる景太。……確かに彼の心配は尤もつともで、ゲーム設定やヘルプを参照するだに、一度ブロックリストに追加された対象は、一週間ほどおかないとブロック解除出来ないようだった。……こういうとこなんだよなぁ、このゲームのプレイ人口少ない理由。

　オレが「まいったなぁ」と頭を搔いていると、景太が「あの……」とおずおずと切り出してくる。

「と、とりあえず、この……ソルトさん？　とやらに、釈しやく明めいのメッセージ送っておいた方が良くないですか？　このままだと、関係、本当に悪くなっちゃいますよ？」

「ん？　ああ、元々別に『友達』という感じでもないんだが……まあ、そうだよな」

　オレは少し考えると、コントローラーを手放し、今度はスマホを手にとっていじりだした。景太が不思議そうに訊たずねてくる。

「？　もしかして連れん絡らく先、知っているんですか？」

「いや、そういうわけじゃねーんだけど。彼女、呟つぶやいてるからさ。そっちでＤＭ送ろうと。コントローラーで長文打つの面めん倒どうだし」

「なるほど。あ、僕も軽くその人の呟き、見せて貰っていいですか？」

「ああ、どうぞ」

　気軽にそう応じると、景太がデスクチェアから下りてオレの隣となりに座り、その頰ほおを間近に寄せてくる。オレは一瞬動揺しかけるも、先程のことがあるため努つとめて冷静にスマホを操作。

　そうしてようやくＳＡＬＴ０５１９の投とう稿こう一覧を開いたところで、景太がぽつりと呟いた。

「霧夜さん。先程は、本当にすいませんでした」

「……いや」

「……その、忘れて下さい、さっきの」

「……ああ」

　オレ達はそれだけ、互たがいの目も見ずにかわす。……恐おそらく景太は、まだ、何も納得していない。いや、それどころか、仄ほのかな疑ぎ惑わくを継続して抱いだいているはずだ。

　それでも彼は……この件を一いつ旦たんペンディングすると決めたようだし、オレもまた、それを受け入れた。

　これは……逃にげとか、不誠実とか表現されて然るべき行為なのだろうか？　……そうなのかもしれない。

　けれど、答えを出したら、きっと、この楽しいゲームの時間は、終わってしまうから。

　オレの性別に関する「答え」はある。それも、オレ達にとっては残ざん酷こくな「答え」が。二人でこうしてゲームを継続出来なくなる無慈悲な「答え」が。

　でもそれは、景太がハッキリと認識するまでは、曖あい昧まいで、いられる。

　……まるで「シュレディンガーの猫ねこ」だ。

　彼にとって今の霧夜歩は、男性である霧夜歩と、女性らしき霧夜歩が、重なって存在している歪いびつな状態だ。だけどそれなら……まだオレ達は「ゲーム友達」でいられる。

　楽しいゲームの時間が、続けられる。

「（……互いの願いは、こんなにも子供っぽい純じゆん粋すいな願いのハズなのになぁ……）」

　友達とゲームがしたい。ただそれだけの動機で、なぜ、こんなズブズブの不ふ倫りん問題みたいなところに片足突っ込んでしまうのか。……解げせない。

　と、オレのスマホ画面を覗のぞき込んでいた景太が「あれ？」と声を上げた。彼はＳＡＬＴ０５１９の過去のツイートを指さしながら続ける。

「この数日前のツイートなんですけど……」

「？　なになに……『行きつけのゲーセンがプチ改装工事中。営業再開の明後日あさつてまでどうしたもんかな』……これがどうかしたか？」

「ああ、いえ……偶ぐう然ぜんかもしれませんけど、僕と上うえ原はら君がたまに寄るゲーセンも、最近プチ改装工事してたなと……」

「へ？」

　オレは景太の指し摘てきに目を丸くして返す。

「え、つまり……このＳＡＬＴ０５１９は、地元の人間の可能性があると……？」

「いえ、全国にはそりゃ同じ時期にプチ改装しているゲーセンだってあるでしょうから、そこまでは言いませんけど。……でも……」

「でも？」

「もしこのＳＡＬＴ０５１９っていう凄すご腕うで女性格かく闘とうゲーマーが近きん隣りん住民だとすると……ちょっと思い当たる人がいないでもないというか……いやでもまさか、そんな……」

　スマホ画面から顔を上げ、なにやら一人でぶつぶつ呟き出す景太。正直、後半が殆ほとんど聞き取れなかった。

　仕方なくオレはとりあえずメッセージだけでも送っておこうと謝罪文を作成する。そうして、最後に……ちょっとした気まぐれで、文章を付け足してみた。

〈追つい伸しん。偶然にも、最近うちの近所でもゲーセンのプチ改装工事してました。もしかしたらご近所さんなのかもしれませんね。もしリアルで対戦する機会がありましたら、その際はどうぞお手て柔やわらかに〉

　謝罪文が硬かたくなってしまったので、少しでも空気を緩ゆるめようと思ってのことだった。

「よし、送信っと」

　メッセージを書き終わったオレは、これ以上ゲームを続ける気分でもなかったため、ハードの電源を切ってテレビのチャンネルを替え始める。

　景太はと言えば、一人でまだなにやらブツブツ言っていた。

「ＳＡＬＴ……ソルト……。……塩？　うーん……やっぱり関係ないかな……塩……おしお……ＯＳＩＯ……。……逆から──」

　と、その時丁ちよう度どテレビで夕方の子供向けアニメ番組が始まった。途と端たんに思考を中断し、ハッとした様子を見せる景太。

「しまった、もうこんな時間だ。じゃあ僕、帰りますね」

　わたわたとコートを羽織り始める景太に、オレはアニメのオープニングをぼんやり見ながら返す。

「ああ、すまなかったな、今日は。なんかオレの対戦見学に終始しちゃって」

「いえ、さっきはつい文句言いましたけど、ホントは楽しかったですよ、霧夜さんの対戦。前から少し思ってましたけど、なんか妙みようにゲーム中の喋しやべり達たつ者しやですよね、霧夜さんって」

「そ、そうかな？」

「はい。まるで熟練したゲーム実じつ況きよう動画を見ているみたいでした」

「……けほっ、けほっ」

　思わず噎むせるオレ。……なんなの、雨野景太。お前は鈍どん感かんなのか鋭するどいのか、ホント、どっちかにしろよ。心臓に悪いわ。

　景太は手早く準備を整えると小走りで玄げん関かんに向かう。オレもよっこらせと身を起こすと、彼を見送りに出た。

　靴くつを履はき終え振り返った景太が……少し困ったような笑顔で、別れの挨あい拶さつを告げる。

「じゃ、霧夜さん。その……また」

「ああ。…………またな、景太」

　そうして彼がドアを開けて出て行き、オレが内側から鍵かぎを閉めたところで……思わず、重たいため息を吐つく。

「また、ねぇ……」

　……彼とのゲーム友達という関係性はまだ継けい続ぞくしている。継続しているが……果たしてこれで、いいのだろうか。少なくとも、想おもい人のいる景太にとって今の状じよう況きようは──

「ん？」

　──と、そんなことを考えていた矢先、手に持っていたスマホが震ふるえた。

　ロック画面を解除し、通知を確認する。と、そこには……。

「ＳＡＬＴ０５１９からの返信か……なになに」

　きちんと謝罪が伝わったかどうか、少し緊きん張ちようしながら本文を確認する。そこには、端たん的てきに「キック」の件を気にしていないことが記されていた。

　ホッと胸をなで下ろしながら画面をスクロールさせる。と……そこに、オレの文面になぞらえたのか「追伸」が付いていた。オレは何気なくそれを確認し……。

「え」

　思わず声を漏もらし、廊ろう下かで身を強こわばらせて、立ちすくんでしまう。なぜならそこに書かれていた文面は、

〈ちなみにあたしの言っていたゲーセンは○○○通りの○○です〉

　完全にうちの近所のゲーセン名と、そして──




〈もし本当にご近所さんなら、是ぜ非ひ、一度筐きよう体たい版でお手合わせ願います〉




　──まさかの、オフ対戦のお誘さそいだったのだから。




　　　　＊




「それで、どうしてわたくしまでその『逢あい引びき』に付き合わされなくちゃいけないのですか？」

　例の連れん絡らくから数日後……いよいよ大おお晦日みそかも差し迫せまってきたある日の、夕方。

「逢い引きって、お前……」

　ムスッと頰を膨ふくらませて文句を垂れつつ隣を歩く碧あおに、オレは嘆たん息そくして切り返す。

「オレの話、ちゃんと聞いてたか？」

「ええ。これから、ネットでお知り合いになられた方と、待ち合わせなのですよね？　……お汚けがらわしいこと」

　ハンカチで口元を押さえ軽けい蔑べつの視線を向けてくるお嬢じよう様さま。オレはゲーセンへ続く道を歩きつつ「だーかーらー」と息を吐はく。

「大学からここまでの道すがら、もう何度も説明したろ？　オレ達はあくまで、ゲーセンで格ゲーをするんだって」

「……そうやってまた、世間知らずのわたくしが知らないような『隠いん語ご』を用いて……」

「いや隠語とかじゃないから！　ゲーセンで格ゲーは、そのまま、ゲームセンターで格闘ゲームやることだから！」

「だとしても、結局その後は、『夜の格闘遊ゆう戯ぎ』へとなだれ込むおつもりなのでしょう？」

「なんだその発想！　お嬢様こじらせすぎて妄もう想そう逞たくましすぎるだろ、お前……」

　ほとほと呆あきれ果てた様子を見せるオレに、流石さすがの碧も少しクールダウンして、こほんと咳せき払ばらいする。

「本当にただゲームをするだけだとして、どうして、わたくしまで同席させられるのですか？　それこそ、雨野景太君あたりを連れていけばよろしいでしょうに」

「や、それがあいつ、今日は珍めずらしく放課後埋うまっているらしくてさ。ファミレス会議の招集は断れないとか、なんとか……」

「ならばそれこそ潔いさぎよくお一人で行けばよろしいのでは？」

　碧のもっともな指摘に、オレは頰をぽりぽりと搔かいて応じる。

「……ネットで知り合った人間とオフで会うのって、ちょっと怖こわいじゃんか……」

「怖いって……ならどうして約束なさったのですか？」

「……その……あの……。……オレも、オフで対戦、してみたかったというか……」

　あまりに子供っぽい理由を語って、足を止め、照れで頰を赤らめるオレに。

　碧は……。

「…………。……まったく。これだから、ゲーマーの方々というのは……」

　そう呆れたように言いながらも、碧はふわりと微笑ほほえんで、オレの手を引いてくれる。

「ほら、ダラダラしてたら待ち合わせ時間に遅おくれますわよ、歩さん」

「え？　あ……ああ。その……ありがとうな、碧。いつも……」

「……別に、大したことじゃ、ありませんし」

　そう素そっ気けなく言いながらも、後ろから見た碧の耳は、仄ほのかに赤く染まっていた。




　オフ対戦に際し事前にそれほど詳しよう細さいな打ち合わせをしていたわけでもなかったのだが、それでもＳＡＬＴ０５１９と思おぼしき人物は、格ゲーコーナーに足を踏ふみ入れてすぐに見つかった。

「アレだな……間ま違ちがいなく」

　オレがそう呟つぶやくと、事前に何も特とく徴ちようを伝えてなかったはずの碧まで、こくりと頷うなずいて返してきた。

「あ、ああ……確かに、奥に独特のオーラを放っている方が、いらっしゃいますね」

「分かるもんか？」

「ええ。ゲームの腕うで前まえがどうこうは分かりませんが……お一人だけ『遊び』の空気じゃない方がいるのはわたくしにも分かります」

　そう、彼女の言う通りだった。

　格ゲーコーナーの奥……不人気ゲームコーナーに、一人、黙もく々もくとレバーを弾はじく、パーカー姿の人物が座っていた。

　灰色のフードを目ま深ぶかに被かぶった上から、更さらにキャップまで着用し、首からは蛍けい光こう色のヘッドフォンを下げている。チェック柄がらのスカートやそこから覗のぞく綺き麗れいな足でどうやら女子高生らしきことは分かるものの、それが却かえって、彼女の異様な空気を深めていた。

　実際、格ゲーコーナーに超ちよう絶ぜつ技術の女子プレイヤーが居座っていたら対戦者やギャラリーが相応にいておかしくないハズだが、彼女の周りには誰だれもいないどころか、むしろ他の学生達は若じやつ干かん忌き避ひしている様子さえ見られる。

　碧が表情をひきつらせながら呟く。

「……な、なんでしょう、あの、刺とげ々とげしい雰ふん囲い気き。本気で格闘ゲームを嗜たしなむ方って、皆みなさん、あのような空気なのですか？」

「い、いや……そういう側面が完全に無いとは言わないけど……アレは流石に……」

　態度の荒あらいプレイヤーならそこそこ見てきたが、彼女はそれとも質が違った。なんというか……抜き身の刀がそのまま置いてあるみたいな……。

　碧がつんつんとオレの二の腕をつついてくる。

「……彼女に声、本当にかけるのですか？　歩さん……」

「う……ま、まぁ、それが目的で来たわけだし……。…………」

　そうは答えつつも、しかし、どうにも声をかけに踏み出す勇気が出ない。少し迷った末、オレは……。

「……？　歩さん？」

　オレは、彼女に直接声をかけるのではなく……その対面席に回り込むことにした。

　不思議そうにする碧に、オレは椅い子すを引きながら説明する。

「正面のヤツと対戦出来るんだよ、こういうのは」

「あ、そうなのですか？　でも、それならば尚なお更さら、先にご挨拶をされては？」

　お嬢様らしい発想で提案してくる碧。オレは「そうなんだけどな」と苦笑しつつ、筐体にコインを入れた。

「彼女相手の場合は、まず拳こぶしで語る方が、手っ取り早そうだ」

「なんですかその野や蛮ばんな理り屈くつ」

「いいんだよ」

　言ってオレはボタンを操作し、乱入を決定する。と、正面席から軽くこちらを覗き込むような仕草をしてくる彼女。互たがいに軽く会え釈しやくだけするが、相変わらず彼女側の表情はフードと帽ぼう子しのせいでまるで見えなかった。……なにこの強キャラ感。怖い。

　なんにせよ、まずは対戦だ。

「が、頑がん張ばって下さい、歩さん」

　背後から碧が、まるでオレが現実の格かく闘とう技ぎに臨のぞむかの如ごときテンションで応おう援えんの言葉を口にしてきた。オレはそれに「おう」と応じつつ、試合に臨む。

　……果たして、オフラインで臨む彼女の真にリアルな実力は──




　──結果から言えば、当然の如く、オレの惨ざん敗ぱいだった。

　どれくらい惨敗かと言うと、五試合の連戦の後、ルールもロクに把は握あくしていないハズのお嬢様女子大学生が──

「えと、よく分かりませんが……とりあえず、歩さん、……どんまいです」

　──などと言い出すぐらいには、惨敗だった。こてんぱんとは、まさにこのこと。

　続けざまに五試合して、五試合とも、ストレートでオレの負け。驚おどろくべきスピードで貧びん乏ぼう学生には貴重な五百円が筐体にのまれていった。

　更に再戦するか否いなかをゲームに問われる。オレは百円玉を右手に持ち、しばし悩なやんだものの……。

「……いや、完敗だ。今日はこれでおしまいっ！」

　右手にぎゅっと百円を握にぎり込み、少し勢いをつけて椅子から立ち上がった。

　碧が少し残念そうに訊たずねてくる。

「よろしいのですか？　負けっぱなしでは、あまり気持ち良くないのでは……」

　碧らしい素直な感想だ。が、オレはそれに……さっぱりとした笑顔で応じる。

「勿もち論ろん、悔くやしくないと言ったら噓うそになるけどな。でも、いいんだ。それ以上に……楽しかったから」

「？　全力を出し切ったから満足、みたいな話でしょうか？」

「ん？　ああ、勿論それもあるけど……」

　オレは少し考えると……ふと、なぜか景太のことを思い出しつつも、ニコリと、碧に微笑みかけた。




「単純に、強い相手とこのゲームで真剣に戦うこと自体が、オレは楽しいからなぁ」




　そう、だからこそオレは不人気なこのゲームを、それでもずっと続けているわけで。

　オレの回答に、碧は……時折見せる、同性でもドキリとする程ほどの優しい顔で「そうですか」と微笑んできた。

「…………」

　と、対面の席から視線を感じる。見れば、フードの彼女が軽くこちらを覗き込んでいた。……対戦を重ねた後のせいか、不思議と、最初ほどの剣けん吞のんなオーラは感じない。

　オレは彼女に笑顔で会釈する。

「今日はありがとうございました。その、凄すごく楽しかったです」

「…………」

「じゃ、オレ達はこれで……」

　もう一度だけ会釈して、その場を去るオレ達。そうしてそのままゲーセンを出たところで、碧が戸と惑まどった様子で声をかけてきた。

「え、あの、歩さん、よろしいんですか？　折角なんですからもう少しお話しされたり……」

　最初は反対していたハズなのに、妙みようなヤツだ。オレは碧の相変わらずのお人好よしさに苦笑しつつ、「いいんだよ」と応じる。

「言ったろ？　拳で語ることが、全てなんだ、オレ達は」

「ですからなんですか、その、わたくしと同じ女性とは思えない不ふ可か思し議ぎ理屈」

「……ああ、でも、強しいて言うなら、今日の彼女はちょっと妙だったかもな」

「？　妙だったとは？」

「ああ……強いのは相変わらずなんだけど、こう、強さの質が違うというか、勝利に対する欲よくというか、堅けん実じつさみたいなのを感じたというか……」

「……本当に、わたくしには理解不能の世界です。拳という言語は難解なのですね」

　もうお手上げです、と肩かたを竦すくめる碧。オレは苦笑しつつも、自宅への近道を通るべく、大通りから人ひと気けの少ない路地へと折れる。

　そうして、碧と二人、しばし歩いたところで……。

「待って」

『？』

　……突とつ然ぜん背後から声をかけられ、オレ達二人は、振ふり向いた。と、そこには──

『……え』

　──オレ達を追ってきたらしき、先程対戦を終えたばかりの、フードの、女子高生。

　動どう揺ようし、足を止め、呆気あつけにとられるオレ達に対し、彼女はツカツカと勢いよく近付いて来ると……相変わらずその顔を影かげで隠かくしたまま、オレに、ぼそりと告げてくる。

「その……二つほど、謝らせて下さい」

「へ？」

　彼女の意外な言葉に、碧とキョトンと目を見合わせる。

　フードの彼女……ＳＡＬＴ０５１９と思しき女性は、俯うつむいたまま、続けてきた。

「一つ目は……私が、貴方あなたという人を、勘かん違ちがいしていたらしいこと」

「勘違い？」

「どうも最近の私はこの手の思い込みが激しくていけないと、分かっていたはずなのですが……」

「え、いや、あの……何の話ですか？」

　オレが問い直すと、彼女は一度沈ちん黙もくした後……ぽつりぽつりと、語り出す。

「私は、例の『キック』の件や、その後の妙に軽い謝罪文を『横から』見ていて、貴方が、ろくでもないプレイヤーだと思ったのです」

「へ？　あ、あー……」

　そういえば彼女を「キック」したのがことの始まりだったなと、オレは改めて思い出す。

「（……ん？　横から？）」

　オレは引っかかりを覚えたものの、彼女は構わず更に続けてくる。

「だから私は……この機会に貴方を心の底から打ち負かしてやろうと考えました」

　ああ、だから最初、あんなに刺々しい雰囲気だったのか。色々納得だ。

　オレは彼女のどこか可愛らしい告白に苦笑すると「いえ元々はオレが……」とフォローしようとするも。

　その途と中ちゆう……オレの言葉を遮さえぎるように、彼女が、続けてきた。




「そう、私は貴方を打ち負かすつもりだったのです。──彼女に、代わって」




『……へ？』

　オレと碧の素すっ頓とん狂きような声が重なる。……彼女に、代わって？

　一いつ瞬しゆん、言われていることの意味が分からなかった。が……。

「……え、もしかして、キミって……」

　徐じよ々じよに、状じよう況きようが、おぼろげながら見えてくるとともに。

　彼女──ＳＡＬＴ０５１９を「騙かたる」女子高生が「ええ」と応じ、自らの帽子とフードに手を伸のばす。

「そうです。私は、ＳＡＬＴ０５１９では……。いえ、ＳＡＬＴ０５１９こと──」

　フードと帽子が上がっていくとともに顔を隠していた影が消え、その下から現れる……ブルーの綺き麗れいな瞳ひとみ。

「──ニーナ先せん輩ぱいでは、ないんです」

『…………』

　その日本人離ばなれした美しい瞳と顔立ちに、ごくりと息を吞のんでしまうオレと碧。

　まるで金かな縛しばりに遭あったかの如く身を硬かたくするオレ達の前で、彼女の「変身」は更さらに続き、遂ついにはクライマックスを迎むかえる。

「そう私は……本当は、彼女の部活の後こう輩はいの──」

　言いながら、フードと帽子を完全に取り去ったその下から現れたのは──

　──夕陽に照らされ黄金色に輝かがやくブロンドヘア。

　彼女はその華か麗れいな金きん髪ぱつをサラリと風になびかせると、天使のような照れ笑いと共に、丁てい寧ねいに頭を下げつつ自己紹しよう介かいを繰くり出してきた。




「──天てん道どう花か憐れんと、申します。以後、お見知りおきを」




　……なぜだろう。オレはその瞬しゆん間かん、彼女のあまりの存在感に息を吞むと同時に──

「…………」

　──自らの汗あせが首筋から胸むな元もとへと伝っていくのを、いやに鮮せん明めいに感じていたのだった。




〈雨野景太の交際相手が霧夜歩のアパートに踏ふみ込むまで────あと四ヶ月〉

















あとがき






　どうも、ＲＰＧで女性キャラがセクシーな姿になるＤＬＣダウンロードコンテンツは大好物ですが、本編のトーンがシリアスになってくると、そっと衣装を戻もどしがちな葵あおいせきなです。なんかごめんな、世界を救う旅の中、水着で雪山を冒ぼう険けんさせたりしてさ……。

　さてさて、今回は「ゲーマーズ！　ＤＬＣ」と題して、短編集をお送り致いたしました。まあ、短編集というより「外伝」の方が近いですかね。大学生の別主人公のクールな実じつ況きよう動画話……と見せかけた、いつもの「ドタバタラブコメ」、もしくは「雨あま野の景けい太たという災さい厄やく」の物語でございます。サブタイトルを「新たなる被ひ害がい者しや」にしても良かったですね。

　本編の「青春」の裏で行われていた「泥どろ沼ぬま不ふ倫りん劇（全員無実）」を、本編以上にニヤニヤ見守って頂けたら幸いです。不ふ穏おんな煽あおりは入ってますが、普ふ通つうに馬ば鹿か話ばなしです。




　では謝辞を。まず、イラストの仙人掌サボテン様。今回は本編に出てこないのが勿もつ体たいなくなるほどの大学生組イラストをありがとうございました。外伝でもお世話になります。

　そして、今回のあとがき依い頼らいメールに「最近少なくて申し訳ないです」とあまりに謎なぞすぎる謝罪を付記してきた担当様。ようこそ、妙みような価値観の世界へ。大だい丈じよう夫ぶ、私もここ最近の少なさには本当にハラハラしていますから。ネタ成分が……薄うすれていく……！

　最後に、読者様。この度は外伝（短編集）にまでお付き合い頂き、ありがとうございます。当初ドラマガに「ゲーマーズ！」の外伝（短編）連れん載さいをとなった時は、あの「ぼっちリハビリ物語」に外伝も何も……と思ったものですが、こうして見ると意外や意外、なんだかんだで、すっごく「らしい」物語へと発展してくれたんじゃないかと思います。

　しかもここで皆みなさんに朗報です。今巻ラストの続きが、同日（二〇一七年九月）発売のドラマガで読めます！　わぁい、これは是ぜ非ひチェックだね！（急な商売っ気）。

　まあ今月に限らずドラマガでは霧きり夜や達の物語の連載をしておりますので、気が向いたらそちらもチェックしてみて下さいね。

　それではまた、次は冬発売の本編九巻でお会い致しましょう！





葵あおい　せきな



















葵せきな

●あおいせきな



サイドクエストが好きです。ＲＰＧにおける、基本やってもやらなくてもいい寄り道話のことなんですが。なんと言ってもキャラや世界観の掘り下げになるのがいいです。本筋を追うだけなら要らない会話や冒険の中から滲み出る生活感や人間性描写が、妙に好きでして。

なのでこの「ゲーマーズ！　ＤＬＣ」も、皆さんにとってそういう存在になってくれたら嬉しいです。




ちなみに今巻のクリア報酬は、主人公専用装備「大型地雷」です。


















カバー・口絵・本文イラスト／仙人掌

カバーデザイン／草野剛
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